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キヤノン製品のお買い上げありびとラございます。 

EOS 4日 D は、有効画素数約]日1日万画素-高精細 CMOS センサー、 
D にに111、高精度-高速9点 AF (全点ク□ス測距)、約日.日コマ/秒-高速連 
続撮影機能を搭載した、高性能デジタルー眼レフカメラです。 

本機は、いつでもすぐに撮影できる優れた機動性、高度な撮影に最適対応 
する豊冨な撮影機能、撮影領域をさらに拡大する幅広いシステム拡張性な 
ど、さまざまな特 M 对聲えています。 _ 

また 、 EOS Integrated Cleaning System (総を的なセンサーダスト 
対策）に対応しており、撮像素子に付着したゴ S を取り除く、セルフクリー 
ニングセンサーユニットも搭載しています。 

撮影しなび6操作ずると理解び深まりまず 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることびできます。 
本書を読みなびら実際に撮影し、その結果を確認しなびら理解を深め、操作 
に慣れてください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、別紙の『安全上のごを意』、 
および『取り扱い上のごミ主意』（1日、 1] ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認してくださし、。 
万一、力方ラ体機）や CF 力ードなどの不具合により、画像の記録やパソコンへの画 
像の取り込みびできなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 

著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画撒は、個人として楽しむ 
などのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。なお、実演や興行、展示 
爸などのラちには、個人として楽しむなどの目的であってち、撮霖を制限している場合 
びありますのでごま意ください。 
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カメラと付属品の巧!認 

ご使用になる前に、政下のものびすべてそろっているか確認してくださ 
し、万一、おりないものがあるときは、お買い求めの販売店にご連絡くださ 
い。付属のアクセヴ U- は、システムマップ （P.17 目）でも確認でさます。 


□ カメラ： E 0 S 40 D 

(アイカップ、ボディキャップ付さ、曰付/時計機能用電池内蔵） 

□ レンズ： EF - S 18-5 已 mm F 3 .己-5.己に、または 
EF - S 1 7-85 mm F 4-5.6 IS USM 

* レンズ付さキットをお買いまめの場合 

* レンズキットの種類によっては、上記拟外のレンズとその使用説明書が入ってい 
ることびあります。 

□ 電池：バッテリーパック BP -511 A (保護カバー付き） 

□ 充電器：バッテリーチャージャー CG -580 
□ ヶーブル2本 

□ インターフェースケープル IFC - 200 U 
□ ビデオケーブル VC - 100 
□ ストラップ： EW -100 DGR (アイピースカバー付き） 

□ CD-ROM 吕枚 

□ EOS DIGITAL Solution Disk (付属ソフトウエア） 

□ ソフトウェア使用説明書 （ PDF お式の使用説明幫 

□ ポケットガイド 

ずぐに撮影したい方は、このポケットガイドをご覧ください。 

□ EOS 40 D 使用説明書 体幫 

□ CD-ROM ガイド 

付属ソフトウエア、およびソフトウエア使用説明書のガイドです。 

□ お客様ご相談窓□、修理受付窓□一覧/を全上のごを意 
□ カメラ保証書 

□ レンスイ呆 i 正書 * レンズ付きキットをお買いまめの場合 


》付属品は、なくさないよラごを意<ださい。 

》画徹を記録する CF カードは付属していません。 別途ご購入ください。 


本使用説明書上のおことわり 

本文中の絵で字などについて 

♦ 〈微〉は、「メイン電テダイヤル」をおしています。 

♦ 〈態〉は、「サブ電テダイヤル」を示しています。 

♦ 〈絮〉は、「マルチコント□-ラー」を示しています。 

♦ く@>は、「設定ボタン」をおしています。 

♦ を4/を6/を16は、操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを巧し 
た状態び、それぞれ4砂/日秒/1目砂間保持されることをおしてし、ま 
す。 

♦ そのほか、本文中のボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶モニ 
ターの表示など、カメラで使われている絵文字を使巧しています。 

♦ 耐亞〇は、く MENU〉 ボタンを巧して設定変更する機能であることをお 
しています。 

♦ ページタイトルち上の因司は、応用撮影ゾーン (P.18) 限定で使用で 
きる磯能であることを示しています。 

参 （P.**) の**は、参照ページをおしています。 

♦ 本文中の「撮影準備状態」とは、液晶モニターにメニューや画像び表 
おされていない（すぐに撮影でさる）状態を意味します。 

带？《园につぃて 

-こ跟：上手に使ラためのヒントや撮影のポイントび書かれています。 

?:困ったとさの手助けになる事項び書かれています。 

y 撮影に不都含び生じるおそれのある注意事項び書かれています。 

胃]:基本操作に加えて知っておいていたださたい事項び書かれていま 
す。 

操作説明の前提について 

♦ 電源スイッチびく ON > またはく一《〉になっていることを前提に説明 
しています。 (p.30) 

♦ <〇> の操作は、電源スイッチび い ')になっていることを前提に説 
明しています。 

♦ メニュー機能やカスタム機能び初期状態になっていることを前提に 
説明しています。 

♦ EF-S]7-8 已 mm F4-5.6 IS USM レンズを取り付けた状態で説明し 
ていまず。 
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はじめに 


カメラと付属品の確認、 . 

本使用説明書上のおことわ0 

機能目次 . 

取り扱い上のごを意 . 

すぐ撮影するには . 

各部の名称 . 



電池を充電する . 

電池を入れる/取り出す . 

CF カードを入れる/取り出す . 

レンズを取り付ける/取りかす . 

撮影の基本操作 . 

メニュー機能の操作と設定 . 

メニュー機能一覧 . 

使い始める前の準備 . 

表示言語を設定する . 

曰付/時刻を確認する . 

電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ 

CF カードを初期化する . 

カメラの機能設定を初期状態に戻す . 



全自動で撮る . 

全自動を使いこなす . 

人物を写す . 

風景を写す . 

なやル物を大き<写す . 

動きのあるものを写す . 

夜景と人物を明るく写す . 

スト□ボが使えない場所で写す 



記録画質を設定する . 

ISO 感度を設定する . 

ピクチャースタイルを選択する 
ピクチャースタイルを調整する 
ピクチャースタイルを登録する 

ホワイトバランスの設定 . 

マニュアルホワイトバランス 

色温度を直接設定する . 

ホワイトバランスを補正する.... 
画像番号の付けかたを設定する 
色空間を設定する . 


画像に関ずる設定 


かんたん撮影 


使用前の準備と操作の基本 


0 2 4 


1 246804巨999002 
2222333333444 


4巨789012 
44444已已已 


47913已巨78001 
已已己66666677 













































目次 



AF モードの選択 . 

AF フレームの 選巧 . 

AF の苦手な被写体 . 

手動ピント合わせ（マニュアルフォーカス） 

ドライブモードの選択 . 

セルフタイマー撮影 . 



プ□グラム AE 撮影 . 

シャッター速度をミ夫めて撮る . 

絞り数値を巧めて撮る . 

ピントの合ラ範囲を確認する . 

自分で露出を巧めて撮る . 

お<から遠くまでピントが合った写真を撮る 

測光モードの選択 . 

自分の好みに露出を補正する . 

露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 ......... 

露出を固定して撮る/ AE □ック撮影 . 

長時間露光（バルブ）撮影 . 

S ラーアップ撮影 . 

內蔵スト□ボを使った撮影 . 

スト□ボ制御 . 

外部スト□ボの使用について . 



画像を再生する . 

撮影情報の内容 . 

インデックス表示/ジャンプ表示 . 

拡大表示 . 

画像回転 . 

自動再生 . 

画像をテレビで見る . 

撮影画像を保護（プ□テクト）する . 

画像を消去する . 

画像再生に関する機能の設定を変更する . 

お晶 モニターの 明るさを調整する . 

撮影直後の画像表示時間を設定する . 

縦位置撮影画像の回乾表ちについて設定する 


画像の再生 
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■撮影 


撮影目的にあわせた応用撮影 


AF / ドライブの設定 


為罵語 


— 24 己78901234己713 
888888白9999白白00 

„ I — I — 


4巳78890123334 
1111112222222 
^1 ^1 ^1 ^1 T— T— ^1 ^1 T— T— T— Ti T— 


6 













































撮像素子の清掃 


2已 


撮像素子の自動清掃 . 

ゴミ消し情報を画像に付加する 
手作業で撮像素子を清掃する.... 



印刷の準備をする . 

印刷する . 

トリミング（印刷寵囲）の設定.... 

画像を印刷指定する/ DPOF . 

E 口刷指定画像のダイレクトプリント 

パソコンに画像を転送する 



カスタム機能の設定方法 . 

カスタム機能一覧 . 

カスタム機能で変更でさる巧容 

C.FnI :露出 . 

C.Fn II :画像 . 

C.Fn III : AF -ドライブ . 

C.Fn IV :操作-その他 . 

マイメニューを登録する . 

カメラユーザー設定の登録 ........ 


設定状態の確認 . 

家庭用電源を使用する . 

曰付/時計機能用電池を交換する 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 

故障かな？と考える前に . 

エラー 表 7 TT . 

システムマップ . 

バッテリーグリップを使ラ . 

まな仕様 . 

索引 . 


12資料 


カメラをカスタマイズする 


ンへの乾送 


カメラダイレクトプリント/撮影画像の印刷指定 


6 7 9 
2 2 2 


团 


2 4 9 14 

3 3 3 4 4 


が 


01224己823 
ちちち已已已106己 


巨8902已6892 
6667777779 
T 1> 1— -n n 1— 1— 1.1— 



































機能目な 


電源 

♦電池 


-充電 

A P. 吕吕 

-電池チエック 

今 P .24 

参家庭 巧 電源 

今 P .168 

♦オートパワーオフ 

今 P .40 

メニュー 機能関連/薑本設定 

♦メニユー機能一覧 

今 P .3 色 

♦カメラ設定内容表示 

今 P .16 色 

♦液晶の明るさ調整 

^ P .1 吕3 

♦言語 

今 P .39 

♦曰付/時計 

今 P .3 日 

♦電子音 

今 P .36 

♦カードなしレリーズ 

今 p .36 

画像記録 

♦ CF カード初期化 

今 P .40 

♦画像番号 

P .70 

画質 

♦記録画質 

P. 已4 

♦旧0感度 

今 P 万7 

-感度設定ステップ 

み P.1 已2 

♦ピクチャースタイル 

今 P. 已日 

♦色空間 

P .7 吕 

♦画質関連カスタム機能 


-長砂時露光ノイズ低減4 P .154 

-高感度時ノイズ低減 

み P .1 已4 

-高輝度側階調優先 

み P.1 已已 


ホワイトバランス 


♦ホワイトバランス選が 

^ P. 巨日 

♦マニュアル WB 

今 P. 巨巨 

♦色温度設定 

P. 巨7 

♦ホワイトバランス補正 

今 P. 巨 8 

♦WB ブラケティング 

A P. 巨日 

AF 

♦AF モード 

今 P .74 

参 AF フレーム選択 

P. フ巨 

♦手動ピント合わせ 

今 P .78 

測光 

♦測光モード 

今 P. 日0 

ドライブ 

•ドライプモード 

み P .7 日 

強連続撮影可能枚数 

今 P. 已日 

♦= ラーアップ 

み P. 日巨 

♦セルフタイマー 

今 P .80 

撮影 

•プ□グラム AE 

今 P .82 

♦シャッター速度優巧 AE 

P .84 

-セイフティシフト 

A P .1 已3 

♦絞り優先 AE 

P.8 巨 

♦マニュアル露出 

今 P.88 

•バルブ 

P ■日4 
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機能巨次 


露出調整 


♦露出補正 

P. 日 1 

♦AEB 

P. 日吕 

♦AE □ック 

A P- 日 3 

♦露出設定ステップ 

P.1 已 2 

スト□ボ 

♦内蔵スト□ボ 

P. 日 7 

•が部スト□ボ 

P.103 

•が部スト□ボ制御 


■スト□ボ機能設定 

今 P.101 

-スト□ボカスタム機能 今 P.102 

ライプビュー撮影 

♦ライブビュー撮影 

P.106 

. グリッド 

A P.1 10 

-静音撮影 

^ p.m 

■ AF 

A P.1 1吕 

-露出シミュレーション 今 P.161 

画像 再生 

.撮影画像の確認時間 

p.l 吕 3 

♦1 枚再生 

p.l 14 

-撮影情報表示 

A p.l 1日 

- A イライト警告 

A p.l 1日 

- AF フレーム表示 

A p.l 1日 

♦インデックス表示 

p.l17 

♦J 広大表示 

p.l18 

♦画像送り（ジャンプ表示) 今 P.1 17 

♦画像回転 

p.l18 

縦位置画像回転表示 

p.l24 


♦画像プ□テクト 

P .1 吕1 

♦画橡消去 

p . l 22 

♦ビデオ出力 

今 p . l 20 

カメラダイレクト / DPOF 

♦PictBrid 旨 e 印刷 

P .131 

♦印刷指定 （ DP 0 F ) 

-#• P .141 

♦画像転送 

今 p . l 46 

-送信指定 

* p . l 48 

カスタマイズ 

♦カスタム機能 （ C . Fn ) 

p . l 49 

♦マイメニュー 

今 p . l 62 

♦カメラユーザー設定登録 A P .1 巨3 

センサーク IJ 一ニ ング/ 

ダスト除ま 

♦センサーク U — ニング 


-任意清掃 

今 p . l 26 

-自動清掃中止 

今 p . l 26 

-手作業 

今 p . l 29 

♦ゴ S 消し情報付加 

み p . l 27 

ファインダー 

視度調整 

4 P .33 

♦スクリーン交換 

今 p . l 60 













取り扱い上のごを意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃をちえたりしないでくださし、。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用できません。万一水 
に属れてしまったとさは、早めに最寄りの修理受付窓□にごネ目談ください。また、 
水滴びついたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったとさは固くしぼったき 
れいな巧でよくふさとってください。 

• 力;ラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生ずる装置の近くに、絶対に置か 
ないでください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
0、放置したりしないでください。電磁波により、力^ラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

• 直射曰光下の車の中などは予想攻上に高温になります。カメラの故障の原因とな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

• 力^ラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さし、。 

• レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスクリーンなどにづミびついて 
いるとさは、市販のブ n アーで收さ飛ばすだけにして<ださい。カメラボディお 
よびレンズは、有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れ 
びひどいときは、最寄りの修理受付窓□にご相談ください。 

• カメラの電気接点は手で軸らないでください。腐食の原因となることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こずことびあります。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところか5、急に暑いところ 
に移すときは、結露の発生を&せぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の □ 
を閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してくださし、。 

• 結露び発生したとさは、故障の原因となりますので、カメラを使用しないで<だ 
さい。レンズ、 CF カード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待っ 
てか5、カメラを使用してください。 

• カメラを長期間使用しないとさは、力^ラから電池を取り出し、風通しびよく、 
涼しい乾燥した場所にな管してくださし1。保管期間中でを、とさどきシャッター 
を切るよラにして作動することを確認して<ださい。 

• カメラの保管場所として、実験室などのよラな雲品を扱ラ場所は、さび■腐食な 
どの原因になるため避けてくださし、。 

• 長期間使用しなかった力^ラは、各部を点検してから使用してください。長期間 
使用しなかったあとや、ミ毎が旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄り 
の修理受付窓□、またはご自身でチェックしてからご使用くださし、。 
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取 0 扱い上のごま意 


表示パネルと液晶モニターについて 

• 液晶モニターは、が常に精密度の高い技術で作られており目目.白目％ iii 上の有効 
画素びありますび、日.01%料下の画素欠けや、黒やホの点が現れたままになる 
ことがあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には穀 
響ありません。 

• 液晶モニターを長時間点打したままにすると、表おしていた内容の残撒び残るこ 
とびあります。この鶏像は一時的なわので、カメラを数日間使用しないでおくと 
自然に消えます。 


CF 力ードについて 

• CF カードは精密にでさています。落としたり振動を与えたりしないでください。 
CF カードに記録されている画像が壊れる原因となります。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたちのや、静電気の発生しやすい所 
で保管、使用しないで<ださい。 CF カードに記録されている画像データび消え 
ることびあります。 

♦ 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近<に放置しないでください。 CF カード 
が蜜形して使用でさな<なります。 

• CF カードに液体をこぼさないでください。 

• 大切な画像データを巧るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管してく 
ださい。 

♦ 曲げたり、強い力や衝撃を与えないでください。 

♦ 温度の高い所、ほこりや湿気の多い所に保管しないでください。 

レンズの接点について 

レンズを取り外したときは、接点やレンズ面を傷つけないよ 
うに、取り付け面を上にして置き、ダストキャップを取り付け 
て < ださい。 



長時間使用時のごミ主意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮穀を長時間巧ラと、カメラの温度 
び高<なることびあります。これは故障ではあ0ませんび、長時間巧虜が軸れたまま 
になっていると、低温やけどの原因となることがあ0ますので、ごミま意<ださい。 
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すぐ撮露するには 



電池（バッテリー）を入れる 

( P .24) 

電池の充電方法については22ページ 
を参照してください。 


1 



レンズを取り付ける （ P .28) 



EF-S レンズは白い指標、 EF-S レンズ 




政外は赤い指標に合わせて取り付けま 




ず。 





レンズの フォー カス モー ドスイツ 
チを < AF > にする ( P .28) 


4 




CF ス□ットカバ‘一を開け、 
CF カードを入れる ( P .26) 

CF カードの表を手前にして、ル 
さい巧び並んでいる方を奥にして 
差し込みます。 
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すぐ撮影するには 


6 



モードダイヤルを <□> (全自 
動）にする （ P .44) 

撮影に必要な設定びすべて自動設定さ 
れます。 




ピントを台わせる ( P .30) 
ファインダーをのぞさ、写したいもの 
を画面中央に配置します。 シゎッ ターボ 
タンを軽く押すと、ピントび合います。 




撮影する （ P .30) 

さ5にシャツターボタンを押して撮影 
します。 


〇 


陋顚細) 

撮影した画像を確認する ( P .123) 




撮影した画像び液晶モニターに約2砂 



壁 

間表示されます。 






♦ 今までに撮影した画像を確認したいとさは、『画像を再生する』 
( P .114) を参照してください。 

♦撮影した画像を消去したいときは、『画像を消去する』 （ P .122) を参 
照して < ださい。 
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(p.**) の**部は参照ぺージを示しています。 


〈回 ’ WB 〉 測光モード還択/ —I 
ホワイトバランス選択ボタン 
(P. 日0 /巨己） 

〈 AF • DRIVE 〉 A F モード還択/—| 
ドライブモード選択 
ボタン (P.74/7 日） 


I —〈み > 表示バネル照明ボタン (P. 日 4) 

I —表示バネル (P.16) 

I — EF レンズ取り付け指標 (P.28) 

I —内蔵スト□ボ/ AF 補助光投光部 
わ . 97/77) 


〈 I 扣•阻〉旧日感度設定 /—I 
ストロボ調光補正ボタン 
(P.57/99) 

く猫> メイン電モ 
ダイヤル (P.31) 

シヤツターボタン 
(P.30) 


EF - S レンス取り付け指標 (P.28) 

シンク□接点 

アクセサ U- シュ ー (P. 103) 


モードダイヤル 
(日.1扫） 



ホ目緩和/ 
セルフタイマー 
ランプ 

(P.9 呂 /80) 


グリップ 
(バッテ U _ 室) 


DC カプラーコードー I 
通し部 (P.1 日呂） 


ストラップ 
取り付け部 
(P.21) 


絞り込みボタン 
(P.87) 


ミラー (P. 日日、12白） 

接点 ( P . 11 ) — 


I —レンス□ックピン 
I —レンズマウント 



ビデオ出力端デ (P. 120)- 
シンクロ端モ (P. 104)- 


U モコン端モ(日.9已）- 
( N 3タイプ） 

デジタル端テ (P. 132、14日）- 


ボディキャップ (P.28) 


I ◎ 
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各部の名称 


〈み〉撮像面マーク ー I 
〈泉>マルチコント□—ラー化. 32) —I 
視度調整つまみ ( P .33) 

アイカップ (P. 日己） 

ファインダー接眼部 


〈な〜〉イー ジ. 
ダイレクトボタン 
( P .137、 14：7) 

〈 MENU 〉 メニユ 
ボタン ( P .34) 
液晶モニター ー 
( P .34、 1 23) 


〈 JUMP 〉 ジャンプ 
ボタン ( P .117) 

〈1> 消去ボタン 
Cp .122) 

〈因 > 再生ボタン’ 
( P .114) 


拡張システム端子 

く隱〇.〉インフォ/ 

トリ5ング枠縦横切り換えボタン 
( P .1 10、114、166/ 139) 

〈ぶこ5>>ピクチャースタイルー I 
選がボタン ( P . 己 9) 


電源/サプ電モダイヤルー I 
スイッチ(り.30) 


〈 AF - ON 〉 AF スタート 
ボタン ( p .30、74、 l ]2) 

因み〉 AE □ック/ 
FE □ックボタン/ 
インデックス/縮かボタン 
( P .93/100/ 

17/118、 139) 

I —く回/み> 

AF フレーム 選択/ 
拡大ボタン 
( P .7 已 / 118、 139) 


ストラップ 
巧 D 付け部 
( P .21) 



く©>設定ボタン ( P .34) 

CF 力ードス□ット ( P .2 日) 


CF 力ード取り出しボタン(日. 27) 
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各部の名称 


表示パネル 


シャツ ター速度- 

データ処理中 (buSY) - 

内蔵スト□ボ充電中 (buSY) - 


記録画質- 


LM 

ラージ/ファイン 

LM 

ラージ/ノーマル 

MM 

S ドル/ファイン 


ミドル/ノ ー7 ル 

SM 

スモール/ファイン 

SM 

スモール/ノーマル 

m 

□ゥ 


スモール□ウ 


I — AF フ レー ム選お ([-こミこ-]) 
-CF スレ警告 (Full CF) 

-CF エラー警告 (Err CF) 

— CF 未装填警告 (no CF) 

— エラーコード (Err) 

"撮儘素テの清掃中 (CL EAn) 

——絞 D 数値 

I—撮影可能枚数 



ホワイトバランス 
才ート 

采太陽光 
旅日陰 
A くもり 
米 白熱電球 
B 白色壁光灯 
4ストロボ 
fcSd マニュアル 
因色温度 

スト□ボ調光補正 

電池チェック 

- 亡み - -C-J- 


スト□ボ調光補正量 
CF 力ード書さ込み経過表示- 

ISO 表示" 

モノク□撮影- 

電モ音- 

表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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WB ブラケティング時の 
撮影可能枚数 
セルフタイマー作動表示 
バルブ露光時間 

ホワイトバランス補正/ 
巨ブラケティング 

-AF モード 

ONESH 饥 

ワンシヨッ ト AF 

AI FOCUS 

AI フォー カス AF 

AI SERVO 

AI サーボ AF 


ドライブモード 
口1枚撮影 
马 H 高速連続撮影 
Qy 低速連続撮影 
&セルフタイマー （10 砂） 
&2セルフタイマー (2 秒） 
AEB 撮影 

測光モード 
[留評価測光 
臣]部分測光 
[•] スポット測光 
[] 中央部重点平巧測光 
に0感度 
カスタム機能 


































各部の名称 


ファインダー 巧表示 


■ 


—スポット測光範囲 


フオーカシングスク U - ンー I 


-AF フレーム 
(スーパーインポーズ表示） 


* 巧阻がお 8.81 


〈*〉 AE □ック /- 
AEB 撮影中 


〈ち〉スト□ボ充電完了一 I 
FE □ック連動範囲が 
警告 


〈ち H 〉 八イスピ—ド • 


シンク CKFP 発光） 
〈ち*〉 FE □ック / FEB 撮影中 


〈阻〉スト□ボ調光補正- 


シャッター速度- 
FE □ック （ FEL ) 


データ処理中 (buSY) 

内蔵スト□ボ充電中け buSY) 


絞り数値- 




〈 ISO 〉 旧0表示 


い合焦 マーク 


-連続撮影可能枚数 


-ホワイトバランス補正 
WB プラケテイング 


- ISO 感度 


- <B/W> モノク□撮影 


-露出レベル表示 
露出補正量 
スト□ボ調光補正量 
AEB レべ J レ 
赤目緩和ランプ点打 


- CF フル警告 (Full CF) 
CF エラー 警告 (ErrCF) 
CF 未装填警告 (no CF) 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部のを称 


モー ドダイヤル 

モードダイヤルは、「かんたん撮影」と「応用撮影」の機能ゾーンに分け 
られています。 

カメラ ユーザー 設定 

I カメラに設定されているほ 
:とんどの内容を、 の、 困、困 応用撮影ゾーン 

■ に登録することびでさます。/思いどお0のさまざまな撮影び 
: ( P .163) /できます。 

P :プ□グラム AE ( P .82) 

Tv :シャツター優先 AE ( P .84) 
Av :絞り優先 AE (P.86) 

M :マニュアル露出 （P.88) 

A-DEP :自動深度優先 AE ( P .89) 


かんたん撮影ゾーン 

基本操作は シャッ ターボタンを巧 
すだけです。被写体に応じてカメラま 
かせの全自動撮影びでさます。 

□:全自動 （ P .44) 

イメージゾーン 

み：ポートレート （ P .47) 

U 風景 （13.48) 

A :ク□-ズアップ （ P .49) 

^ :スポーツ （ P . 己 0) 

因：夜景ポートレート ( P .51) 

回：スト□ボ発光禁止 ( P .52) 
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各部の名称 


EF-S1 8- 已已 mm F3.5-5.6 IS レンズ I 

フオー カス1」ング ( P .78、 10 8) — I I - フオー カスモードスイツチ ( P .28) 



EF-S17-8 已 mm F4-5.6 IS USM レンズ 


フォー カスモード ——I 
スイッチ （ P .28) 


つ一 KEW -73 B 
(別売)取り付け部 


0日 7 mm フイルタ’ 
巧 D 付けねじ部 
(レンズ前面） 


ズームリング 



ズーム指標 

フオー カスリング （ P .78、 10日） 
距離目盛 


手ブレ補正スイッチ （ P .29) 




接点 （ P . 11 ) 
レンス取り付け指標 （ P .28) 
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各部の名称 


バッテリーチャージャー CG - 已80 

バッテ U —パックの充電器でず。かぶ3) 



鑽 

Li-ion 


参この製品には、 U チウムイオン電池を使用しています。 

• この電池は1」サイクル巧能な貴重な資源です。 

この電池の回収、 U サイクルについては、下記のキヤノンホームペー 
ジ上で確認でさます。 

♦交換後不要になった電池は、ショートによる発煙、発火の恐れがありますので、 
端テを絶緑するためにテープを貼るか、個別にポ U 袋に入れて U サイクル協力店 
にある充電式電池回収 B 日 X に入れてくださし、。 

• リヴイクル協力店についてのお問い合わせは、政下へお願いします。 

-製品、1」チウムイオン電池をご購入いただいた販売店 
-有限責任中間法人 JBRC 

ホームぺージ； http :// www . jbrc . net / hp / contents / inclex.html 
- r キヤノン/キヤノンマーケティングジャパン」 

ホームぺーシ： http :// cweb . canon . jp / ecology / recycle 5 .htinl 
U サイクル時のごま意：電池を分解しないでください。 


巧害電放自を規制について 

この装置（カメラ）は、情報処理装置等電波障害自を規制協議尝 （ VCCI ) の基準 
に基づくクラス日情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置がラジオやテレビジョン受 j 言機に近接して使用されると、受 
信障害を引き起こすことがあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いを 
して < ださい。 
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使用前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあ6かじめ準備しておくことと、基 
本的な操作方法について説明します。 



ストラップ（吊りひも）の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り 
付け部の下から通し、さらにストラッ 
プに付いている止め具の内側を通しま 
す。止め具の部分のたるみを取0、引つ 
ぱつてち止め具の部分びゆるまないこ 
とを確認してください。 

♦ ストラップにはアイピースカバー 
び付いています。 （P.9 日） 



アイ ピースカバー 








電池を巧電する 



取り付け指標 


2 


保護カバーをがす 

♦ 電池を力^ラから取り出したとさは、 
ショート防止のため、必ずカバーを取り 
付けてください。 


電池を取り付ける 

♦ 充電器の線（取0付け指標）に電池の先 
端ををねせ、押し付けなび5、スライド 
させて取0付けます。 

♦ 取りがしは逆の手順で行いまず。 



電源プラグを起こす 

♦ 充電器のプラグを矢印の方向に起こし 
ふ0 



充電げ態 

充電ランプ 

0-50% 

1回/砂：点滅 

巳白〜^7已 D/o 

2回/秒：点滅 

7已〜90〇/〇 

3回/秒：点滅 

目〇〇/〇政上 

点灯 


充電する 

♦ プラグをコンセントに差し込みます。 
自動的に充電び始まり、ホい充電ランプ 
び点滅します。 

使い切った電池の巧電に要する時間は、 

次のとお D でず。 なお、充電時間は、周 
囲の温度や電池の残り容量によって異 
な0ます。 

BP-511A、BP-514: 約100分 
BP-51 1、 BP-512： 約白0分 

♦ 充電器に印刷されている数字とマーク 
は、左の表を図式化したちのです。 
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電池を充電する 


亦電池と巧電器の上手な使い方 

♦ 巧電は、使用する当曰か前日にする 

充電して保管していても、かしずつ電池の容量びかなくなっていさます。 

♦ 充電が終わった5、電池を取0がし、プラグをコンセントか5抜く 

♦ 保護カバーを取り付ける向きで、巧電済みか、使 
用済みかびねかるよラにずる 

充電済みの電池に保護 カバーを 取り付けるときは、電 
池の青い シールに 保畫 カバーの 窓 〈 D > が重なるよラ 
にします。使用済みの電池のときは、18日度回して取り 
付けます。 



♦ 電池はび C 〜 4crc の蘭固で使用ずる 

電油の性能を十分に発揮させるためには、10む〜3日での嚴囲で使用することを 
おすすめします。スキー場などの低温下では電池の性能び一時的に低下し、使用で 
さる時間び短<なることがあります。 

♦ カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしてお<と、微かの電流び流れて過放電にな 
り、電池寿命短縮の原因となります。電池をカメラから取り出し、保畫カバーを取 
り付けて保管してください。なお、フル充電して保管すると、性能低下の原因にな 
ることびあります。 

♦ 巧電器は海がでち使ラことびできる 

充電器は、家庭用電源の AC 1 日日〜 24 日 V 已0/ 日日 Hz に巧応 してし、 ます。お使い 
になる地域に対応した、市販の変換プラグアダプターをお買い 巧め ください。なお、 
充電器び故障するおそれびありますので、海外旅行用の電子変圧器などに接続しな 
いでください。 

♦ フル巧電したのにずぐ使えなくなるとさは、電池の寿命 

新しい電池をお買いホめください。 


か•バッテ U - バック己 P - 巳11 A 、 巨 P - 日14、日 P - 已11、巨 P - 已121；^外は充電し 
ないで < ださし、。 

♦バッテ U - パック己 P - 已11ん目 P - 己14、日 P - 日11、巳 P - 日12は、キヤノン 
製品専用です。指定がの充電器、および製品と組み合わせて使用した場合の 
故障、事故に関しては~切保証できません。 
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電池を入れる/取り出す-- 

入れ方 

充電したバッテ U- パック日 P- 已 1 1 A をカメラに入れます。 


1ふたを開ける 

♦ レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 


2電池を入れる 

♦ 電池の接点を下にして入れます。 

♦ □ック位置までしっかりと入れてくだ 
さい。 


3ふたを閉める 

♦ 「カチッ」と音びするまで、ふたを押し 
ます。 


賈!バッテ U - パック日 P - 已14、目 P - 巳1し日 P - 已1吕も使用できます。 



電池チェックについて 

電池の残量は、電源スイッチを 〈ON〉 またはく^>にしたとさに化.30)、 
4段階で表示されます。 



:電池の容量は十分です。 

C3 :残量び少なくなっています。 

:もうすぐ電池切れになります。 
-cp： :電池を充電してください。 
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電池を入れる/取り出す 


撮影可能が巧の目哀 齡枚 ] 


温度 

撮影条件 

スト n ボ撮影なし 

巳日％スト n ボ撮影 

苗温 （ + 23 で） 

1100 

800 

低温（〇む） 

950 

70己 



• 撮影可能枚数は、フル充電の BP - 已1 1 A 使用、ライブビュー撮影なし 、 CIPA (カメ 
ラ映像機器工業会）の試験基準によります。 


胃 ♦ 実際の撮穀条件との違いにより、撮穀可能枚数び表記数値よりわ少なくなる 
ことがあります。 

• 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影可能お数がかな<なります。 

♦ シャッターボタン半押し状態を長く続けたり 、 AF (オートフオーカス）のみ 
を行って撮影しない操作を頻繁に巧ラと、撮影可能枚数びかなくなります。 

• 巨 P - 巳 14 使用時の撮影可能お数は、表記枚数と同じになります。 

• 日 P - 已 1 し目 P - 巳12使巧時の撮露可能枚数は、南温で表記が数の約7巳％にな 
ります。括温では表記数値とほぼ同じになります。 

♦ レンズの動作には力;ラ本体の電源を使用します。使用するレンズの種類に 
よっては、撮影巧能枚数がかな<なります。 

• ライブビュー撮影時の撮霖可能枚数については、11日ページを参照してくだ 
さし、。 


巧〇出し方 



ふたを開ける 

♦ レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 



電池を取り出す 

♦ 電池□ックレバーを矢印方向に巧して 
□ックをがし、電池を取0出します。 

♦ ショート防止のため、おず電池に保護力 
バーを取り付けて<ださい。 


25 















CF 力ードを入れる/取り出す— 

撮影した画像は、 CF カード（別売）に記録されます。 

CF カードには、厚さの異なる2種類のタイプびありますび、このカメラ 
では、どちらのタイプち使巧でをます。また、八ードディスクタイプのちの 
や26目政上の大容量の CF カードち使用でをます。 


入れ方 



カバーを開ける 

♦ カバーを矢印の方向にスライドさせて 
から、 開をます。 



取り出しボタン 


CF 力ードを入れる 

• 図のように CF 力ードのおちてを手前に 
して、ルさい巧が並んでいる方を奥にし 
て差し込みます。 

CF カードを入れる向きを間違えると、力 
メラが壊れます。 

畴 CF カード取り出しボタンびせり出しま 
す。 



カバーを閉める 

♦ カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

-► 電源スイッチをく ON 〉 または〈一《〉に 
すると、表示パネルに撮影可能枚数び表 
おされます。 


B 1 撮穀可能枚数は、使用する CF カードの空さ容量や、記録画質、設定した IS 日感度 
などにより変わります。 
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CF カードを入れる/取り出す 


取0出し方 



2 


カバーを開ける 

♦ 電源スイッチを 〈OFF〉 にします。 

• アクセスランプが消えていることを確 
認して、カバーを開きます。 


CF カードを取り出す 

♦CF カード取り出しボタンを押し込みま 
す。 

今 CF カードび出てさます。 

♦ カバーを閉じます。 


W • アクセスランプが点!な/点減しているとをは、 CF カードへの記録/読み出し中 
や、消去中、データ転送中です。絶巧に次のことを巧わないでください。画像 
データが壊れます。また場合により、 CF 力ードが壊れたり、カメラ本体が損傷 
ずる原因となりまず。 

-カメラ本体に振動や衝撃をちえる 
- CF カードス□ットカ K 一を開ける 
•電池を取0出ず 

• 画像が記録されている CF カードを使用すると、画像ま号 日日日 1から撮影され 
ないことがあります。 （ P .70) 

• 表示パネルに [ErrCF (エラーシーエフ）」び表示されたときは、41ページ 
を参照してくださし、。 

♦ A —ドディスクタイプのカードを手で持つときは、必ずカードの側面を持つ 
てください。平面部分を持つとカードび壊れることびあります。 

♦ A — ドディスクタイプのカードは、 CF カードに比べると振動や衝撃に弱いた 
め、特に記録/再生中は、カメラに振動や衝撃を与えないよラ、十分にミ主意し 
てください。 


〇 メニュー [ a ’ 力ードなしレリーズ] を [しなし、] に設定すると、 CF 力ードを入れ忘 
れたまま撮穀することを防止でさます。 
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レンズを取り付ける/取りかす— 


1 キャップをがす 

♦ レンズのダストキヤップとボディ 
キャップを矢印の方向に回してがしま 
す。 


レンズを取り付ける 

♦ EF-S レンズとカメラの、白い EF-S レン 
ズ取り付け指標を合わせ、レンズを矢印 
の方向に「カチッ」と音びするまで回し 
ます。 

♦ EF-S レンズ政列を取り付けるときは、ホ 
し' lEF レンズ取り付け指標に合わせます。 

>レンズのフォーカスモードスイッチを 
<AF> にする 

♦ < MF > になっているとオートフォーカス 
でさません。 

4レンズキャップを外す 


レンズ□ック解除ボタンを巧しなが 
5、レンズを矢巧のち向に回す 

♦ 回転び止まるまで回してから、取りがし 
ふ 0 




EF - S レンズ取り付け指標 2 



巧0がけ方 




W レンスの取り付け/取り外しを行ラ際に、ゴミやホコ U びマウント部からカメラ 
巧部に乂5ないよラ、十分にミ主意して<ださい。 
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レンズを取り付ける/取りがす 


手ブレ補正機能について 

手ブレ補正機能付きのレンズでは、レンズの手ブレ補正スイッチをく ON〉 
にしてシャッターボタンを半巧しすると、手ブレ補正機能び働きます。ファ 
インダー像び安定してから撮影してください。 


W • バルブ（長時間露光）撮穀をするときは、手ブレ巧正スイッチを 〈 OFF 〉 に 
してください。 〈 ON 〉 にすると手ブレ補正機能が誤作動することびあります。 
♦ シャッターボタンから指を離してち、約2秒間は手ブレ補正機能が作動してい 
ますので、この間にレンズを外さないでください。故障の原因になります。 

参手プレ補正機能を使用すると、撮影可能枚数が少なくなります。 


無限遠の被写体に手動でピントを合わせるときは 

無限遠の被写体に对して手動ピントをわせを行ラとさは、ファインダーで 
ピントを確認してください。つ オー カス U ングを無限遠に突を当てた状態で 
撮影すると、ピントびをわないことびありまず。 


^レンズ単体を通して太隔光を直接のぞかないで<ださい。失明の原因となりま 
す。 


51撮影画角について 

撮影画面は、3已 mm 判力方ラの撮 
影画面よりかさいため、装着したレ 
ンズのち効撮影画角は、「表記焦点 
距離 X 約 1.6 倍」相当になります。 




J 巧が 幽面 

(2 吕.吕 XI 4.8 mm ) 

- 3巳 mm 判フイルム撮影 
画面 （3 目 X 24 mm ) 
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撮露の基本操作 … r " T 則-百 i Th i m i T i m i T i m i nn 、 T 「 iB- i i 

電源/サブ電子ダイヤルスイッチ 

<OFF>： 力;><ラは作動しません。使用しな 
いとさはこの位置にします。 

<0N> :カメラび作動します。 

い) :カメラと〈〇〉び作動します。 
(P.32) 



SI • 電源スイッチを < ON /<* J > にしたときと、 < OFF > にしたときに、撮像素モ 
の自動清掃が巧われます。清掃中は、液晶モニターにマークが表ちされます。 
♦ 電池の消耗を防ぐため、約1分間何ち操作しないと電源び自動的に切れます。 

シャッターボタンを巧すと再度電源び入ります。 

♦ 電源が切れるまでの時間を、メニュー [が才ート パワーオフ]で変更すること 
びでさます。 （ P .4 日） 

• CF 力ードへの画撒記録中に電源スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、[書き込み中…] 
び表示され、記録び終了してから電源び切れます。 


シャツターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で押すことを「半巧し」といいます。半押しからさ 5 に二段目まで巧すこと 
を「全押し」といいます。 



半巧し （を 4) 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシャツター速度と絞り数値の設定び行わ 
れます。 

露出値び、表示パネルとファインダー内 
に表示されます。 

応用撮影ゾーンでは、 〈AF-ON > ボタン 
を巧しても半押しと同じ操作になります。 
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撮影の基本操作 



SI • シャッターボタンを一気に全巧ししたり、半押し後すぐに全巧しずると、 一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

• メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でを、シャッターボタンを半 
押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 


<盤0 メイン電子ダイヤルによる機能の選がと設定 



( 1 ) 


ボタンを巧した後、 〈盤 0を回す 

ボタンを押すと、その機能選択が態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
〈巡^〉を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 


す。 


♦ 測光モード、 AF モード、 ISO 感度 、 AF 
フレームの選択に使用します。 



k 泣 ^のみを回す 

フアインダー内表示や表示/ f ネルを見な 
び5 く巡〉 を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値などの設定 
に使用します。 
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撮影の基本操作 


<〇>サブ電子ダイヤルによる機能の還巧と設定 

<〇> を操作するときは、電源スイッチを い') にしてください。 



ボタンを巧した後、〈〇> を回す 

ボタンを巧すと、その機能選択状態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
<〇> を回します。 

タイマーび終了するか、シゎッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 


す。 

♦ ホワイトバランス、ドライブモード、ス 


卜□ボ調 光 補正 、 AF フレームの 選択•設 
定に使用します。 



<〇>のみを回す 

つアインダー内表おや表示パネルを見な 
びら <〇> を回します。 

♦ 露出補正やマニュアル露出時の絞0数 
値の設定などに使用します。 


Bl(1) の操作は、電源スイッチび 〈ON〉 の位置でを行ラことびできます。 


<泉> マルチコント□—ラー操巧 



〈谋〉は8方向キーと中央押しボタンの 
構造になっています。 

♦ AF フレーム選択、ホワイトバランス捕 
正、ライブビュー撮影時におけるフォー 
カスフレームの移動、再生時における拡 
大表示位置の移動などに使用します。 
また、メニューの選択を行ラことびでさ 
ます。（[画像消ま]と KF 力ード初期化]を 
除 <) 
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撮影の基本操作 


ファインダーが鮮明に見えるよラに調碧する 

視度調整つまみを回す 

♦ ファインダー内の AF フレームびちっと 
ち 鮮明に見える よ ラに、つまみをちまた 
は左に回します。 


S 視度調整してもファインダーが鮮明に見えないちは、別売の視度補正レンズ E 
(10 種）の使用をおすすめします。 



カメラの構え方 

手ブレのない鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないよラにしっかり 
と構えて撮影します。 



①ち手でグリップを包むよラにしっかりと握ります。 

③左手でレンズを下から支えるよラに持ちます。 

感ち手人差し指の腹をシゎッターボタンに軽くのせます。 

感脇をしっか0締め、両ひじを軽く体の前につけます。 

⑤カメラを額につけるようにして、ファインダーをのぞきまず。 
愈片足を軽く踏み出して、体を安定させまず。 
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メニユー機能の操作と設定- 

この力;<ラでは、記録画質やピクチわースタイル、曰付/時刻、カスタム 
機能など、さまざまな設定をメニュー機能で行います。；><ニュー磯能の基本 
操作は、液晶モニターを見なびら、力^ラ背面のく MENU 〉 ボタン、 (巡') 
<〇> を使って行います。 




[が/が/冉/む]タブは、全自動モードなどのかんたん撮彰ゾーンでは表示されま 
せん。 


アイコン 

色 

系統 

説明 

江/が 

赤 

撮露系 

撮影に関する項目 

曰./曰= 

青 

再生系 

撮影した画像の再生操作に関ずる項目 

が/が/が 

黄 

機能設定系 

力;^ラの機能に関する項目 

冉 

檀 

力方ラのカスタマイズ機能 

む 

緑 

よく使ラメニュー機能やカスタム機能の登録 
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メニュー機能の昼本操作 


1メニューを表示ずる 

•〈 MENU 〉 ボタンを}甲すと表示されます。 


I 田； 

化 aM 

JL 1 

巧目巧的 HI 

切 

■子百 

A 

カードなしレリース 

する 

化函•の 

が 


■rssi 巧 ■■■■■ 

Eflfift 化 

巧目 S 抑切 
•巧 入 

カードなしレリースする 

函•の agrw . ■が_ I 



2タブを選ぶ 

♦ <^>を回してタブを選びます。 


3項目を選ぶ 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈@〉を巧 
します。 


A 巧容を選ぶ 

♦ <〇> を回して内容を選びます。 


5巧容を設定する 

♦ <@>を巧すと設定されます。 

ら 設定を終了する 

♦ く MENU > ボタンを巧すと表示び消え、 
撮影準備状態に戻0ます。 
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メニュー機能の操作と設定 


メニユー 機能一覽 

Cm 撮穀1馈） 参照頁 


記録画質 

SBH 53 

{3 M + (化/ JL /4 M / JM /4 S / JS ) 

S 剛 + C 4 L / JL / JM / JM / JS / JS ) 

己4 

赤目緩和機能 

切/入 

98 

電子音 

入/切 

- 

カードなしレリーズ 

する/しない 

27 

撮影画像の確認時間 

切/2秒/4砂/8秒/ホールド 

123 


が撮影2 (赤) 


AEB 設定 

1/3段ステップ、±2段 

92 

ホワイトバランス 

四田 D / 朱/ ttk / A / ミお/雜/ち / tAj 

6巳 

/因に己00〜1000 0) 

MWB 画像選お 

ホワイトパランスの手動設定 

已6 

WB 補正/ BKT 設定 

WB 捕正：ホワイトバランス補正 

68 

WB-BKT :ホワイトバランスブラケティング 

69 

色空間 

sRG 己/冉 dobe RGB 

72 


スタンダード/ポートレート/風景/ニュー 

59 

ピクチャースタイル 

トラル/お実設定/モノク □/ ユーザー設定 

1 


1〜3 

已4 

ダストデリートデータ 
取得 

消し処理するためのデータを取得 

127 


日’再生1(青) 


画像プ□テクト 

画像の保護 

121 

画像回転 

画像の縦横回転 

118 

画像消去 

画像の消去 

122 

印刷指定 

印刷する画像を指定 （ DP 0 F ) 

141 

送信指定 

パソコンに送信する画像を指定 

148 

が部メディアへの 
バックアップ 

WFT - E 3 (別売）経由、外部メディア使用時 
に表示 

- 
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メニュー機能の操作と設定 


曰：再生2 (青） 参照頁 


"イライト警告表示 

しない/する 

] 1已 

AF フレーム表示 

しない/する 

] 1已 

ヒストグラム 

輝度/ RGB 

116 

才ートプレイ 

撮影画像の自動再生 

119 


が機能設定1(黄) 


オートパワーオフ 

1 分/ 2 分/4分/ 8 分/1曰分/ 30 分/切 

40 

画像蚕号 

通し番号/オート U セット/強制リセット 

70 

縦位置画像回乾表示 

する〇国/する国/しない 

124 

INFO ボタン表示 

通常/カメラ設定/撮影機能 

166 

CF カード初期化 

記録内容を初期化して消ま 

40 

WFT の設定 

WFT - E 3 (別売）装着時に表示 

- 

記録機能とメディア選択 

WFT - E 3 (別売）経由、外部メディア使用時 
に表示 

- 


が機能設定2 (黄) 


液晶の明るさ 

7 段階明るさ調整 

123 

曰付/時刻 

日付件/月/日）/時刻脂/分/秒）の設定 

39 

言語 

]8 言語 

39 

ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

120 

センサーク U —ニング 

自動ク U —ニング/今すぐク U —ニング/手 
作業でクリーニング 

125 

ライプビユー機能設定 

[ライブビュー 撮影]しない/する 
[グリッド] 表示しない/表示する 
廟音撮影]モード1/モード 2/ しない 
[測光 タイマー] 4 耿/1目砂/ 30 お >/1 分/ 

10 分/ 30 分 

106 

110 

111 

107 

スト□ボ制御 

スト□ボの発光/巧蔵スト□ボ機能設定/外 
部スト□ボ機能設定/外部スト□ボカスタム 
機能設定/が部スト□ボカスタム機能一括解 
除 

101 
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メニュー機能の操作と設定 


が機能設定 3 (黄） 参照頁 


カメラ ユーザー 設定 

モードダイヤルのく田〉、〈困>、〈困〉に現 
在のカメラ設定を登録 

163 

カメラ設定初期化 

力方ラの設定を初期状態にする 

42 

ファームウエア 

ファームウェア変更時に選択 

- 


冉カスタム機能（積) 


C . Fn 1:露出 

力^ラの機能を細か < 設定する 

1 已 2 

C.Fn II :画像 

1 已 4 

C.Fn III : AF - ドライブ 

1 已已 

C.Fn IV :操作.その他 

1 已8 

カスタム機能 （ C . Fn ) 
一括解除 

カスタム機能をすべて解除 

150 


むマイメニ ュー（緑） 

をイメニューの設定 [^ょく使ラメ ニュー 機能やカスタム機能を登録 062] 


0 ♦[が] 撮穀2、 [が] 機能設定3、 [冉 .] カスタム機能、 [む] マイメニューの 
画面（タブ）は、かんたん撮轟ゾーンでは表示されません。 

♦ の項目は、かんたん撮語ゾーンでは表示されません。 

• かんたん撮穀ゾーンでは、記録画質 RAW、sRAW, RAW/sRAW+JPEG は 
表示されません。 

• (JUMP) ボタンを巧すとタブび切り換わります。このとき、タブの先頭項目が 
選ばれます。 

♦ 方ニュー画面を表示している状態でち、シャッターボタンを半巧しずると、す 
ぐに撮影準備状態に戻0ます。 

♦ これ料降のメニュー機能の説巧は、 〈MENU〉 ボタンを押して、メニュー画面 
が表示されていることを前提に説明します。 

♦ 頻繁に変更ずる;^ニュー項目を、マイ方ニュー [む] に登録することがでさ 
ます。 (p.162) 
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巧い始める前の準備 


llw が III 


表示言語を設定ずる 


n.KE 心 1-1 巧 I I i- i ’ 


English 

Suoai 

PyCCKMM 

Deutsch 

Italiano 

Pols わ 

Franca は 

Norsk 

が峽 

Nederlands 

かが ska 

snm 


信副を選ぶ 

♦ [が]タブの上から3番目の項目信語） 
を選び、〈@〉を押します。 

2言語を設定する 

♦ <〇> を回して言語を選び、〈@〉を巧 

[_/ cK 9 0 

今表示言語び切り換わります。 


晒の]曰付/時刻をお認ずる 

日付と時刻を確認し、あっていないとをは、次の手順で設定します。 



2 



旧付/時刻]を選ぶ 

♦ [が]タブの旧巧/時刻]を選び、〈@> 
を巧しまず。 


曰付/時刻/曰付表示順序を設定する 

♦ <〇> を回して頂目を選びます。 

♦ <@>を押して、たの状態にします。 

♦ <€»を回して內容を選び、〈@〉を巧 
します。（□の状態に戻ります） 

設定を終了する 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈奠)〉を 
巧します。 

曰付/時刻び設定され、六ニューに戻0 
ます。 


S 1 撮穀した画像には、曰付/時刻び一緒に記録されますので、正しく設定してくだ 
さい。 


39 

















使い始める前の準備 


mm 電源が切れる時間を設定ずる/才ートパワーオフ 

電源び自動的に切れるまでの時間を変更することびでさます。自動的に切 
れないよラにするとさは、 [切] に設定します。電源び切れたとさは、シャツ 
ターボタンなどを巧すと、電源び乂〇ます。 

1 けートパワーオフ]を選ぶ 

♦ [が] タブの はートパワーオフ] を選び、 
<@>を押します。 

2時間を設定する 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈@>を巧 
しよ9 〇 



[切]に設定しても、節電のため約30分で液晶モニターの表示び消えます（力六 
ラの電源は切れません)。 


mm CF 力ードを初期化ずる 

新しく買った CF カードや、ほかの力;><ラ、パソコンで初期化したカード 
は、この力ラで初期化（フオーマット）することをおすすめします。 

な CF 力ードを初期化ずると、力ードに記録されている内割よ、画像だけ 
でなくすベて消去されます。プ□テクトをかけた画像ち消去されまずの 
で、記録内容を十分に確認してか5初期化してください。必要な記録内 
容は、初期化ずる前に必ずパソコンなどに保巧してください。 

1 に F 力ード初期化]を選ぶ 

♦ [が] タブの阳=力ード初期化]を選び、 
<@>を巧します。 
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使い始める前の準備 



1 


[0 K ] を選ぶ 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈奠)〉を 
巧します。 

今 CF カードび初期化されます。 

今初期化び終了すると、ニューに戻りま 
す。 


W ♦ CF カード内のデータは、初期化や削除を巧ってを、ファイル管理情報が変更 
されるだけで、完全には消去されません。カードを譲渡•廃棄するときは、注 
意して < ださし、。 

• CF カードを廃棄するとさは、カードを破壊ずるなどして個人情報の流出を防 
いで < ださい。 

♦ 液晶モニターに CF カードのトラブルに関する六ッセージが表示されたとさ 
は、カードの抜き差しを行ってくださし、。 

それでち改善されないとさは、別のカードに交換して<ださい。また、パソ 
コンでカードの内容び読み取れるときは、カード内のデータをすべてパソコ 
ンになをしたあと、カードを初期化してください。正常な状態に戻ることが 
态〇ます。 

〇 CF カード初期化画面に表示される巳 F カードの総容量は、カー问こ表記されてし、 
る容量よりもかなくなることびあります。 
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MENU 


カメラの機能設定を初期が態に戻す^ 


力;><ラの撮影機能や、メニュー機能の設定を初期状態に房ずことびできま 
す。 


- 1， 

I bWi 巧沉印 :^^ 


力 X ラヒ 


力)(ラの!?をを巧历巧態にします 


キでンかレ [ 0 K ] 


12 


[カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦ 。お] タブの [カメラ設定な]期化] を選び、 
<@>を押します。 


[〇问を選ぶ 

♦ <〇> を回して [ OK ] を選び、く受)> を 
巧します。 

[カメラ設定初期化] を実行すると 、がラ 
の主な撮影機能は、次の表のようになり 
ます。 


撮影機能関係 画像関係 


AF モード 

ワンシヨット AF 

記録画質 

ML 

AF フレームの 選択 

自動選択 

旧 0 感度 

Auto 

測光モード 

怪](評価測光） 

色空間 

sRG 己 

ドライブモード 

□(1 枚撮語） 

ホワイトバランス 

田! 皿 （才ート WB ) 

露出補正 

0脚） 

WB 補正 

解除 

AEB 

解除 

WB ブラケティング 

解除 

スト□ボ調光補正 

0脚） 

ピクチヤースタイル 

スタンダード 


SI • [カスタム機能]と[カメラユーザー設定]の内容は初期化されません。 

♦ マニュアルホワイトバランスで取り込んだホワイトバランスデータ Cp .66) 
と、ダストデ U - トデータ （ P .127) は消去されます。 
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2 

かんたん撮影 


この章では、モードダイヤルのかんたん撮影ゾーンを使って上 
手に撮影する方法を説明しています。 

かんたん撮影ゾーンでは、シャッターボタンを押すだけで力;>< 
ラまかせの撮影びできるよラ、各種機能び自動設定されます。 
(13.170) また、誤操作による失敗を未然に防ぐため、撮影機能の 
設定変更はでさないよラになっていますので、安むして撮影して 
<ださい。 



全自動 


胃]かんたん撮穀ゾーンの自動画像補正について 

かんたん撮影ゾーンでは、撮影結果に応じて好ましい明るさに自動巧正 
する機能が働さます。 






□ を自動で撮る 


1 モードダイヤルを〈□>にずる 



AF フレーム 


y 被写体（写したいもの）に AF フレー 
ムを合わせる 

♦ すべての AF フレームで被写体をとら 
え、基本的に一番近くにあるちのにピン 
卜ををわせます。 

♦ 中央の AF フレームを 被写体に重ねを わ 
せるとピントび合いやすくなります。 



含焦マーク 


ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半巧しすると、レン 
ズび動いてピントを含わせまず。 

-► ピントび合ラと、ピントを合わせた AF 
フレームび 一瞬 ホく光ります。同時に 
「ピピッ」と電子音び鳴り、ファインダー 
内に台焦マークく ♦> び点灯します。 

-► 必要に応じて内蔵スト□ボび自動的に 
上びります。 



4撮影する 

#シャッターボタンを全押しすると撮影 
されます。 

吟液晶モニターに撮影した画像び約2秒間 
表示されます。 

♦ 内蔵スト□ボび上がっているときは、手 
で押し下げて収納します。 
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a 全自動で撮る 


S こんなとをは 

♦ 合焦マーク〈♦>び点滅してピントび合わない 

明暗差（コントラスト）のある部分に AF フレームを合わせてシャッターボタンを 
半巧ししてください。 （P.78) また、被写体に近づさすぎているときは、離れて撮 
影してください。 

♦ 複数の AF フレームが同時に光る 

ホく光ったすべての位置にピントび合っています。被写体に合わせた AF フレーム 
ち光っているときは、そのまま撮語してくださし、。 

♦ 電子音が小さく鳴り続ける（ち焦マーク〈•>ちつかない） 

動いている被写体に、力方ラびピントを合わせ続けている状態です（合焦マーク 
<•> は点好しません)。電子音び鳴っている状態でシャッターボタンを全押しする 
と、動いている被写体にピントの合った写真を撮ることびできます。 

♦ シャッターボタンを半巧ししてちピントをわせをしない 

レンズのフオーカスモードスイッチが <MF> (手動ピント合わせ）になっている 
と、ピント合わせを巧いません。 〈AF〉 （自動ピント合わせ）にしてください。 

♦ ピントを合わせたあとにズーム操作ずると、ピントのあまい写賣になる 

レンズのズーム操作は、ピント合わせの前に行ってください。ピントを合わせた 
あとにズーム操作をすると、ピントびズレることがあります。 

♦ 明るい日中なのにスト n ボ撮影になった 

逆光状態の撮穀では、被写体の語を和5げるためにスト□ボ撮該になることがあ 
ります。 

♦ 暗い場所で内蔵スト n ポが連続して光った 

AF でピントを合わせやすくするため、シャッターボタンを半巧しすると内蔵スト 
n ボが連続的に光ることびあります。 AF 補助光といわれる機能で、有効距離は約 
4m です。 

♦ スト n ボび発光したのに暗い写膏になった 

写したいちのから離れすざています。已 m 政巧を目安に撮露してください。 

♦ スト n ボ撮影した5、画面の下測が不自然に暗くなった 

写したいちのに近づきずぎて、レンズの影が写り込んでいます。 Im な上離れて 
撮影してください。また、レンズ先端に別売のフードび付いているときは、がして 
撮影してください。 
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□ を自動を巧いこなす 

構図を密えて撮誘ずる 



シーンによっては、被写体を左ちどちらかに配置して、背景ちバランスよ 
く入れたほうび、舆行きのある写真に仕上びります。 

く □> (全自動）では、止まっている被写体にピントを合わせると、シャッ 
ターボタンを半押ししている間、ピントび固定されます。そのまま構図を変 
え、シトッターボタンを全巧して撮影しまず。これをフォーカス□ック撮影 
といいます。かんたん撮影ゾーンのほかのモードでちフォーカス□ック撮影 
がでさます«^>を除<)。 

動いているをのを撮該ずる 



く □> (全自動）では、ピントを合わせるとき和、ピントををねせたあと 
に被写体が動く（距離び変わる）と、被写体に対して連続的にピントををわ 
せ続ける機能 （ AI ヴーボ AF ) び働さます。被写体び AF フレームからがれな 
いようにして、シャッターボタン半押しを続けるとピントを合わせ続けま 
す。シャッターチャンスびさたらシャッターボタンを全巧しします。 


46 



み人おを写す 一 

背景をぼかして人物を浮さ立たせた写真を撮りたいときは、くみ> (ポー 
トレート）を使用します。〈□> (全自動）よりも肌や髪の毛の感じび柔ら 
かな写真になります。 



部:撮該のポイント 

♦ 人物と背景ができるだけ離れている場所を選ぶ 

人物と背景び離れているほど、背景のボケ方び大さ<な0ます。また、 
背景びすつさりしていて暗いほど人物び浮さ立ちます。 

• 望遠レンズを使用ずる 

ズームレンズのときは、レンズを望違側にして、人物の上半身び画面 
し、つぱいに入るよう人物に近づさます。 


• 顔にピントを合わせる 

ピント含わせのとさに、顔の位置にある AF フレームび光ったことを確 


認して撮影します。 


H • シャッターボタンを巧し続けると、連続撮影して表情やポーズの変化を写し 
続けます （1 秒間に約3枚)。 

♦ 必要に応じて内蔵スト□ボび自動的に発光します。 
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公風景を写す 

広びりのある風景や夜景など、近くから遠くまでピントの合った写真を撮 
りたいときは、く:4>〔風景）を使用します。く□〉住自動）よりも空や緑 
び鮮やかで、とてちクッキ U した写真になります。 



拳撮誘のポイント 


• ズームレンズは広角側にする 

ズームレンズのときは、レンズを広角側にずると、望遠側で撮影する 
よりも近くか b 遠くまでピントの合った写真を撮ることびできます。ま 
た、風景の広びりち表現することびできます。 


• 夜景を撮影ずるとをは 

く：4> はスト□ボび発光しませんので、夜景 
を写すことちでさます。手持ち撮影では手ブレ 
しますので、カメラを兰脚に固定して撮影しま 
す。なお、人物と夜景の両方をされいに写した 
し、とさは、モードダイヤルを〈因〉に設定し、 
力;><ラを兰脚に固定して撮影します。 （ P . 已 1) 
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A 花やか物を大をく写す 

花や趣味のか物などの写真を大さく写したいとさは、く化〉（ク□ーズアッ 
プ）を使用します。別売のマク□レンズを使用すると、ルさなちのを驚くほ 
ど大きく写すことびできます。 



根撮該のポイント 


♦ ずつさりした背景を選ぶ 

背景びすつさりしているほど花やル物び浮き立ちます。 


♦ 写したいものに、できるだけ近づく 

最も近づくことびでさる距離（最短撮影距離）は、使用しているレン 
ズで確認してください。レンズによっては、く化 0.28 m /0.9 ft 〉 といラよ 
ラに書かれているちのちあります。なお、最短撮影距離は、カメラの左 
肩に刻印されているくみ> (撮像面マーク）から被写体までの距離です。 
近づをすざると合焦マークく♦〉び点滅します。 

暗い場所ではスト□ボび発光します。近づさすざて画面の下側び不自 
然に暗くなる場含は、少し離れて撮りなおしてください。 

♦ ズームレンズは望遠側にずる 

ズームレンズでは、望遠側にすると大きく写すことびでさます。 
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動をのあるらのを写す 

テどちの走っている姿から自動車レースまで、動いているちのにピントの 
台った写真を撮りたいときは、 ( X ) (スポーツ）を使用します。 



部:撮誘のポイント 

♦ 望違レンズを使用する 

遠くからでも撮影できるよう、できるだけ望遠レンズを使用します。 

♦ 中央の AF フレームでピントを合わせる 

フアインダー中央の AF フレームを写したいものに含ねせ、シゎッター 
ボタンを半巧しすると、ピント合わせを開始します。ピント合わせを行つ 
ている間、電子音びルさく鳴り続け、ピントびをわないと合焦マーク 
<•> び点滅します。 

シャッターチャンスびをた！5シャッターボタンを全巧しします。その 
ままシャッターボタンを押し続けると、ピントを合わせ続けなび5連続 
撮影 （1 秒間に最高約日.已枚）して動きの変化を写し続けまず。 


U 手ブレしやずい暗い場所では、ファインダー左下の数値（シャッター速度）が点 
減します。カメラび動かないようしっかり構えて撮影してください。 
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曰夜景と人物を明る < 写す 

人物と、その背景にある美しい夜の街並みや夜景を明るくきれいに写した 
いとをは、〈因> (夜景ポートレート）を使用します。 



部:撮該のポイント 


♦ 広角レンズと兰脚を使用ずる 

ズームレンズのときは、レンズを広角側にセットずると、広い範囲の 
夜景を写す ことび できます。また、手持ち撮影では手ブレしますので、 
カメラを=脚に固定して撮影します。 

♦ 人物との距離は 5 mm 内 

暗い場所ではスト□ボび自動発光して人物ををれいに写します。人物 
との距離を已 m じ(内にすると、スト□ボ光び届さます。 

♦ 〈□> (全自動）でも撮影しておく 

ブレた写真になりやずいので、〈□> (全自動）でも撮影しておくこ 
とをおすすめします。 


胃]セルフタイマー併用時は、撮霖終了時にセルフタイマーランプが…瞬光ります。 
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区)スト□ボが使えない場所で写す— 

美術館や水族館など、スト□ボ撮影び禁止されている場所では、く回> 
(スト□ボ発光禁止）を使用します。また、キャンドルライトなど、独特の 
明かりの雰囲気を効果的に写したいとさにち使用します。 



拳撮誘のポイント 

• ファインダー内の数値び点滅した5手ブレにミ主意ずる 

手ブレしやすい暗い場所では、ファインダー内の数値（シャッター速 
度）び点滅します。力;<ラび動かないよラしっかり構えるか、兰脚を使 
用してください。ズームレンズのとさは、レンズを広角側にセットする 
と、手持ち撮影でも手ブレしにくくなります。 

• 人物ち写真に入れるとさは 

暗い場巧では、撮影び終わるまで写される人び動かないよラにしま 
す。撮影中に動くと、人物び流れたよラな写真になります。 
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画像に関ずる設定 


この章では、記録画質、に0感度、ピクチャースタイル、ホワイ 
トバランス、色空間といった、撮影に関わるデジタルカメラ特有 
の機能設定について説明します。 

♦ かんたん撮影ゾーンでは、この章の中の、記録画質 （ RAW / 
sRAW 、 RAW / sRAW + JPEG を除く）の設定、画像番号の付 
けかたの設定のみび巧えます。 

♦ぺージタイトルちの画!]マークは、応用撮穀ゾーン （ P 、 Tv 、 
Av 、 M 、 A - DEP ) 限定の機能であることを示しています。 


S1 撮影華備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、画像に関連するカメラの設定 
内容を確認することがでさます。 （ P .166) 






MENU 


記録画質を設定する 


印刷する用紙のサイズや、画像の使用目的に応じて記録画質を設定しま 
す。なお、かんたん撮影ゾーンで選ぶことのでさる記録画質は、 ML . ML . 
MM . JM 、4 S 、 JS で、 JPEG タイプの画像として記録されます。 

旺5の、 S 应 S のは、 撮影後、付属のソフトウェアで現像処理を行います。 
(P.56) 



[記録画質]を選ぶ 

♦ [ゴ]タブの[記録画質]を選び、〈愛)〉 
を巧します。 

記録画質設定画面になります。 



1 


記録画質を設定する 

♦ <〇> を回して記録画質を選び、〈毎)〉 
を巧します。 

♦画面ち上の数字 **** x **** は記録画素 
数、ド**]は撮影可能枚数 （999 まで表 

7J\) を巧しています。 

♦ 記録画費は、かんたん撮影ゾーン、応用 
撮影ゾーンでそれぞれ設定して<ださ 


し、。 


記録画質を選ぶとまの目安 


1 記録画寶 1 

記録画素数 

印刷サイズ 

ML 

(ラージ/フアイン） 


約1010万 

A 3 政上 

ML 

(ラージ/ノーマル） 


MM 

(ミドル/フアイン） 

JPEG 

約已3日万 

A 4 〜 A 巳 

MM 

(ミドル/ノーマル） 

MS 

(スモール/フアイン） 


約2已日万 

A 己攻下 

MS 

(スモール/ノーマル） 


1; な'‘リ 

(:□ゥ） 


約1010万 

A 3 攻上 

\ S \ 3 M (スモール n ウ） 

約2已日万 

A 己攻下 


のの+ <1_、 S のの + 4 L などの RAW + JPEG 同時記録では、1回の撮影で、 RAW と 
JPEG の画像を同じフオルダに同じ画像ま号で保をします。 
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BID 記録画質を設定する 


記録画質に巧ずる1巧のサイズと撮該可能が数の目安 


記録画質 

1 枚のサイズ 
(約. MB) 

撮影可能枚数 
(約） 

連続撮影可能枚数（約） 

gijH 局速 

鸟 1 ほ連 

JL 

3.5 

274 

75 

20 已 

ML 

1.8 

已 23 

171 

已 23 

JM 

2.1 

4 已 4 

14 白 

4 已 4 

MM 

1.1 

S 已 4 

303 

8 已 4 

MS 

1.2 

77 白 

271 

779 

MS 

0.7 

1451 

色 2 已 

1451 


12.4 

76 

17 

20 

顶 wi+ … 

12.4+ 3 .巳 

59 

14 

16 


12.4+1.8 

66 

14 

16 

M 

12.4 + 2.1 

6 巳 

14 

16 

nCT?i+ JM 

12.4+1.1 

70 

14 

16 

M3+ JS 

12.4+1.2 

69 

14 

16 

(E53+ JS 

12.4 + 0.7 

72 

14 

16 

stasa 

7.1 

13 已 

20 

34 

S{3M^ML 

7.1 +3.5 

90 

17 

21 

5(^53+ JL 

7.1 + 1.8 

107 

17 

22 

S(S9+ JM 

7.1 +2.1 

103 

17 

22 

S(S9+dM 

7.1 + 1.1 

116 

17 

23 

S{3M^MS 

7.1 + 1.2 

1 1 已 

17 

24 

SM9+ JS 

7.1 +0.7 

124 

18 

25 


♦撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 1GB CF カード使用時の枚数で 
す。 

♦ 1枚のサイズ、撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 （IS 日100、ピ 
クチャースタイル：スタンダード設定時）によります。 

♦ 撮影可能枚数は、表示パネルでを確認することびできます。 

♦被写体や CF カードの銘柄、旧0感度、ピクチャースタイルなどの設定により、1枚 
のサイズ、 撮穀 可能枚数、 連続撮穀 可能枚数が変動します。 

参モノク□撮影時は、1枚のサイズびルさくなり、撮影可能枚数びをくなります。 





BD 記録画質を設定する 


RAW にごいて 

CF カードに記録される RAW 画像は、撮像素テか5出力されたデータをデ 
ジタル変換してそのまま記録した「生データ」です。 RAW 画像をパソコン 
に取り込み、付属のソフトウェアで、使用目的に応じたさまざまな画像調整 
を行ラことびでをまず。また、ソフトウェアの現像処理機能により、調馨結 
果を反映した、使用目的に最適な JPEG 画像、 TIFF 画像などを生成ずること 
びでさます。 


sRAW にごいて 

記録画素数び約1/4 (約2日0万画素）の RAW 画像です。 RAW 画像と同 
じよラに、付属のソフトウェアで画像調整、現像処理を行うことびでさま 
す。通常の RAW 画像ほどの高画素を必要としない撮影に向いています。 


連続撮該可能枚数{パースト巧数）について 

前ページの「連続撮影可能枚数」は、初期化された 1 G 目の CF カードを使 
用したときに、連続して何枚撮影でさるかを示しています。この数値は、記 
録画質とドライブモードだけでなく、被写体や CF カードの銘柄などによっ 
てち変ね0ますので、目まとしてとらえてください。 



ファインダー内ち下の数字で、連続撮影 
でさる枚数の目安 （99 枚政上のときは目 9) 
び確認でさます。 


W ♦ 連続撮露可能枚数は、 CF カードが入っていないとさにも表示されますので、 
カードが入っていることを確認してから撮語してください。 

♦連続撮穀可能枚数は、ドライブモードの設定に関係なく、 〈 OlH 〉 の枚数が表 
示されます。 

SI 連続撮影可能枚数び、ファインダー内で 「99」 と表示されているときは、9目枚 
上の連続撮露ができます。 9 S 枚切下になると、表示されている数値び減って 
いきます。撮該を中断すると、数値び増えていきます。撮憲した画像がずベて CF 
カードに書き込まれると、前ページの表におした枚数の連続撮轟びできるよラに 
なります。 
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ISO : 旧 o 感度を設定する丽> 

IS 日感度〔撮像素テの感度）は、撮影する場所の明るさに応じて設定しま 
す。例えば、暗い場所で侶0感度を上げる（数値を大きくする）と、手ブレ 
しにくいシャッター速度で撮影することびでさます。また、スト□ボ撮影の 
距離を伸ばすことびでさます。 


かんたん撮影ゾーンでの旧〇感度 

撮影状況に応じて、侶日]日日〜 80 日の間で、 ISO 感度び自動設定されま 
す。 

応用撮緊ゾーンでの ISO 感度 

IS 日感度を]日日〜 1 巨 0 日まで、 1/3 段ステップで設定することびでさま 
す。また、明るさに応じて IS 日感度を自動的に変える fAutoJ も選ぶことび 
でさます。 




〈 ISO •阻 > ボタンを巧す （を 6) 

♦ 表示パネルに現在設定されている感度 
び表示されます。 

♦ かんたん撮影ゾーンのとさは、表示パネ 
ルに fAutoJ と表示されます。 


旧0感度を設定する 

♦ 表示パネルまたはファインダー内を見 
なびら<^>を回します。 

♦「Auto」 を選ぶと侶日感度び自動設定さ 
れます。 


W • に日感度を高くしたり、高温下で撮影すると、画像のヴラツキ感びやや高くな 
ることがあ0ます。 

• 高温-高旧日感度•長時間露光の条件で撮轟を行ラと、画像に色ムラび発生す 
ることびあ0ます。 


園[ 冉 .C.Fn I]の3 [ 旧 0 感度拡張 ]を [1 :ずる]に設定すると （ P .1 已2) 、 「 H 」 り S 日 32 日日 
相当）を選択でさるよラにな0ます。 
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ISO : 旧 0 感度を設定する® 


旧〇感度の自動設定 FAutoJ について 

ISO 感度の設定び 「Auto」 のとさにシャッターボタンを半押しすると、実 
際に設定される IS 日感度の数値び表示されます。侶日感度は、撮影モードに 
応じて下記のよラに自動設定されます。 


撮影モード 

旧0感度設定 

□、： 4、 

A、 因、回 

明るさに応じて ISO 100 〜 8 日 0 の範囲で IS 日感度び自動設 
定されます。 

なお、自動設定される IS 日感度は、撮影モードによって異 
なることびありますび、撮影は標準露出で行われます。 


明るさに応じて IS 日 4 日日〜 8 日日の範囲で IS 日感度び自動設 
定されます。 

巧 

に 01 日日固定です。 

P 

Av 

A-DEP 

明るさに応じて手ブレしにくいシャッター速度になるよラ、 
に 04 日日〜 800 の範囲で IS 曰感度が自動設定されます。 

なお、 IS 日 400 で露出才ーパ’一になる場をは、 ISO 感度を 
低くして、最低 IS 日 100 の感度び設定されます。 

Tv 

通常は IS 曰 400 に設定されます。被写体び明るすざたり、 
暗すざたりして露出オーバー、またはアンダーになる場を 
は、標準露出になるよう IS 日 10 日〜 800 の範囲で IS 日感度 
び自動設定されます。 

M 

に 0400 固定です。 

スト□ボ 
撮影時 

くみ> を含むすべての撮影モードで IS 日 4 日日に設定されま 
す。 

なお、明るい日中の屋外で露出オーバーになる場をは、 

に 0 感度を低くして、最低 ISO 1 日日の感度び設定されます。 
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ピクチャースタイルを選択する ■ 

ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性び得られる機能です。 

かんたん撮影ゾーンでは、ピクチャースタイルび自動設定されますので、 
このページから64ページまでの操作はでをません。 




観 


lW ◎日〇パ〇■。卿-- 

m 

■ 


ボタンを巧す 

♦ 撮影準備状態で 〈ぶこ；〉 ボタンを巧しま 
ず。 

今ピクチわースタイル画面び表示されま 
す。 


y スタイルを選ぶ 

♦ <〇> を回してスタイルを選び、〈@> 
を巧します。 

今スタイルび設定され、撮影準備状態に戻 
ります。 

Bl メニュー [がピクチャースタイル] から設定することもできます。 



るピクチヤースタイルの画像特性について 

♦ スタンダード 

鮮やかで、くっきりした画像になります。 

参ポートレート 

肌びされいで、ややくっさりした画像になります。 

♦ 風景 

青空や緑の色び鮮やかで、とてち<っさりした画像にな0ます。 

♦ ニュートラル 

自然な色あいで、メリノい」の少ない控えめな画像になります。パソコ 
ンでの画像処理を前提とした撮影に適しています。 
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さこ；ピクチャースタイルを選択する® 


• 忠実設定 

メ 1」八リの少ない控えめな画像になります。日20日 K (色温度）程度 
の環境光下で撮影した画像び、測色的に被写体の色とほぼ同じになるよ 
ラに色調整されます。パソコンでの画像処理を前提とした撮影に適して 
います。 

• モノク n 

白黒画像にな0ます。 


W • 自然な感じの白黒画像にするためには、適切なホワイトバランスで撮影し 
てください。 

• S 证 sa な外の記録画質で撮影した画樣は、カラー画傲に戻すこと 

はでさません。カラー画像のつちりで撮穀しないよラにを意して<ださ 
し、。なお、 [モノク〇] 設定時は、ファインダー内と表示パネルに 〈 B / W > 
び表示されます。 


• ユーザー設定1〜3 

目3ページの『ピクチャースタイルを登録する』を参照してください。 


記号について 

スタイル選択画面のち上にある記号は、 [シャープネス][コントラスト] など 
を表しています。数値は、各スタイルに設定されている [シャープネス]にン 
トラスト] などの設定値を示しています。 



記号の意味 


の 

シャープ ネス 

C 

コントラスト 

& 

色の濃さ 

信 

色あい 

% 

フイルター効果（モノクロ） 

0 

調色（モノクロ） 
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設定巧客とその効果 


© シャープネス 

脚 

:輪郭強調-控えめ 

[+7] :輪郭強調-強め 

〇コントラスト 

百 

:明暗差•弱 

[+4] :明暗差•強 

&色の濃さ 

百 

:薄い 

[+4] :濃い 

〇色あい 

百 

:肌色び赤め 

[+4] :肌色び黄色め 













さ二；ピクチャースタイルを調整する® 


モノク□の調碧 

[シヤープネス] と ロントラスト] のほかに、 [フイルター効果][調を] を設定 
することびでさます。 


【フイ ルター 巧ま] 


1 musz 隅モノクロ 1 


麻なし 

♦フイルタ-巧巧， 

化!！ i 

Or: オレンジ， 
R: 巧 1 


G：0 

_ 


フイルター効果を使ラと、同じモノク〇 
画像でも、白い雲や木々の緑を強調した画 
像にすることびでをます。 


フイルター 

効果例 

N 

なし 

フィルター効果なしの通常の白黒画像になります。 

Ye 

黄 

青空びより自然に再現され、白い雲びはっきりと浮かび上がります。 

Or 

オレンジ 

青空びかしおくなります。夕日の輝きびいっそラ増します。 

R 

ホ 

青空びかなり暗<なります。紅葉の葉びはっさりと巧るくなります。 

G :緑 

人物の抓色や屋び落ち着いた感じになります。木々の緑の葉がはっき 
0と巧る < なります。 


31[コントラスト] をプラス側に設定して撮影ずると、フィルター効果がより強調され 
ます。 


聞を] 


調色を設定して撮影すると、色のついた 
モノク□画像にずることびでさます。より 
印象的な画像を撮影したいとさに有効で 
す。 

[N: なし] に： セピア] 旧： 青] [?:紫]に: 
緑]か5選ぶことびでさます。 


SI • 手順3で [巧巧設定] を選ぶと、鲁スタイルごとに、設定した内容を初期状態 
に戻すことびできます。 

♦ 調整したスタイルで撮影するときは、前ページの手順吕で、調整したスタイル 
を選択してから撮影します。 
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ピクチャースタイルを登録する ■ 

柿ートレート]や[風鼠などの基本スタイルを選択し、好みにをわせて調 
整して、 [ユー ザー設定 1 ] から [ユー ザー設定 3] に登録することびできます。 
シャープネスやコントラストなどの設定び異なる、複数のスタイルを用意し 
ておきたいときに使用します。また、付属のソフトウエアから設定したスタ 
イルを選ぶとをにち使用します。 


1 ボタンを巧す 


1ビクチV—スタイル 1 

^9ニコ-トラル 

0. 0. 0. 0 

防研 SIQKE 

0. 0. 0. 0 

蜘モノク〇 

3. 0. N. N 

Pgjp - け-騰1 

スタ.ンタこど 

励:!ーザ-なむ 

スタンダード ■ 

呼ュ-ザゴ产3 

スタン ター ド 


2 


圏ご-ヴ-斷 
ビクチスタイルスタンタニ!' 

〇シ でーフネ ス 0 . . T . . .g 
<|コントラスト H * ■ ■&» ■ >0 

よをの酒ご B * * »&« » «0 


國: 1- ザ-お】 
ピクチスタイル^_: 


國ご-け-做 
ピクチでースタイル里發 
〇シでーフネス D . . .B 

<1コントラスト Ht ■ >5» ■ »0 

二をの,ご 0••• る … C 


5 


[ユーザー設定]を選ぶ 

♦ 〈憩〉を回して [ユー ザー設定*]を選び、 
く INF0.> ボタンを巧します。 


〈贷)> を巧す 

• [ピクチャースタイル]び選ばれた1犬 i 写で 
<@>を押します。 


基本にするスタイルを選ぶ 

♦ <〇>を回して基本にするスタイルを選 
び、〈贷)> を巧します。 

♦ 付属のソフトウエアか5設定されたス 
タイルびあるとさは、この操作で選択し 
ふ 0 


項目を選ぶ 

♦ 〈慰〉を回して頂目を選び、〈@〉を押 
します。 
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さこ；ピクチャースタイルを登録する® 



巧容を設定する 

♦ <〇> を回して効果の度をいを設定し、 
<@>を押します。 


♦ <MENU> ボタンを押すと内容び登録さ 
れ、スタイル選択画面に戻0ます。 

-► [ユーザー設定*]のちに、基本にしたスタ 
イルび表示されます。 

-► [ユーザー設定*]に登録したスタイルの設 
定内容び、初期設定から変更されている 
とさは、スタイル名び青色で表示されま 


す。 


W [ユーザー 設定*]にスタイルびすでに登録されているとさは、手順4で基本にする 
スタイルを変更すると、登録されているスタイルの設定内容が無効になります。 

胃]登録したスタイルで撮憲するときは、前ページの手順2で、 [ユーザー 設定 キ] を選 
おしてから撮影します。 


64 








WB : ホワイトパランスの設定— 

ホワイトバランス 〔WB) は白いものを白く写すための磯能です。通常は 
〈囚!亚)> (オート）で適切なホワイトバランスび得られます。く因田回> で自 
然な色あいにならないとさは、光源別にホワイトバランスを選択したり、手 
動設定で調整します。かんたん撮影ゾーンではく四亚) M こ自動設定されます。 



〈國 ‘WB〉 ボタンを巧す （を 6) 

ホワイトバランスを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈慰〉を回しま 
す。 


表示 

モード 

色温度（約 • K : ケルビン） 


才ート 

3000〜7己0己 

朱 

太陽光 

5200 


曰陰 

70己0 

A 

くもり、薄暮、夕やけ空 

60己0 

ホ 

白熱電球 

32己0 

B 

白色壁光灯 

40己0 

ち 

スト□ボ使用 

60己0 


マニュアル （ P .6 目） 

2000〜10000 

巧 

色温度 （ P .67) 

2已己〇〜10000 



ホワイトバランスにごいて 

人間の目には、照明する光び変化してち、白い被写体は白に見えるといラ 
順応性びあります。デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調 
整して、色の基準となる白を決め、白を基準に色の補正び行われます。これ 
により、自然な色あいで撮影でをます。 


胃] メニュー [ Q = ホワイトバランス] から設定することもできます。 
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WB : ホワイトバランスの設定®^ 


b 己7ニユアルホワイトバランス 

マニュアルホワイトバランス （ MWB ) は、撮影場所の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定するとさに使用します。 



白い被写体を撮影する 

♦ スポット測光範囲の領域全体に、白い無 
地の被写体びくるよラにしまず。 

♦ 手動でピントををわせ、白い被写体び標 
準露出になるよラに撮影します。 

♦ホワイトバランスの設定は、どれでち構 
いません。 

[ MWB 画像 ii 択]を選ぶ 

♦ [が]タブの [ MW 晒像選巧]を選び、く受)〉 
を押します。 

-► 設定画面になります。 


ホワイトバランスデータを取り込む 

♦ く逛〇または〈慰> を回して手順1で 
撮影した画像を選び、〈奠)〉对甲します。 
-► 表示されるメッセージ画面で [0 K ] を選 
ぶとデータび取り込まれます。 


〈圆 ’ WB 〉 ボタンを巧す （を 6) 

♦ ；><ニューを終了してから、く圆 ‘ WB 〉 ボ 
タンを押します。 


マニュアル WB を選ぶ 

♦ 表示パネルを見なび5 <〇> を回して、 
< iAi > を選びます。 
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WB : ホワイトバランスの設定 


W ♦ 手順1で撮影した画像の露出が、標華麗出から大きく外れていると、正確なホ 
ワイトバランスが設定されないことびあります。 

• ピクチャースタイルを[モノク〇]に設定して撮穀した画像 （ P . 邑 0) は、手順 
3で選択でさません。 

SI • 白い被写体の代わりに18%標華反射板（市販品）を撮穀すると、より正確な 
ホワイトバランスにすることがでさます。 

• 付属のソフトウェアから登録するカスタムホワイトバランスは、 〈 bSd 〉 に登 

録されます。なお、手順3の操作を巧うと、登録したカスタムホワイトバラン ■ 

スのデータは消去されます。 


ra ち通度を直接設定ずる 

ホワイトバランスの色温度を数値で設定することびできます。 


1[ホワイトバランス]を選ぶ 

♦ [が] タブの柿 ワイトバランス] を選び、 
〈霞)〉を押します。 



色温度を設定する 

♦ 〈憩〉を回して[因]を選びます。 

♦ <^>を回して色温度を設定し、〈霞)> 
を巧します。 

♦ 設定でさる色温度範囲は、2已〇日〜 
10000K り00 K ステップ）です。 


W ♦ 人工光源の色温度を設定するときは、必要に応じてホワイトバランス補正（マ 
ゼンタ、またはグリーン寄り）を巧ってください。 

• 市販のカラー方ーターで測定した色温度数値を〈13> に設定する場合は、事 
前にテスト撮穀を巧い、力;<ラとカラーメーター間の誤差を捕正した数値を 
設定して < ださい。 
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MENU 


ホワイトバランスを捕正する ■ 


設定しているホワイトバランスを補正することびでさます。この臟能を使 
ラと、市販品の色温度変換フィルターや、色補正用フィルターと同じよラな 
効果を得ることびでさます。桶正幅は各色9段です。 

特に色温度変換フィルターや、色浦正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れている方におすすめします。 


ホワイトパランス補正 


巧巧麵 

1-1 L 1-1 

巧がま 

で••し•し巧 

ホワイトバランス 

嘘 

巧 

}巧<正 y 了投を 

0 •むか 1 

铅 IH 

sflGB 

ピクチ f ースタイル 

スタンタード 

1タストデリートデータ巧得 1 



設定例: A 2. G 1 



設定例: A 2. G 1 


[邮 B 補正/ BKT 設定]を選ぶ 
♦ [が] タブの [WB 補正/ BKT 設赶 を選び、 
<@>を押します。 


ホワイ ト バランスを補正する 

♦ 〈笨〉を操作して、画面上の「■」を希望 
する位置に移動しまず。 

♦ 己はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ1」ーンの意味でず。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

♦ 画面ちの 「 SHIFT 」 に浦正方向と、補正 
量び表示されます。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設 
定] の設定び一括解除されます。 

♦ く®〉を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 


S1 ♦ W 己補正中は、ファインダー内と表示パネルに〈规〉び表示されます。 

♦ ブルー/アンバーち向の1段は、色温度変換フィルターの約已 S レッドにネ目当 
します。（ミレッド：色温度変換フィルターの濃度を表わすときなどに使用さ 
れる色温度の単位） 
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mm ホワイトバランスを铺正する皿 


ホワイトバランスを自動的に愛えて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびでさます。設定 
されているホワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー寄りの色 
あい、またはマゼンタとグ U —ン畜りの色あいに補正した画像び記録されま 
す。これをホワイトバランスブラケティング ( WB - BKT ) 撮影といいます。 
設定でさる補正幅は、 1 段ステップ、±3段です。 


目 / A 方向±3段のとき 


補正幅を設定する 

♦ 柿ワイトバランス捕正』の手順2で〈獄> 
を回すと、画面上の「■」び r ■■叫 （3 
点）に変わります。ちに回すと、巨/八方 
向、左に回すと M / G 方向のブラケティン 
グにな0ます。 

今画面ちの 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、捕正幅び表示されます。 

♦ く INFO .〉 ボタンを巧すと [WB 補正/ BKT 設 
定] の設定び一括解除されます。 

♦ 〈毎)〉を巧すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 




記録される順番について 

① 基準ホワイトバランス 感 ブルー（巳）寄り ③ アンバー （ A ) 畜り、ま 
たは ① 基準ホワイトバランス③マゼンタ 〔 M ) 畜り③グ U —ン 〔 G ) 害り 
の順に画像び記録されます。 


H • WB ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数がかなくなり、撮影可能枚数 
を約 1/3 になります。また、表をパネルのホワイトバランスマークび点滅し 
ます。 

♦ ホワイトバランス補正や冉 EB 撮影と組み合わせることびできます。 AE 己撮穀 
との組み合わせでは、合計日枚の画像び記録されます。 

• 1 回の撮影で 3 枚の画像を記録するため、通常の撮影よりち CF カードへの画像 
記録時間び長くなります。 

•「 BKT 」 は、巨 racketin 呂：ブラケテイングの暗です。 
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MENU 


画像番号の付けかたを設定する 


画像番号は、フイルムのコマ番号に相当するちので、撮影した順に00日] 
〜9999の画像番号び付いて、1つのフォルダに保存されます。画像ま号は、 
用途に応じて番号の付けかたを変えることびでさます。 

画像番号は、パソコンでは IMG _0 日 01. JPG といラよラな形で表示され 
ます。 



[画像番号]を選ぶ 

♦ [が]タブの晒像番号]を選び、〈@> 
を押します。 

番号の設定ち式を選ぶ 

♦ <〇> を回して内容を選び、〈@>を押 


します。 


通し香号 

CF 力ードを交換してち連番でお存したいとき 

CF カードを交換して撮影してち、画像番号999目の画像びでさるまで、 
連続した番号を付けて保存します。檀数の CF カードにまたびった0001〜 
目日9目までの画像を、パソコンで1つのフオルダにまとめて保存したいとさ 
などに有効です。 

ただし、交換する CF カードにずでに画像び入っているとさは、その画像 
に付けられた番号の続さ番号になることびあ0ます。画像を通し番号で保存 
したいとさは、初期化された CF カードをお使いください。 

CF カードを交換した 場合 


CF 力ード-0 ( CF 力ード-2^1 



続さの画像番号 
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BD 画像番号の付けかたを設定する 


才ートリセット 

CF 力ードの交換で、画像番号を0001にしたいとき 

CF カードを交換して撮影ずると、画像番号0001から順に番号を付けて 
保存しまず。 CF カード単位で画像を分類したいときなどに有効でず。 

ただし、交換する CF カードにすでに画像び入っているときは、その画像 
に付けられた番号の続をま号になることびあります。画像番号0001の画像 
か b 順に保存したいときは、初期化された CF カードをお使いください。 

CF 力ードを交換した場合 


CF 力ード’ -1) [ CF 力ード-2 



画像番号リセット 



強制リセット 

新しいフォルダで画像番号0日01か5撮影したいとを 

この操作を行ラと、自動的に新しいフォルダび作5 れ、 そのフォルダに画 
像番号00 0] の画像から順に保存していさます。前の曰に撮影した画像と、 
今日撮影する画像を別々のフォルダに保存したいとさなどに有効です。操作 
を行ったあとは、通し番号、またはオート U セットの設定に戻ります。 


^フォルダま号目目9のフォルダが作成されると、液晶モニターに[フォルダ番号が いコ 
ぱいで ず] と表示されます。そのフォルダに画像番号9白9目の画像が保をされる 
と、巳 F カードに空き容量があってを撮影できなくなります。液晶モニターに CF 
カードの交換を促す方ッセージが表示されますので、新しい CF カードに交換して 
<ださい。 

0画像名は、 JPEG 画像、 RAW / sRAW 画像ともに 「 IMG 」 になります。拡張子 
は、 JPEG 画像び「 JPG 」、 RAW / sRAW 画像び「 . CR 2」 になります。 


71 
















MENU 


を空間を設定する丽 

色空間とは、再現でをる色の範囲（色域特性）のことです。このカメラで 
は、撮影する画像の色空間を sRG 巨〔エスアールジービー ）、 Adobe RGB 
(アドビアールジービー）から選ぶことびでさます。なお、一般的な撮影に 
は、 sRG 目をおすすめします。 

1[色空間]を選ぶ 

♦ [が]タブの [色空間] を選び、〈@〉を 
巧します。 


2色空間を設定する 

♦ [ sRGB ] または [Adobe RGB ] を選び、 
<@>を巧します。 


Adobe RGB にごいて 

主に商用印刷などの業務巧途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 に xif 2.2 l ) についての知識びない方にはおすすめでさません。 
sRG 目のパソコン環境や 、 DCF 2.0 (Exit 2.21)に対応していないプリン 
ターでは、とても控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコンのソフト 
ウェアなどで画像処理を巧ラ必要びあります。 



S1 ♦ 色空間を Adobe R 白巨に設定して撮影した画像は、ファイル名の先頭文字がア 
ン ダーバー 「_」になります。 

♦ に C プロファイルは付加されません。に C プ□ファイルについては、ソフトウェ 
ア使巧説明書 （ CD - ROM ) を参照してください。 
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AF / ドライブの設定 



ファインダー内には、9つの AF フレーム 
が配置されています。適切な AF フレーム 
を任意に選択ずることにより、構図優先の 
AF 撮影を行ラことがでをます。 


また、撮影状況や被写体にあわせて、オートフオーカスの作動 
特性を選択したり、最適なドライブモードを選択することができ 
ます。 


♦ぺージタイトルもの画!]マークは、応用撮影ゾーン （ P 、 Tv 、 
Av 、 M 、 A - DEP ) 限定の機能であることを示しています。 

♦ かんたん撮影ゾーンでは、 AF モード、 AF フレーム、ドライブ 
モードび自動設定されます。 


S1 < AF > は Auto Focus (才ートフォーカス）の略で自動ピント合わせの 
ことです。 〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略で手 
動ピント合わせのことです。 








AF : AF モードの選択丽 

撮影状況や被写体にあわせて、 AF の作動特性を選ぶことびできます。な 
お、かんたん撮影ゾーンでは、撮影モードごとに最適な AF モードび自動設 
定されます。 



レンズのフ オーカスモー ドスイッチを 
< AF > にする 

モードダイヤルを応用撮影ゾーンにす 
る 



< AF - DRIVE ) ボタンを押す （を 6) 


AF モードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈巡〉を回しま 
す。 

ONE SHOT :ワンシヨット AF 
AI FOCUS : A 口才ーカス AF 
AI SERVO : AI ヴーボ AF 


止まっている被写はを撮る：ワンシヨット AF 

止まっている被写体の撮影に適していまず。シャッターボタンを半巧しず 
ると1回だけピント合わせを行いまず。 

♦ 被写体にピントび合ラと、ピント合わせを行った AF フレームび赤く光 
り、ファインダー内に合焦マーク〈♦>び表示されます。 

♦ 評価測光のときは、ピントび合ラと同時に露出値び決まります。 

♦ シャッターボタンを半押ししている間、ピントび固定され、構図を変え 
て撮影することびできます。 

♦ 応用撮影ゾーンでは、く AF - ON > ボタンでも AF を行ラことびできます。 
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AF ： AF モー ドの選択 


0 ♦ ピントび合わないとファインダー内の合焦マーク 〈♦> が点滅します。この 
ときはシャッターボタンを全巧ししてを 撮穀 でさません。構図を変えて再度 
ピント合わせを巧ラか、 『AF の苦手な被写体』 （ P .78) を参照してください。 
• メニュー[〇’ 電子音]を[切]に設定すると、ピントが合ったときに、合焦音 
が鳴らないよラになります。 


動いている巧写巧を撮る： AI サーボ AF 

撮影距離びたえず変化する（動いている）被写体の撮影に適していまず。 
シャッターボタンを半巧ししている間、被写体にピントを合わせ続けまず。 

♦ 露出は撮影の瞬間に決まります。 

♦ 応用撮影ゾーンでは、く AF-ON> ボタンでも AF を行ラことびできます。 
♦ AF フレーム選択 （ P .76) び、自動選択のとさは、初めに中央の AF フ 
レームで被写体をと5えます。 AF を行っているときに被写体び中央の 
AF フレームから外れてち、他の AF フレームのいずれかで被写体をと5 
えていれば、継続してピント合わせび巧われます。 

S1 AI ヴーボ AF では、ピントび合ってを電モ音は鳴りません。また、ファインダー巧 
の合焦マーク〈♦〉わ点灯しません。 


AF モー ドを自動的に切り巧え る： AI フオー カス AF 

被写体のが態に応じて、「ワンシヨット AF 」 か 5 rAI サーポ AF 」 へとカメ 
ラび作動特性を自動的に切り換えまず。 

♦ ワンシヨット AF で被写体にピントををわせたあと、被写体び連続して移 
動を始めると、その移動を力;><ラび検知して自動的に AI サーボ AF に切0 
換わり、被写体の動きに追従してピントを合わせ続けます。 

BlAI フオーカス AF のヴーボ状態でピントび合ラと、合焦音がルさく鳴ります。ただ 
し、ファインダー内の合焦マーク〈♦〉は点巧しません。 
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回 AF フレームの選択*® 

吕点の AF フレームの中か6、ピント合わせに使う AF フレームを選びま 
す。なお、かんたん撮影ゾーンとく A - DEP 〉 では、 AF フレーム自動選択び自 
動設定されますので 、 AF フレームの任意選択はでさません。 



〈回 > ボタンを巧す （を 6) 

吟現在選択されている AF フレームび、 
ファインダー内と表示パネルに表おさ 
れます。 

♦ ファインダー内のすべての AF フレーム 
び点打しているとさは、自動選択に設定 
されています。 


2 AF フレームを 選択する 

♦ 〈巡^〉、または〈慰〉を回して選択する 
方法と、〈絮> を操作して選択する方法 
びあります。 


電子ダイヤルによる選が 



♦ 〈避0、またはく〇〉を回すと、回した 
方向に選択 AF フレームび移動します。 

♦ すべての AF フレームび 点灯すると自動 
選択にな0ます。 


7ルチコント□—ラーによる選が 

♦ 〈帝〉を操作すると、押した方向の AF フ 
レームび選択されまず。同じ方向に巧す 
と、任意選択と自動選択び交互に切り換 
わります。 
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回 AF フ レー ムの選択面 3 


S •表示パネルを見ながら AF フレームを選択ずるとさは、次の図を参考にして< 
ださい。 

自動選ぉ/:-: 三こ-]、 中央/:- ] 、ち [ -]、上/:'] 

• EOS 用が部スト n ボ使用時に AF 補助光でピントび合わないときは、中央の 
AF フレームを選択してください。 


内蔵スト□ボによる AF 補助巧について 

暗い場所などでシャッターボタンを半押しすると、内蔵スト□ボび連続的 
に光ることびあります。これは AF でピントを合わせやずくするためです。 


豆1 • <U> W 〈区!〉では、 AF 補助光は光りません。 

♦ 内蔵スト n ボによる AF 補助光でピントが合ラ範囲は約 4m までです。 

♦ 応用撮影ゾーンでは、〈ち> ポタンを巧してスト n ボを上げておくと、必要に 
応じて AF 補助光び光ります。 



使用レンズの明るさと AF 測距について 

F 日.己より明るいレンズ使用時 

すべての AF フレームで十字測距（縦横線同時検出）を行ラことびでさま 
す。 

F 2.8 より明るいレンズ使用時* 

中央 AF フレームでより高精度な十字測距〔縦横線同時検出）を行ラこと 
びでをます。中央 AF フレームの縦横線検出は、他の AF フレームの約 2 倍の 
敏感度で行われます。 

残る8つの AF フレームでは、 F 已 .6 より明るいレンズ使用時と同じ十字測 
距にな0ます。 

* EF2S-8 日 mm F2.8-4L USM、EF 已日 mm F2 .已コンパクトマク □ を除く 
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AF のち手な巧写な： 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない(を焦マーク 
<•> び点滅する）ことびあります。 

ピントが合いにくい被写体 

♦ 明暗差（コントラスト）び極端に低い被写体 
例：青空、単色の平面など 
♦ 非常に暗い場所にある被写体 
♦ 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
例：反射光の強い車のボディ 
♦ 被写体び遠いところと近いところに共存する状態 
例：お0の中の動物 
♦ 繰り返し模様の被写体 

例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるものにフォーカス□ックし、構図を決 
めなおして撮影する。化. 46) 

(2) レンズのフオーカスモードスイッチをく MF 〉 にして手動ピント合ね 
せを行ラ。 


手動ピント合わせ{マニュアルフオーカス) 



レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

ピントを合わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさ0見 
えるまで、レンズのフオーカス U ングを 


回します。 


胃]シャッターボタンを半押ししなびら手動ピント合わせをすると、ファインダー内 
にピントび合った AF フレームと合焦マーク〈♦〉び点丹します。 


78 



















写！]ドライブモードの選択 

ドライブモードには1枚撮影と連続撮影びあります。かんたん撮影ゾーン 
では、撮影モードごとに最適なドライブモードび自動設定されます。 





< AF - DRIVE > ボタンを巧す（を 6) 


ドライブモードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なび5〈慰〉を回しま 
す。 

□:1枚撮影 

シャッターボタンを全巧しする 
と、1枚だけ撮影します。 

写! IH : 高速連続撮影 （最高約扛已コマ/秒） 


Qj :低速連続撮影 （最高約3コマ/秒つ 
写! 1H、 写 Ij ともに、 シャツターボタ 
ンを全押しずると、巧している間、 
連続して撮影します。 

& :セルフタイマー撮影 （1 日秒後） 

&2 :セルフタイマー撮影 に砂後） 

セルフタイマー撮影については、 
次ページを参照してください。 


W ♦ 連続撮語で巧部メモ U —がいっぱいになると、 

表示パネルとファインダー内に fbuSYj が表示 
され、一時的に撮語びでさなくな0ます。 CF 
カードへの記録経過にとわない、：欠の撮該がで 
さるよラになりますので、シャッターボタンを半押しして、ファインダー巧 
ち下に表おされる連続撮影可能枚数で、そのとき撮影できる枚数を確認して 
ください。 

• ファインダー内と表示パネルに 「 Full CF」 が表示されたとさは、必ずアク 
セスランプの点滅が消えてか5、 CF カードを交換してくださし、。 

• 電池の残量びかなくなると、連続撮影速度び若干低下します。 



連続撮影可能枚数 
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攻セルフタイマー撮影 

セルフタイマーは記念撮影などに使巧します。〈&> (1 日秒タイマー）は、 
どの撮影モードでも使用でさます。 



1 < AF - DRIVE ) ボタンを巧す （を 6) 

2 <&>または〈み2> を選ぶ 

♦ 表示パネルを見なび 5 <〇> を回して、 
〈&〉 または 〈&2〉 を選びます。 

& :10秒タイマー 
か： 2砂タイマー因互 

3撮影する 

♦ ピントを合わせ、シャッターボタンを全 
巧しします。 

時設定したタイマーの時間後に撮影され 
ます。 

吟セルフタイマーランプと電子音、表示パ 
ネルの秒数減算で作動を確認でさます。 
撮影2秒前にセルフタイマーランプび点 
なし、電子音び速く鳴ります。 


W レンズの前に立ってシャッターボタンを巧すと、ねらった被写体にピントび合わ 
なくなります。 


H • セルフタイマー撮影をするとさは、兰脚を使用してください。 

♦ セルフタイマー撮穀をするとさは、ファインダーを見なびら、またはフアイ 
ン ダーに アイ ピースカバーを 取り付けて撮影してください。 （ P . 日已） 

• セルフタイマー撮語を途中で中止するときは、電源スイッチを 〈OFF> にし 
ます。 

• 自分一人だけをセルフタイマーで写すときは、自分が入る位置とほぼ同じ距 
離にあるちのにフォーカス□ック （ P .4 目）して撮影します。 

♦ 吕秒タイマーは、近接（マクロ）撮影や、複写撮露時の力方ラブレ（シャッ 
ターボタンを巧したとさに力六ラびわずかに揺れること）を防ぐとさなどに 
有効です。 
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撮影目的におわせた 
応用撮影 



応用撮影ゾーンでは、シャッター 
速度や絞り数値を選択したり、露出 
を自分の好みに変えるなど、カメラ 
の設定を思いどおりに変えること 
で、さまざまな撮影がでさます。 


♦ ページタイトルちの!®マークは、応用撮影ゾーン （ P 、 Tv 、 
Av 、 M 、 A - DEP ) 限定の機能であることをおしています。 

♦ シャッターボタンを半巧ししたあとで指を離してち、タイマー 
の働さにより、表示パネルとファインダー内に露出値び約 4 秒 
間（を 4) 表示されまず。 

♦ 応用撮影ゾーンで設定でさる機能は、『撮影機能の組み合わせ 
一覧』 ( P .170) を参照してください。 



あらかじめ電源スイッチを〈一》〉にしてくださし)。 









P : プログラム AE 撮影 — 

被写体の明るさに応じてカメラびシャッター速度と絞り数値を自動設定 
します。これをプ□グラム AE といいます。 

ホ 〈 P 〉 は 、 Program (プログラム）の略です。 

* A 曰ホ 、 Auto Exposure (才ートエクスポージャ ー) の略で自動露出のことです。 

モードダイヤルを < P > にする 




ピントををわせる 

♦ ファインダーをのぞいて、選択した AF 
フレームを被写体に含わせ、シャッター 
ボタンを半巧しします。 

-► ピントが合ラと、ピント合わせを行った 
AF フレームびホく光り、ファインダー 
内ち下に合焦マークく ♦〉び点灯します。 
(ワンシヨット AF+AF フレーム自動選 


択時) 


シャッター速度と絞り数値び自動的に 
決まり、ファインダー巧と表示パネルに 


表示されます。 





表示を確認する 

♦ シャッター速度と絞り数値び点滅して 
いなければ、適正露出です。 


4,撮影する 

♦ 構図を決め、シャッターボタンを全押し 
します。 
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P ： プ□グラム AE 撮影 



• シャッター速度の「30"」とかさな絞り数値び点滅すると 
さは、被写体が暗ずざます。 

に0感度を上げるか、ストロボを使用してください。 

• シャッター速度の「8000」と大きな絞り数値び点滅すると 
さは、被写体び明るずざます。 

に0感度を下げるか、減光用の ND フィルター（別売）を 


使用してください。 


園 


〈 P > と〈□> (全自動）の違いについて 

〈□>では、失敗を防ぐために、 AF モードやドライブモード、内蔵ストロボな 
ど、をくの機能び自動的に設定され、変更できる機能び限定されています。対し 
て、 〈 P 〉 では、自動的に設定されるのはシャッター速度と絞り数値だけで 、 AF 
モードやドライブモード、内蔵ストロボなどの機能は自由に設定することがでさ 
ます。 


プ□グラムシフトについて 


• フ□グラム A 曰ま、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組み合わ 
せ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に聖えることができます。これ 
をプ n グラムシフトといいます。 

♦ フ□グラムシフトはシャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッ 
ター速度、または絞り数値が表示されるまで〈1^>を回します。 

♦ フ□グラムシフトは撮穀すると自動的に解除されます。 

♦ スト□ボを使用するとプ□グラムシフトはでさません。 


■ 
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Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る— 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じて、力^ラび適正露 
出に必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE とい 
います。シャッター速度を速くすると、動きの速い被写体の瞬間をとらえる 
ことびでさます。逆にシャッター速度を遅くすると、流動感を表現すること 
びでさます。 

*〈 Tv 〉 は、 Time value (タイムバ リユー ) の略で時間量のことです。 



速いシャッター速度 遅いシャッター速度 



1モードダイヤルを 〈 Tv > にする 


2シャッター速度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびらく巡〉を回しま 
す。 


3ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半巧しします。 
絞り数値び自動的に決まります。 




表示を確認して撮影する 

♦ 絞0数値び点滅していなければ適正露 


出です。 
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Tv : シャッター速度を決めて撮る 


♦ ルさな絞り数値び点滅ずるときは、露出アンダー（露出不 
足）です。 

絞り数値の点滅が止まるまで く巡 〉を回してシャッター速 
度を遅くするか、侶日感度を上げます。 

♦ 大きな絞り数値び点滅ずるときは、露出オーバー（露出過 
度）です。 

絞り数値の点滅が止まるまで く巡 )を回してシャッター速 
度を速くするか、に日感度を下げます。 

S 1 シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は 1/12 已秒 
を表しています。また、「0"5」は日.巳秒を、「15"」は1巳秒を表しています。 
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Av : 絞り数値をミ夫めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じて力;>< ラび適正露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞り数値を大さ<する（絞りを閉じる）と、ピントのをラ範囲び前後に広く 
なります。逆に絞り数値をルさくする（絞りを開く）と、ピントのをラ範囲 
び狭< な0ます。 

*〈 Av 〉 は、 Aperture value (アパチヤーバリユー)の略で開□量のことです。 



ルさい絞り数値 大さい絞り数値 



モードダイヤルを 〈 Av > にする 



3ピントを台わせる 

♦ シャッターボタンを半巧しします。 
シャッター速度び自動的に決まります。 




表示を確認して撮影する 

♦ シャッター速度び点滅していなければ 
適正露出でず。 
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Av : 絞り数値を決めて撮る 




♦ シャッター速度の「30"」び点滅ずるとさは、露出アンダー 
(露出不足）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈越^〉を回して絞り数 
値をルさく（絞りを開いて）するか、に0感度を上げます。 
• シャッター速度の「8000」び点滅するときは、露出オーバー 
(露出過度）です。 

シャッター速度の点滅が止まるまで〈越^〉を回して絞り数 
値を大さく（絞りを閉じて）するか、に日感度を下げます 


S 1 絞り数値の表お 

数字が大きくなるほど、レンズの絞り径はかさくなります。表示される数値は使 
用ずるレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは、表示 
が「00」にな0ます。 


■ 

ピントの合ラ節囲を確認ずる因日 



絞0込みボタンを押すと、そのとさ設定 
されている絞り数値で絞り込みび行われ、 
被写界深度（ピントの合う範囲）をフアイ 
ンダーで確認でさます。 


胃]•絞り数値が大きいほど、ピントの合ラ範固は前後に広くなりますび、フアイ 
ンダーび暗< なじます。 

• 被写界深度の効果がわかりにくいときは、絞り込みボタンを巧したまま〈1^〉 
を回して < ださい。 

♦ 絞り込みボタンを巧すと、露出び固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M : 自分で露出をミ夫めて撮る 

自分でシャッター速度や絞り数値を決めて撮影するとさに設定します。露 
出は、ファインダー内の露出レベル表示を参考にしたり、市販の露出計を利 
用して自分で任意に決めます。これをマニュアル露出といいます。 

*〈 M > は 、 Manual (マニュアル）の略です。 



2 


モードダイヤルを 〈 M > にする 


シャッター速度、絞り数値を設定する 

♦ シャッター速度は、く巡^〉を回して設定 
cK 9 〇 

♦ 絞り数値は、電源スイッチを い )にし 
て、〈〇〉を回して設定します。 



露出レベル マーク 


ピントををわせる 

#シャッターボタンを半巧しします。 

-► ファインダー内と表示パネルに露出値 
び表おされます。 

♦ 露出レベルマークく自〉で、標準露出か 
らどのくらいずれているか確認ずるこ 
とびでをまず。 


也口 5丑的奇 


個 



4 


露出をミ夫める 

• 露出レベル表示を確認し、任意のシャツ 
ター速度、絞0数値を設定します。 


5撮霞ずる 
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A - DEP : あくか 5 遠くまでピントびさった写真を撮る- 

自動的に近くか5違くまでピントの合った写真を撮ることびできます。す 
ベての AF フレームで被写体を検出し、検出でをた範囲（舆行を）にピント 
び含ラよラ絞り数値び自動設定されます。 

* 〈か DEP 〉 は、 Auto-Depth of field けートデプスオブフイールド）の略でピントの 
合ラ奥行きを自動設定するといラ意おです。 



モードダイヤルを 〈 A - DEP > にする 



ピントを台わせる 

♦ AF フレームを 被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しします。〔を 4) 

♦ 一瞬ホく光った AF フレームのずべてに 

ピントび合います。 


3撮影する 


W ♦ シャッター速度の「30"」が点滅するときは、被写体が暗ずざます。 IS 日感度 
を上げてください。 

• シャッター速度の「8000」び点滅するときは、被写体が明るすぎます。に0 
感度を下げてください。 


S 1 ♦絞り数値が点滅するとさは、露出は合っていますび、希望したピントの裸さ 
が得られません。レンズを広角にするか、被写体から離れてやりなおしてく 
ださい。 

• 遅いシャッター速度が設定されることがありますので、兰脚の使用をおすす 
めします。 

• スト n ボを使用したとさは、 〈 P 〉 のスト n ボ撮影と同じを吉果にな0ます。 
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を]測巧モードの選択 

測光モードには、評価測光、部分測光、スポット測光、中央部重点平均測 
光の4つびあります。かんたん撮影ゾーンでは評価測光に自動設定されま 
す。 



2 


〈回 ’ WB 〉 ボタンを巧す （る 6) 


測光モードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびらく巡〉を回しま 
す。 

区]: 評価測光 
臣]: 部分測光 
田： スポット測光 
[] :中央部重点平均測光 




固評価測光 

逆光撮影を含む一般的な人物撮影に適しています。 
撮影シーンに応じてカメラび露出を自動補正します。 



回部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある場合の撮影 
に有効です。フアインダー中央部の約目％の範囲を測 
光します。 


-1田 スポット測光 

。。 被写体の特定の部分を測光するとさに有効でず。 

© 。 ファインダー中央部の約 3 . 8%を測光します。 


-1 [] 中央部重点平均測光 

。。。 ファインダー中央部に重点を置いて、画面全体を平 

。 © 。 均的に測光します。 
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自分の巧みに露出を補正する 

カメラび決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいま 
す。露出を明るめ（プラス浦正）にしたり、暗め（マイナス補正）にして撮 
影することびでをます。補正でをる範囲は、]/3段ステップで±2段です。 


1モードダイヤルを 〈 M > 外の応用 
撮影ゾーンにする 




露出表示を確認する 

♦ シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を確認します。 


フラス補正 




ド.. 




マイナス補正 



I - J <(»1 'HI 

ISO 



補正量を設定する 

♦ 電源スイッチを〈一《>にして、ファイン 
ダー内または表示パネルを見なびら 
<〇> を回します。 

♦ <〇>の操作はシャッターボタン半押し 
中か、半巧し後のタイマー（を 4) 作動 
中に行います。 

♦ 露出補正を解除するとさは、補正量の設 
定を〈 I 〉の位置に房します。 



4撮影する 


H • 設定した補正量は、電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてち記憶されています。 

• 不用意に <妓〉が動いて巧正量び変わ日ないようにを意してください。電源 
スイッチを 〈 ON 〉 の位置にすると安全です。 
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MENU 


露出を自動制巧えて撮る/ AEB 撮影 I ® 


■ 


]/3段ステップ±2段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数 
値を変えなびら3枚の画像を撮影することびでをます。これを AE 巨撮影と 
いいます。 

*AEB は、 Auto Exposure Bracketing (才ートェクスポージヤーブラケテイング） 
の略です。 



[ A 距設定]を選ぶ 

♦ [が]タブの [ A 比設定]を選び、〈@> 
を押します。 

AEB レベルを設定する 

♦ <〇> を回して AEB レベルを設定し、 
<@>を巧します。 

-► ；><ニューを終了すると、表示パネルに 
<%>と AE 日レベルび表示されます。 


AEB レべ J レ 



撮影する 

♦ ピントををわせてシャッターボタンを 
全押しすると、標準露出-^マイナス補正 
-►プラス補正の順に撮影されます。 


AEB 撮霖の解除 

♦ 手順1、2の操作で AE 巨レベルを mmmsmmi ) にします。 
♦ 電源スイッチく OFF )、 スト□ボ充電完了で自動解除されます。 


SI • ドライブモードび〈□>のとさは、シャッターボタンを3回押して撮影しま 
す。〈写! 1 H > く鸟> のときは、シャッターボタンを全押ししたままにずると、 
3枚連続撮露して自動的に停止します。く&〉〈攻2> のとさは、10秒後また 
は2秒後に3枚連続撮影されます。 

♦ AE 己と露出補正を組み合わせて使用することちでさます。 

参スト□ボ撮影、およびバルブ撮影との併用はでさません。 
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乂露出を固定して撮る/ AE ロック撮影 - 

ピントと露出を別々に決めたいとさや、同じ露出で何枚も撮影するときに 
使用します。〈关> ボタンを押して露出を固定したあと、構図を変えて撮影 
します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下の撮影などで有効です。 


1ピントを台わせる 

♦ シャッターボタンを半押しします。 
今露出値び表示されます。 



1 


<*> ボタンを巧ず （を 4) 

今ファインダー内に〈乂〉び表示され、露 
出び固定 （AE □ック）されます。 

♦ <*> ボタンを巧すたびに、そのときの 
露出び AE □ックされます。 




3構図をミ夫めて撮影する 

♦ 連続して AE □ック撮影をするときは、 
<*> ボタンを巧しなび5、シトッター 
ボタンを巧します。 


AE □ツクの効果について 



測光モード 

AF フレ- 

-ム選択 

自動選択 

任意選が 


ピントを合わせた AF フレー 

選択されている AF フレーム 

运]評価測光* 

ムを中むにした露出値で AE 

を中むにした露出値で AE 


n ック 

n ック 

[互部分測光 



B スポット測光 

中央の AF フレームを中むにした露出値で AE □ック 

[] 中央部重点平均測光 




レンズのフォーカスモードスイッチびく MF 〉 ときは、中央の AF フレームを中むにし 
た露出値で AEn ックします。 
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長時巧露光（バルブ）撮影 

シャッターボタンを巧している間、シゎッターび開いたままになり、 
シャッターボタンから指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。 
夜景や花火、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 


1モードダイヤルを 〈 M > にする 


- ' ■!)) 

に。！日日 


H 邮己5〕 


2 


シャッター速度を fbuLbJ にする 

♦ 表示パネルを見なびら 儀 }を回して 
fbuLbJ を選びます。 

♦ 「30"」の次び [ buLbJ でず。 



buLb I I 

fej 


I'MI 宙 I 

ONE SHOT 


一了 so: 口日 

□ 


3 


絞り数値を設定して撮影する 

♦ 絞り数値は電源スイッチを い) にし、 
<〇> を回して設定します。 

♦ シャッターボタンを巧している間、露光 
び行われまず。 

-► 表示パネルの撮影巧能枚数び、露光経過 
時間（秒）に変わ0ます。 


QI • 長時間露光は撮霖画像に含まれるノイズが多くなるため、多少ヴラついた画 
像になることがあります。 

♦ [冉 . C.Fn II ]の I [長巧時露光のノイズ括減]を[ I :自動]またはに：する]に設 
定すると、長秒時露光時に発生するノイズを軽減ずることができます。 
( P .1 日 4) 

♦ バルブ撮語には、 U モートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）や、タイマーリモート 
コント□-ラー TC - 吕 0 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 



〈が〉ボタンを巧すたびに、表示パネル 
の照明び点いたり、消えたりしまず（を6)。 
バルブ撮影時は、シャッターボタン全押し 
で照明び消えます。 
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長時間露光（バルブ）撮影 


アイ ピースカバー を併用ずる 

ファインダーをのぞかずに撮影すると、ファインダーか5入った光の影響 
で暗い写真になることびあります。このよラなときは、ストラップに付いて 
いるアイピースカノ く 一を 使います。 



2 


アイカップを取り外す 

♦ アイカップの下側を押して取りがしま 
ず。 


アイピースカバーを取り付ける 

♦ ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けまず。 



リモートスイッチの取り付け方 

U モートスイッチ RS-80N3 (別売）や、タイマー U モートコント □- 
ラー TC-8 日N3 (別売）など、N3タイプの端子を持つ EOS 用アクセヴ U- 
をカメラに取り付けて撮影することびでをます。 

なお、アクセヴ U —の操作方法については、各アクセサ U —の使用説明書 
を参照してください。 


1端子カバーを開ける 



リモコン端子にプラグを取り付ける 

♦ 図のように取り付けます。 

♦取り外すとさは、プラグの銀色の部分を 
つまんで引さ损さます。 
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ミラーアップ撮露 

セルフタイマー撮影や、1」モートスイッチを使用した撮影でも、カメラブ 
レ防止に十分な効果びありますび、超望遠レンズを使用した撮影や、近接 
(マクロ）撮影で、撮影時の機械的な振動ラーショック）び気になると 
きは、ミラーアップ撮影という方法を使います。 

[冉 .C.FnIII] の7 [ミラーアップ撮影]を [1 :ずる]に設定ずると （P.1 巳8)、 
ミラーアップ撮影がでをます。 


1ピントを合わせてシャッターボタンを全巧しする 

啤ミラーび上びります。 


2 再度シャッターボタンを全巧しする 

撮影び行われ、 S ラーび下びります。 


W ♦ 肩天の真夏の海岸や、スキー場のよラに極端に巧るいところで S ラーアップ 
撮影を行ラときは、ミラーアップ安定後、速やかに撮影してください。 

♦ ミラーアップ撮影時は、レンズを太隔に向けないでください。太陽の熱で 
シャッター幕び焼けて損傷ずるおそれびありまず。 

♦ バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影を巧ラときは、 
シャッターポタンを全押しし続けてください（タイマー作動砂時+バルブ撮 
穀時間）。タイマー作動中の2秒/1日秒の間に、シャッターボタンから指を離 
すと、シャッターが切れたよラな音びしますが、実際は撮影されていません。 


SI •[1: する]設定時に、ドライブモードが連続撮影に設定されていてを、1枚撮 
影になります。 

• セルフタイマー〈及〉または〈攻2〉を使用すると、10砂後、または2砂後 
に撮影されます。 

• ミラーアップしてから撮穀を行わず、3日秒経過すると、ミラーが自動的に下 
び0ます。 

• ミラーアップ撮影には、リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）やタイマ ー U 
モートコント □- ラー下 C -80 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 
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内蔵ストロボを巧った撮露 

E-TTLII 自動調光制御により、高精度で安定したスト□ボ撮影がでさま 
す。 


かんたん撮誘ゾーンでの内蔵スト□ボ撮誘 

暗いとさや日中逆光時に、 内蔵スト□ボび自動のに上びって 発光します。 

(く S 4> < X ) く 回> を除く） 


応用撮誘ゾーンでの内蔵スト□ボ撮影 

明るさに関係なく 必要なときに〈ろ> ボタンを巧して内蔵スト□ボを上げ 

る だけでスト□ボ撮影びでさます。内蔵スト□ボは、手で巧し下げて収納し 
ます。 

P :カメラまかせのスト□ボ撮影を行いたいときに選択しまず。 シャッ 

ター速度 （1/ 日日〜1/2已日秒）と絞り数値は、自動的に決まります。 

Tv :任意のシャッター速度 （30 秒〜1/吕己0秒）を設定したいときに選 
択しまず。 自動設定された絞り数値に対し、自動調光び行われます。 
Av :任意の絞り数値を設定したいとをに選択します。 設定した絞り数値 
に対し、自動調光び行われます。 シャッター速度は、その場の明る 
さに応じて、30秒〜1/250秒の節固で自動設定されまず。 

暗いところでは、主被写体は自動調光で、背景は自動設定される低 
速シャッターの組み合わせで、とちに標準露出の雰囲気のある写真 
(自動ス□ーシンク□撮影）になります。 

♦ シャッター速度び遅くなったとさは、=脚の使用をおすすめしま 
す。 

♦シトッター速度を遅くしたくないときは、 [冉 C.Fn I ] の7 [Av 
モード時のスト n ボ同調速度] を [1:1/250 秒固定] に設定します。 
( P .153) 

M :シャッター速度（バル义30砂〜1/2已〇秒）と絞り数値を任意に 
設定したいときに選択しまず。 設定した絞り数値に对し、自動調光 
び行われます。背景の露出は、設定したシャッター速度と絞0数値 
によって変わります。 

A-DEP : < P > と同じスト□ボ撮影結果になります。 
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内蔵スト□ボを使った撮影 


内蔵スト□ボの届く距離 [約の] 


旧 0 感度 

EF-S18 -己已 mm F3.5-5.6 IS 

EF-S17-85mm F4 -已.已旧 USM 

広角： 1 日 mm 

望遠：已已 mm 

広角： 1 7mm 

望遠： 8 已 mm 

100 

1 〜 3.7 

1-2.3 

1-3.3 

1 〜 2.3 

20 己 

1-5.3 

1-3.3 

1-4.6 

1-3.3 

40 己 

1 〜 7.4 

1 〜 4. 6 

1 〜目.己 

1 〜 4 .白 

800 

1-10.5 

1 〜白 .6 

1-9.2 

1 〜 6 .白 

1600 

1-14.9 

1-9.3 

1-13.0 

1 〜吕 .3 

H :320 己 

1-21.0 

1 〜 13.1 

1 〜 18.4 

1 〜 13.1 


SI レンズのフードをがし、被写体から Im 政上離れてください。レンズ先端にフー 
ドび付いていた0、被写体に近づさすぎると、ストロボの光びさえぎられて、画 
面の下側が暗くなることがあります。なお、望遠レンズや大□径レンズを使用し 
ていて現象が改善されない場合は、 EX シ U —ズスピードライト（別売）の使用を 
おすすめします。 


mm ホ目緩和機能を使ラ 

スト□ボ撮影する前に赤目緩和ランプを点灯させることで、目びホく写る 
現象を鶴和することびでをます。 〈u> <回> <^>政外の撮影モードで機 
能します。 



♦ [ o ’] タブの[赤目緩和機能]を選んで〈毎)〉 
を押し、[入]を選んで〈毎)〉を押します。 
♦ スト□ボび発光するとさは、シトッター 
ボタン半押しで赤目緩和ランプび点打 
し、全押しすると撮影されます。 


SI ♦赤目禮和は、「写される人がランプを注視する」、 r 室内を明るくする」、 r 近づ 
いて撮影する」を行ラと効果的です。 

• シャッターボタンを半押しすると、ファインダー下の表示び内側に向かって 
消巧していきます。この表示が消えてから撮憲ずると効果的です。 

参赤目緩和効果の度合いには、個人差びあります。 
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內蔵スト□ボを使った撮影 


阻スト□ボ調巧補正励0 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量をカメラで補正することびでさ 
ます。補正できる範囲は1/3段ステップ±2段です。 



〈じ〇•阻> ボタンを押す （を 6) 


補正量を設定する 

♦ 表示パネルまたはファインダー内を見 
なびら、<〇> を回します。 

♦スト□ボ調光補正を辭除するとをは、補 
正量の設定を。〉の位置に戻します。 

♦ シャッターボタンを半押しすると、ファ 
インダー巧と表示パネルにく阻〉び表 
示されまず。 


3撮影する 


W カメラ側と EX シ U —ズスピードライト側でとわに調光補正を巧ったときは、ス 
ピードライト側の設定び擾先されます。 EX シリーズスピードライト側で調光補正 
び行われていると、カメラ側で調光巧正を行っても、カメラで設定した内容は撮 
影を吉果に反映されません。 

31 • 設定した補正量は電源スイッチを < OFF 〉 にしても記憶されています。 

♦ EX シリーズスピードライト使用時ち同じ操作で、カメラからスピードライト 
の調光補正ができます。 

♦ メニューからち設定でさます。 ( p . lOl ) 
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内蔵スト□ボを使った撮影 


* FE □ック撮影因互 

FE (Flash Exposure : フラッシュ エ クスポージ巾一)□ック 撮影は、被 
写体の任意の部分に適正調光させる ス ト□ボ撮影です。 





<ち〉ボタンを巧して內蔵スト□ボを 
上げる 

♦ シャッターボタンを半巧しして、フアイ 
ンダー内に〈ち> び点灯していることを 
確認します。 


2ピントを合わせる 



<关> ボタンを巧す （を 16) 

♦ ファインダーの中央に被写体をおいて、 
<*> ボタンを巧します。 

スト□ボびプ U 発光し、撮影に必要な発 
光量を記憶します。 

吟ファインダー内に一瞬 「 FEL 」 と表のさ 
れ、〈ド> び点なします。 

♦ <*> ボタンを押し直すたびにプ1」発光 
し、撮影に必要な発光量を記憶します。 



撮影する 

♦ 構図を決めてシャッターボタンを全押 
しし^^"^。 

スト□ボび発光し、撮影されます。 


W 被写体までの距離び遠ずぎて露出不足になるときはくら〉び点滅します。被写体 
に近づいて再度手順2〜4の操作をします。 
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MENU 


スト□ボ制御 


内蔵スト□ボとが部スト□ボに対する設定を、メニュー画面からも行ラこ 
とびできます。なお、外部スト□ボに関するメニューは、 カメラか 5 のが部 

スト n ボ機能設定に対応した EX シリーズスピードライト装着 時にのみ有効 

とな0ます。 



[スト□ボ制御]を選ぶ 

♦ [が] タブの [スト n ボ制 御]を選び、〈资)> 
を巧します。 

吟スト□ボ制御画面になりまず。 


[ストロボの発が]について 



♦ 通常は、 [ずる] を選びます。 

♦ [しなし リを選ぶと、内蔵/外部スト□ボ 
とも発光しません。スト□ボの AF 補助 
光だけを使いたいとさに選びます。 



[内蔵ストロボ機能設定]について 

♦ [発光 モード] は選択でさません。 

♦ [調光補正]は、目目ページと同じ設定びで 
さます。 

♦ 正 -TTL II ]は、次ページの説明を参考に 
して設定してください。 

• シンク□設定 

通常は、撮影開始直後にスト□ボび発光する [巧幕シンク □] に設定し 
ふ 9 0 

[後幕 シンクの に設定すると、撮影終了直前にスト□ボび凳光します。 
ス□ーシンク□と組み合わせると、車のライトなどの軌跡び自然な感じ 
で写ります。なお、棲幕シンク□では、シトッターボタンを全押しした 
とさと撮影終了直前の計2回スト□ボが発光します。 
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EMB スト□ボ制御 <313 


• E-TTL II 

通常は、標準的なスト□ボ露出び得5れる[評価調光]に設定します。 
[平均調光]に設定すると、外部調光スト□ボのよラに測光領域全体を 
平均的に測光します。状況に応じてスト□ボ調光補正び必要な上級ち向 
けの設定です。 


か部ス ト □ボの設定について 

[が部スト□ボ機能設赶と[が部スト n ボカスタム機能設定] の設定を行います。 
設定内容については、 カメラか 5 の外部スト n ボ機能設定に対応した EX シ 

リーズスピードライト （例：已 80 EX II ) の使用説明書を参照してください。 
スト□ボをカメラに取り付け、スト□ボの電源を入れておさます。 


1[外部スト□ボ機能設定]または[外部ス 
卜□ボカスタム機能設定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈运)> を押 
しぶす 0 

♦設定でをない項目は、暗く表示されま 
す。 



外部スト□ボ機能設定 



2 


か部スト□ボカスタム機能設定 



が部ス ト □ボの機能を設定する 

♦ 項目を選び、機能を設定します。操作方 
法は、カメラのメニュー機能の設定と同 
じです。 

♦ スト□ボ機能設定画面で表示される内 
容や、設定でをる項目は、設定されてい 
る発光モードや、スト□ボカスタム機能 
の設定状態などにより異なります。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧してスト□ボ設定を 
初期化すると、が部スト□ボと内蔵スト 
□ボの設定び初期化されます。 
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か部スト□ボの巧用について 


EOS 用 EX シリーズスピードライト 

基本操作は内蔵 スト n ボ 撮影 同様、簡単で ず。 

EX シ U —ズスピードライトをこのカメラに装着したとさ、スト□ボ撮影 
の自動調光制御のほぼすべては、このカメラによって行われます。つまり、 
r 内蔵スト□ボの代わりに大光量スト□ボびが付けされたもの」とお考えく 
ださい。操作方法については、 EX シ U —ズスピードライトの使用説明書を 
参照してください。なお、このカメラは、 EX シ U —ズスピードライトの全 
機能び使用できる A タイプカ^ラに属しています。 


ク U ップオンタイプスト□ボ マク□スト□ボ 

巧3列が 


EX シリーズなかのキヤノン製スピードライト 

♦ EZ / E / EG / ML / TL スピードライトを、 TTL または A - TTL 自動調光モー 
ドに設定して撮影ずると、 常時フル発巧しまず。力^ラの撮影モードを 
マニュアル露出、または絞り優先 AE に設定し、絞り数値を変えて撮影 
して < ださい。 

♦ マニュアル発光機能を持つスピードライト使用時は、マニュアル発光 
モードで撮影して < ださい。 

♦ EX スピードライト使用時に、スト□ボのカスタム磯能で、調光方式を 
TTL 自動調光にしているとをにち、常時フル発光となります。 
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外部スト□ボの使用について 


況用スト□ボを使った撮該 

同調シャッター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは1/2已〇秒下、スタジオ用の大型スト□ボは 
1/6日秒切下のシャッター速度で同調します。あらかじめスト□ボび正しく 
同調するかどラか、確認してから使用してください。 


♦ シンク□端子を利用して、シンクロコー 
ド付さのスト□ボを使巧することびで 
さます。端テには、コードの抜け落ちを 
防止する□ックねじび付いています。 

♦ シンク□端子には極性はあ0ません。シ 
ンク□コードの極性に関係なく、そのま 
ま使用することびでさます。 

ライブビュー撮影時のま意 

ミ凡用スト□ボを使巧してライブビュー撮影を行う場合は、 [がライブピュー 
機能設定]の[静音撮影]を [しなし リ設定にしてください。 （ P .111) 巧ード 
1]、 [モード 2] に設定されていると、スト□ボび発光しません。 


シンク□端子について 



W ♦ 他社製の特定のカメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ巧付属品を使用する 
と、カメラが正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因となります。 
♦ シンク□端テに2已日 V な上の電圧びかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い。 

♦ 高圧ストロボをアクセヴ1」ーシューに取り付けて使巧しないで<ださい。発 
光しないことびあ0ます。 

SI アクセサ U —シューとシンク n 端子にそれぞれスト n ボを接続して、同時に使用 
することちでさます。 
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ライブビユー撮影 


カメラの液晶モニターや、パソコンの画面に表示されるリアル 
タイム映像を見なが5撮影することがでさます。この撮影方法を 
r ライブビュー撮影」といいます。 


W • ライプビュー撮影を巧ラとさは、（マイク n ドライブなどの） A — ド 
ディスクタイプの CF カードの使用はおすすめでをません。 

• 直射日光下など暑い場所でライブビュー撮穀を行うと、く励〉マー 
ク（カメラ内部の温度上昇に関するを意）び画面に表示されること 
があります。そのままライブビュー撮影を継続すると、撮影画像の 
画質びお下するおそれがありますので、ライブビュー撮影を一時休 
止することをおすすめします。 

• 〈励> マークが表おされた状態で、ライブビュー撮影を継続し、さ 
らにカメラ内部の温度が上昇すると、ライブビュー撮露が自動的に 
終了します。そのときは、力;^ラ内部の温度が下がるまで、撮影び 
でさなくなります。 


园リモートライブビュー撮影について 

付属ソフトウェアびインストールされたバソコンにカメラを接続する 
と、パソコンの画面を見ながらリモート撮影することびできます。詳し 
くは、ソフトウェア使用説明書 （ CD - ROM ) を参照してください。 







ライブビュー撮露 

ファインダーの巧わりに、力;>< ラの液晶モニターに表おされたリアルタイ 
ム映像を見なびら撮影することびでさます。なお、ライブビュー撮影は、か 
んたん撮影ゾーンでは行ラことびでさません。 


ライブビュー撮暴の準備 



レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

撮影モードを設定する 

♦ 応用撮影ゾーンの撮影モードを設定し 
み" 0 



[ライブビュー機能設定]を選ぶ 
♦ 。が]タブの[ライブビュー機能設定]を選 
び、<@>を押します。 

[ライブビュー撮影]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[ライプビュー損影]を選 
び、〈@>を押します。 

[する]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[ずる]を選び、〈毎)〉を 
巧します。 


W ライブビュー撮影時は、レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でカメラ 
の内部び損傷するおそれびあります。 

SI• コンバクトデジタルカメラのよラに、カメラを手で持って液晶モニターを見 
ながら撮影すると、手ブレにより、鮮明な画像び得られないことがあります。 
ライブビュー撮憲を行ラとさは、兰脚の使用をおずずめしまず。 

参 〈A •扣 P〉 は、 〈P〉 と同じ撮影結果になります。 
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ライブビュー撮影皿 


巧晶モニターに映像を表示ずる 

撮影準備げ態で〈@>を巧す 

時液晶モニターに1」アルタイム映像び、視 
野率約100%で表示されます。 

♦ 付属のビデオケーブルを使用して、テレ 
ビに映像を表おすることちでをます。 
(13.120) 



W ライブビュー表示中に、カメラの向さを変えると、映像び一瞬適切な明るさで表 
示されないことびあります。そのとさは、適切な巧るさで安定して表示されるよ 
ラになってから撮影してください。 

明るさが安定しない状態で撮露すると、露出設定のとおりに撮影されない（露出 
アンダー/オーバーになる）ことびあります。 

S 1 表示中に光源（照明光）が変化すると、画面がちらつくことがあります。そのと 
きは、〈贷〉を巧していったん撮影を終了し、（撮影ずる光源下で）もう一度〈@〉 
を巧して撮穀を再開してください。 


撮該機能を設定ずる 

通常のファインダー撮影時と同じよラに、撮影機能（ドライブモード、 
IS 日感度、ピクチャースタイル、ホワイトバランス、露出補正、 AE □ック、 
スト□ボ調光補正など）の設定を行ラことびでさます。 

なお、ライブビュー表示中に撮影モードを変えると、ライブビュー表示び 
終わります。 


H • 測光モードは変更できません。撮儘素子を使用した（フオーカスフレーム連 
動の）評価測光にな0ます。 

• 連続撮影を巧ラことをでさます。 

•[がライプビュー機能設定]の[測光タイマー]で、露出値の保持時間を変更するこ 
とがでさます。 

• 超望遠レンズに搭載されている、フオーカスプリセット機能は使用でさませ 
Aj 。 
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ライブビュー撮影皿 


拡大して手動でピントを合わせる 



1ピントを合わせたい位置にフ オー カス 
フレームを 移動する 

♦ 全画面表示の状態で、く帝> を操作して 
フ オーカ スフレームを移動します。 
〈-泉〉をまっすぐ押すと、画面中央に戻 
0ます。 

2 <み> ボタンを巧す 

-► フ オーカ スフ レーム 内び拡大されます。 
全画面表示のとをの露出び AE □ックさ 
れ、シャッター速度と絞り数値びオレン 
ジ色で表示されます。 



拡大率：約 10 倍 


AE □ック 
拡大表示位置 



♦ 〈み> ボタンを押すたびに、次のように 
画面び切0換わります。 

广> 全画面表お一約日倍一約 I 0倍^ 


手動でピントを台わせる 

♦ 液晶モニターに表示されている映像を 
見なび日、レンズのフオーカス U ングを 
回して、手動でピントを合わせまず。 


拡大率 


W ♦ 高温■高に0感度•長時間露光の条件でライブビュー撮影を行ラと、画像にノ 
イスや色ムラび発生することがあ0ます。 

♦ 連続撮影時は、 I 枚目を撮影したときの露出で2枚目料降が撮轟されます。連 
続撮穀中に構図を変更すると、露出が合わないおそれがあります。 

♦ 力文ラを操作しない状態が続くと、メニュー [が才ート バ ワーオフ] の設定時 
間で電源が自動的に切れます。 （ P .40) 

SI • 拡大表示中に〈*>ボタンを巧してち、露出の更新は行われません。 

• 5倍、10倍拡大時は、手動でピントび合わせやずいよラに、映撒のシャープ 
ネスび、実際の設定よりわ強<かかった状態で表示されることびあります。 
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ライブビュー撮影皿 



構図を確認する 

♦ <み〉ボタンを押して、全画面表示の状 
態で構図を確認します。 

表示を確認する 



撮影する 

♦ シャッターボタンを全押しします。 

時撮影び行われ、液晶モニターに撮影した 
画像が表示されます。 

時表示び終わると、自動的にライブビュー 
撮影に房ります。 

♦ 撮影を終了するとさは、映像び表示され 
た状態で〈@〉を巧します。 


0 • 絞り込みボタンを巧ずと、露出と被写巧深度（ピントの合ラ奥行き）を確認 
することびでさます。 

• スト n ボ撮影を巧ラことちでさます。ただし、 FE □ック、モデリング発光、 
テスト発光はできません。また、スト□ボ側でスト□ボのカスタム機能を設 
定ずることはできません。 

• 已8日 EX II使用時は、ワイヤレス設定の切り換えはで定ません。 

• 低輝度、高輝度条件下では、映像び適切な明るさで表示されないことがあり 
ます。ただし、撮影を行ラと、露出設定どおりに記録されます。 

• 太陽など極端に明るい光源び画面巧にあるときは、明るい部分び黒っぽくつ 
ぶれたよラに表おされることがあります。ただし、撮影を行ラと、その部分 
は巧るい状態で正し<記録されます。 

• スト n ポ撮影では、シャッターが2回切れた音がしますが、撮露枚数は1枚で 
す。 
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ライブビュー撮影皿 


情巧表示について 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、押すたびに、情報表示の容び切り換わります。 


露出シミュレーション 
CC.Fn IV -7) 

電池チェック 

ピクチャースタイル 
冉 E □ック 

スト□ボ充電完了 

シャッター速度 



ヒストグラム 
(輝度/ RGB ) 

フ オー カス 
フレーム 


に0感度 


撮影可能枚数 


絞0数値 


露出レベル 
調光お正 


151 ♦[が ライブビュー齡顧定]の[グリッド]を度おずる]に設定すると、格子線が 
表示され、水平、垂直の傾さを確認しながら撮影ずることができます。 

♦ [百. C . FnlV ] の7 [ライプビュー露出シミュレーシヨン]を [1 :する（撮影露出イメージ 
表示）]に設定すると、露出設定に応じた明るさで表示され、撮影前に露出の 
イメージを把握することがでさます。 （ P .161) 

♦ ヒストグラム （ P .1 1目）は、 C.Fn IV -7-1 設定時のみ表示されます。ただし、 
スト□ボ使用時、バルブ設定時は、ヒストグラムがグレーで表示されまず。な 
お、低輝度、高輝度条件下ではヒストグラムが適切に表示されないことがあ 
0ます。 

♦ ライブビュー撮轟時に 〈励 > マーク（温度上昇に関するま意）び画面に表示 
されたときは、1日巳ページを参照してくださし、。 

S ライブビュー撮影時の撮影可能枚数の目ま 


温度 

常温（+23で） 

低温ので） 

撮穀可能枚数 

約170お 

約130枚 


•上記撮影可能枚数は、フル充電の BP - 己1 1 A 使用 、 CIPA (カメラ映像機器工業 
会）の試験基準によります。 
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ライブビュー撮影皿 


静音撮緊について 

り V ; ライブビュー機能設定] の [静音 撮影]は、下記の説明を参考にして設定 
しよ召。 


♦ モード1 

ライブビュー撮影を行わないとさよりも作動音び静かになります。連 
続撮影を行ラことちでをます。なお、高速連続撮影は、約日コマ/砂にな 
ります。 


♦ モード2 

シャッターボタンを全巧しすると]枚だけ撮影し、全押しを続けてい 
る間、カメラの作動を停止します。半押し状態に戻すと力;ラび作動し 
ますので、撮影する瞬間の音を最ル限に抑えることびでさます。なお、 
連続撮影にしていてち1枚撮影になります。 

♦ しない 

TS - E レンズを使用して 上下方向の シフトを行うときや、エクステンョ 
ンチューブを使巧するとさは、必ずこの設定にしてください。 巧ード 1]、 
[モード 2] に設定ずると、適正露出にならなかったり、露出ムラになった 
りします。 

シャッターボタンを全巧しすると、シャッターび2回切れた音びして 
撮影されます（撮影枚数は1枚です)。 


W • スト n ポ撮影の場合は、巧ード1]、[モードリに設定していても、[しなしリと 
同じ動をになります。 

• 沉用スト□ボを使用する場合は、[しない]を設定してください。[モード1]、[モー 
ド 2] に設定されていると、スト□ボび発光しません。 （ P .104) 
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ライブビュー撮影皿 


AF でピントを合わせる 

[冉 . C.Fn III ] の日[ライプピ: L — 撮影中の AF ] を[する]に設定すると、く AF - ON > 
ボタンでピントをわせび行えるよラになります。 

あ6かじめ、レンズの フォー カスモードスイッチは 〈 AF >、 AF モードは 
〈 ONESHW >、 AF フレームは中央 AF フレームに設定しておきまず。 



<@>を巧してライブビュー表示に 
する 

ピントを台わせる 

♦ 被写体をフ オーカ スフ レームの 中む に 
おいて、く AF - ON 〉 ボタンを巧します。 
-► ライブビュー映像び消えて S ラーび下 
びり、 AF び行われます。 

-► ピントび合ラと「ピピッ」と電子音び鳴 
0ます。 

ライブビュー表示に戻して撮影する 

♦ く AF - ON 〉 ボタンを離すとライプビュー 


映像び表示されます。 

♦ ピントを確認し、シャッターボタンを押 
して撮影します。 


W • 厳密にピント合わせをするときは、カメラを王脚に固定し、画像を拡大して 
手動ピント合わせしてください。 （ P .108) 

♦ AI サーボ AF や AF フレーム自動選択/任意選択も巧ラことびできますが 、 AF 
フレームび被写体にかからないと意図したとおりのピントにならないことが 
あります。 

S1 ♦ AF 中は撮語できません。ライブビュー映傲を表示させた状態で撮影してくだ 
さし、。 

♦ 露出は、フオーカスフレーム連動の言平価測光で決ま0ます （ AF フレーム連動 
ではありません)。 
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画像の再生 


撮影した画像をカメラで再生-消ちする方法や、画像をテレビ 
で見る方法など、撮影画像の再生に関連する内容について説明し 
ます。 


他の機器で撮影-記録された画像について 

このカメラ似外で撮影された画像や、このカメラで撮影した後にパソコン 
などで画像を加工した0、ファイル名を変更した画像は、カメラで正常に 
表示でさないことびあります。 
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囚画像を再生する 


1巧表示 



画像を再生する 

♦ 〈囚> ボタンを巧します。 

-► 最後に撮影した画像、または最後に再生 
した画像び表示されます。 



画像を選ぶ 

♦ <〇> を左に回すと、最後に撮影した画 
像か5新しい順に画像び切り換わ0ま 
す。ちに回すと、ちい画像から順に新し 
い画像び表示されまず。 

♦ < INFO .> ボタンを押すたびに、表おお式 
び切り換わります。 



3再生を終了する 

♦ く囚> ボタンを巧すと再生び終了し、撮 
影準備状態に戻ります。 
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囚画像を再生する 


撮該情巧の内容 


露出補正量 
スト□ボ調光捕正量 


絞り数値- 


-画像プ □テク ト 


i —フオルタ'番号-画像番号 


• CF 力ード 


シャッター速度 • 


1/32014| 因-的曰 100-0006 な 


測光モード 


撮影モード- 


が 


-ヒストグラム 
(輝度/ RGB ) 


<13> 設定時の 
色温度数値- 
記錄画質- 


P 曲阳 -11/3 I 晒100— 

-520013 似 5. G 3 两13•日 • 0. 0 
m * i\l 2.20 MB a SRGB — 
6/138 2007/06/25 11:39:21- 


!- ピクチャースタイル 
/ 設定内容 


HSO 感度 


-色空間 
-撮影曰時 


画像ま号/- 
総記録画像数 


ホワイトバランス- 
ホワイトバランス補正量 


-オリジナル画像判定用 
データ付加 


’ファイルサイズ 


■ 


♦ 八イライト警告表おついて 

にュー [曰 = A イライト 警告表示]を [ずる] に設定すると、露出才一 
バーで白飛びした部分び点滅表おします。 階調を再現させたい部分び点 
滅しているときは、露出をマイナス補正して、もラー度撮影すると良し、 
結果び得5れます。 


♦ AF フレーム表示ついて 

メニュー [曰 =AF フレーム表玩 を [する] に設定すると、ピント合わせ 
を巧った AF フレームびホい枠で表示されます。なお、 AF フレーム自動 
選択のとさは、 AF フレームび複数同時に表示されることびあります。 
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囚画像を再生する 


• ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階調を確認でさる輝度 
表おと、色の飽和と階調を確認でをる RGB 表示びあります。表示の切り 
換えは、メニュー [曰 = ヒストグラム] で行し、ます。 


腿閣表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左：睛 
ち：明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げた 
グラフで、画像の輝度分巧を表しています。画面の 
中の r 暗い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げら 
れ、「明るい成分」ほどグラフのち寄りに積み上げ 
5れて表示されます。横軸の左端に積み上げられた 
成分は黒くつぶれ、ち端に積み上げられた成分は白 
<飛びます（八イライト）。そのほかの成分は階調 
び再現されます。再生画像とそのヒストグラムを見 
ることで、露出レベルの傾向と全体の階調を確認す 
ることがでさます。 


ヒストグラム例 



明るい成分びをい 


[ RGB ] 表示 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、ち：明）、縦軸に 
色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (ホ ） /G (緑）/巳 
清）別に色の輝度分布を表してしほす。画面の中の「暗く薄い色」ほど 
グラフの左寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフのち寄りに 
積み上げ5れます。横軸の左端に積み上げ5れた成分は色の情報びな<、 
ち端に積み上げられた色は飽和して階調びありません。 RG 日のヒストグ 
ラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバランスの傾向 
を確認することができます。 
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囚画像を再生する 


インデックス表示 



1 


インデックス表示にする 

♦ 画像を再生した状態で、く 因 •み> ボタン 
を巧しまず。 

今4枚インデックス表示になります。選択 
されている画像に青色の枠び付をまず。 
♦ もラー度 〈因 •み> ボタンを巧すと、白 
枚インデックス表示にな0ます。 


画像を選ぶ 

♦ <〇> を回すと青色の枠び移動します。 
• 1枚表示にするときは、〈み> ボタンを 
巧します。 


rto ジャンプ表示 

再生中の画像を飛ばして表示することびでさます。 

画像送りの設定 

画像再生中に < JUMP > ボタンを巧して〈類〉を回し、 [1 巧/10枚/100巧/1 
画面/撮影日]の中から、希望するジャンプ方法を選びまず。 

インデックス表示のときに画面単位でジャンプしたいときは、 [1 画面]を 
選びます。撮影した日の日付単位でジャンプしたいときは[撮影日]を選び 
ます。 

♦ 画像を再生した状態で〈巡〉を回しま 
す。 

♦ 設定した方法でジャンプ表示び行われ 
0 

吟画面ち下にジャンプ方法と、現在再生し 
てし'^る画像の位置び表おされます。 

再生位置 
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囚画像を再生ずる 


み/み 拡大表示 



拡大表示位置 


画像を拖大する 

♦ 画像を再生し、くみ〉ボタンを巧すと拡 
大表。 i します 0 

♦ くみ > ボタンを巧し続けると、最大] 0 
倍まで拡大します。 

♦〈 H •み〉ボタンを押すと縮小表示になり 
夫苗 0 

♦ 〈架〉を操作すると表示位置び移動しま 
す。 


SI • く巡〉、または〈妓〉を回ずと画撒び切り換わります。 
参撮影直後の画像表示中からの拡大表示はでさません。 


国画像回お 



[画像回転]を選ぶ 

♦ [日’] タブの 晒像回転！ を選び、〈毎)〉 
を巧します。 


画像を選んで回転させる 

♦ く巡〉' または〈段〉で回転する画像を 
選び、〈@〉を巧します。 

♦ <@>を押すたびに画像び回転します。 
♦ この操作を繰り返してほかの画像を回 

転ずることちでをます。 

♦ く MENU > ボタンを巧すと、終了して;>< 
ニューに戻ります。 


胃]回転した画像び、再生時に回転した向きで表示されないときは、メニュー[が縦 
位置画像回転表示]をはる〇国]に設定します。 
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囚画像を再生する 


I の I が" I 自動再を 

CF カードに記録されている画像を自動的に連続再生します。画像1枚の 
表示時間は約4秒です。 



[才ートプレイ]を選ぶ 

♦ [日;] タブの [才ートプレイ] を選び、<@> 
を押します。 

蜂オートプレイ画面になりまず。 

自動再生する 

今[画像読み这み 中…] び数秒間表おされたあ 
と、自動再生び始まります。 

♦ 自動再生を一時停止したいとさは、 
〈毎)〉を巧します。 

♦ 一時停止中は画像の左上に [ II ] び表示 
されます。もう一度〈@〉を巧すと、自 
動再生を再開します。 


自動再生を終了する 

♦ < MENU > ボタンを押すと、自動再生び 


終了しメニューに戻ります。 



H • 一時停止中に〈爲> を回すと、画撒び切り換わります。 
♦ 自動再生中、オートバワーオフは機能しません。 

♦ 画像により、表示時間が異なる場合びあ0ます。 
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囚画像を再生ずる 


画像をテレビで見る 

付属のビデオケーブルを使用すると、撮影した画像をテレビなどで見るこ 
とびでさまず。接続するとさは、カメラとテレビの電源を切った状態で巧つ 
て < ださい。 



カメラをテレビに接続する 

♦ カメラの端子カバーを開さまず。 

♦ カメラの 〈' ll ■ミが〉ビデオ出力端子と、テ 
レビのビデオ入力端テを付属のビデオ 
ケーブルで接続します。 

♦ ケーブルのプラグを根元までしっかり 
と差し込みます。 


y テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えをビデオ入力にする 

3カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 



<囚> ボタンを巧す 

画像びテレビに表おされます（液晶モニ 
ターには何ち表示されません)。 

♦ 見終わった5、力;><ラの電源スイッチを 
< OFF > にして、テレビの電源を切って 
から、 ビデオケープルを取りがします。 


W ♦ テレビ方式と異なるビデオ出力ち式を設定すると、画像が正しく表示されま 
せん。そのときは、；><ニユー[がビデオ出力ち式]で方式を切り換えてください。 
• 付属のビデオケーブル料外は使用しないでください。画像が表おされないこ 
とがお0ます。 

胃]使用ずるテレビ（モニター）により、表示内容の一部が欠けて表示されることが 
あ0ます。 
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MENU 


撮影画像を巧護（プ□テクト）する- 


大切な画像を誤って消さないよラに、プ□テクトをかける〔保護する）こ 
とびでさます。 



[画像プ□テクト]を選ぶ 


♦ [曰]タブの[画像プ□テクト]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

-► プ□テクト画面になります。 


プ□テクト表示、 プ□テクトをかける 

♦ <〇>を回してプ□テクトをかける画像 
を選び、〈@〉を巧します。 

今プ□テクトび設定されると、画面の上に 
〈因〉び表示されます。 

♦ もう一度〈愛)〉を巧すと、プ□テクト 
び解除されく因> び消えます。 

♦ ほかにプ□テクトをかけたい画像びあ 
るときは、手順3を繰り返します。 

♦ く MENU 〉 ボタンを巧すと、画像プ□テ 
クトび終了しメニューに戻ります。 



胃] • フロテクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去できません。画像を消 
去するときは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画像にプ n テクトをかけてから全画像消ま （ P .122) を巧ラと、プ〇 
テクトをかけた画像切がはすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するとさに便利です。 
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f 画像を消去する 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去した0、まとめて消去することびでさま 
す。なお、プ□テクト （ P .121) をかけた画像は消去されません。 

か消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないよラプ n テクトをかけてく 
ださい。 


1巧ずつ消去 


1消去したい画像を再生する 

2 〈雨> ボタンを巧す 

♦ 画面の下に消去;>< ニューび表示されま 
す。 

3消去する 

[消去]を選び〈@〉を巧すと、表おさ 
れている画像び消去されます。 




mm チェック<>/>を付けてまとめて消去 

消去したい画像にチェックを付けて、まとめて消去することもできます。 
；><ニュー [ゴ 画像消封で[選 巧して 消封を選びます。〈@〉で消去したい 
画像に 〈 vO を付けたあと、く！>ボタンを押します。 

HD 力ード巧を画像消去 

メニュー [曰’ 画像消 ま] で [力ード内•を 画像]を選ぶと、仁 F カード巧のす 
ベての画像び消去されます。 
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画像再生に関する機能の設定をを更する- 

msss お晶モニターの明るをを調碧ずる 

液晶モニターび見やすいよラに、明るさを調整することびでさます。 


わ 別■い1 ’ 

[1? 晒ホ田^^ BSSE 引 

|sioCiT^^Hj2Q2SiEBEI 


[液晶の明るさ]を選ぶ 

♦ [が]タブの施晶①明るさ]を選び、<@> 
を巧します。 



明るさを調整する 

♦ グレーチヤートを参考にして、〈慰〉を 
回して調整し、〈@〉を巧します。 


31撮穀した画像の露出を確認するとさは、ヒストグラム （ P .11 目）で確認ずること 
をおすすめします。 


mm 撮影直をの画像表示時間を設定ずる 

撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定することび 
でさます。撮影画像を表示したままにするとをは[ホールド]、撮影画像を表 
おしないよラにするときは[切]に設定します。 


陌 T 巧み如誦誦麵〇 



i 切 I 


が I 


做 ■* の amf が 

.がす 

;ホー ルド 


1 

1 


[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

• [ o ’] タブの[撮影画像の確認時間]を選び、 
〈毎)〉を押します。 

時間を設定する 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈@>を押 
します。 


胃![ホールド]に設定すると、才ートパワーオフの設定時間まで表ちされます。 
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画像再生に関する機能の設定を変更する 


縦位置撮霖画像の回拓表おについて設定ずる 


縦位置で撮影した画像は、カメラで再生 
するとさや、パソコンの画面で見るとさに、 
被写体び横向きで表おされないよラに、自 
動回転して見やすい向さで表示されます 
び、この設定を変更することびできます。 



1[縦位置画像回転表示]を選ぶ 

• [の’] タブの [織位置画像回転表示] を選び、 
<@>を巧します。 



回酷表示を設定する 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈@〉を押 
します。 


[する〇国] 

力;ラで再生するとをと、パソコン画 
面で見るとさに、自動回転させたいと 
さ 


[する国] 

パソコン画面で見るとさだけ自動回 
転させたいとさ 

[しない] 

自動回転させた<ないとさ 


W [しない]で撮嚴した画像は、[ずる]に設定して再生しても、自動回転表示されま 
せん。 

胃 ♦ 撮穀直後に表示される画像は自動回転表示されません。 

♦ 力方ラを上や下に向けて撮影すると、正しく自動回転表示されないことがあ 
0ます。 

♦ バソコン画面で自動回転しないとさは、使用しているソフトウェアび回転表 
示に対応していません。付属ソフトウエアの使用をおすすめします。 
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撮像素子の清掃 


このカメラは、撮像素子の前面（□ーパスフイルター）に付い 
たゴ S を自動的に取り除く、セルフクリーニングセンサーユニッ 
卜を搭載しています。 

また、ダストデリートデータ（ゴ S 消し情報）を画像に付加す 
る機能により、除去しをれなかったゴミを、付属のソフトウェア 
(Digital Photo Professional ) で、自動的に消去することがで 
をます。 


ゴミやほこりについて、普段か 6 iU 下のことにミ主意してください 

♦ レンズの交換は、ほこりの少ない場所で素早く巧ラ。 

• レンズをがしてカメラを保管するとさは、ボディキヤッフを必ず力方 
ラに取り付ける。 

♦ ボディキャップは、づミやほこりを落としてからカメラに取り付ける。 


胃]セルフクリーニングセンサーユニットのイ乍動中でち、シャッターボタ 
ンを半巧しすると、清掃作業び中止され、すぐに撮影することびでさま 
す。 








MENU 


撮像素子の自動清掃 


このカメラは、電源スイッチをく ON / 一*〉にしたときと、く OFF > にし 
たとをに、撮像素モ前面に付いたづ S を自動的に取り除く、セルフク U — 
ニングセンサーユニットび作動するよラになっています（所要時間約1 
秒）。通常はこの機能を意識するお要はありませんび、任意に作動させたい 
とさや、このユニットを作動させたくないとさは、次のよラにします。 


巧意に作動させて清掃ずる 

1[センサークリーニング]を選ぶ 

• [巧:] タブの[センサーク IJ — ニング]を選 
び、〈霞)> を巧します。 


2 [今ずぐクリーニング b ] を選ぶ 

♦ <〇> を回して[今ずぐクリーニング .* D ] 
を選び、〈赁)〉を押します。 

♦ ；><ッセージ画面で [0 K ] を選び、〈毎)〉 
を巧します。 

-► クリーニング中を示す画面び表示され、 
清掃び巧われます。途中、シャッターの 
作動音びしますび、撮影は行われませ 
ん*。 



H • 任意作動による清掃所要時間は、約2.已秒です。 

♦ 効果的なゴ S の賺去を巧ラため、机の上などにカメラを垂直に置いて清掃し 
て < ださい。 

♦ 何度ち繰り返して清掃を行ってち、効果は大さく変わりません。清掃終了直 
後は、 [今すぐクリーニング .’ D ] び一時的に選べなくなります。 


自動清掃を巧わないよラにずる 

♦ 手順3で[自動クリー ニ ング . b ] を選び、[しない]を選びます。 

時電源スイッチを 〈 ON / 一《> にしたときと、 〈 OFF 〉 にしたときに、清掃 
び行われなくなります。 
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mm ゴミ消し情報を画像に付力 D する® ■ 

通常は、セルフク U —ニングセンサーユニットで、画觀こ写り込む可能 
性びあるほとんどのづ S を除去することびでさます。しかし、除去でさな 
かったづミびある場合に備え、ゴミを消すための情報（ダストデ U- トデー 
夕）を画像に付加することびでさます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Digital Photo Professional で自動ゴミ消し処理を行うときに使われ 
よ g 0 

事前準備 

♦ 白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

♦ レンズの焦点距離を已日 mm 切上にする。 

♦ レンズのフオーカスモードスイッチをく MF> にして、無限遠（〇〇)に設 
定する。距離目盛のないレンズは、正面か b 見てフオーカスリングを時 
計方向に突き当たるまで回します。 


ダストデ y — トデータを取得する 

1[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 

♦ [Q;] タブの [ダストデリートデータ取得] を 
選び、〈@〉を押します。 



2 [0 K ] を選ぶ 

♦ 〈慰〉を回して [0K] を選び、〈霞)〉を 
巧すと、撮像素テの自動清掃び行われた 
あと、説明画面び表示されます。 


ストテリ-トテ-夕 I 谓 

»が1•きた弓シ r ジタ-ポタンち 
鋪ししてくだな、 









El 五のゴミ消し情報を画像に付加する® 


3真っ白な無地の被写体を撮影する 

♦ 20〜 30 cm の距離で、（模様などびな 
し'！) 真っ白な無地の被写体を画面いっぱ 
いに入れて撮影しまず。 

絞0優先 AE、 絞り数値 F22 で撮影され 
ます。 

♦ 画像は保存されませんので、 CF カード 
び入っていなくてちデータを取得する 
ことびでさます。 

撮影を行ラと、データの取得び始まりま 
す。取得び終わると、完了画面び表おさ 
れます。 

[0K] を選ぶと、ニューに戻りまず。 

♦ データび取得できなかったとさは、その 
内容の画面び表示されます。前ページの 
『事前準備』の内容を確認し、 [0K] を選 
んだあと、ちラー度撮影します。 


ダストデ y — トデータにごいて 

ダストデ U —トデータを取得すると、そのあとで撮影したすべての JPEG 
画像、 RAW/sRAW 画像にデータび付加されます。大切な撮影をするとさ 
は、撮影の直前にデータの再取得〔更新）を行ってください。 

なお、付属ソフトウェアによる自動ゴ S 消し処理については、ソフトウェ 
ア使用説明書 （CD-ROM) を参照してください。 

画像に付加されるダストデ U —トデータの容量はごくかさなちのですの 
で、画像のファイルサイズにはほとんど影響しません。 



W 未使用のコピー用紙など、必ず真っ白な無地の被写体を撮影してください。被写 
体に模様などびあると、その模様びゴ S 情報として言 S 録され、付属ソフトウェア 
使用時に、正常なづミ消し処理が巧われないことびあります。 
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MENU 


手作業で撮像素子を清掃する皿 ■ 


撮像素子の自動清掃で取りきれないゴ S やほこりびあったとさに、市販品 
のブ□アーなどを使用して、自分で清掃することびでさます。 

撮像素テは非常にデリケートな部品でず。直接清掃び必要なときは、でを 
るだけ別紙の修理受付窓□にお申し付けください。 

清掃を始める前にレンズを取り外してください。 


1[センサークリーニング]を選ぶ 

♦ [ rv =] タブの [センサークリーニング] を選 
び、<@>を巧します。 


它ンサーク IJ ーニンク 
白 B クリーニンク无> 

今•すぐ クリーニンブと> 


|2 


I なをぶ: 


手だ»てクリーニング 

ミラーアップします • 

手げ業でクリーニンクを巧つたあと， 
ta スイッチ定 < OFF > に 
してくだごい 

キでン它ル [ OK ] 


[手作業でクリーニング]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [手作業でクリーニング] を 
選び、〈@〉を押します。 


[0 K ] を選ぶ 

♦ <〇> を回して [0K] を選び、〈毎)〉を 
巧します。 

今一瞬の間をおいたあと、 S ラーび上び0 
シャッターび開さます。 

♦ 表おパネルに rCLEA nj び点滅します。 



4清掃を終了する 

♦ 電源スイッチを 〈OFF〉 にします。 


S 1• 電源には、 AC アダプターキット ACK-E2 (別売）の使用をおすすゆします。 
• 電池を使ラとさは、必ずフル充電した電池を使用して<ださい。なお、バッ 
テ U —グリップを装着して、その電源に単3お電池を使用しているとさは、手 
作業での撮像素子清掃はでさません。 
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BD 手作業で撮像素テを清掃する 


W • 清掃中は、絶対に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷するおそれがあります。 

•電源スイッチを < OFF > にずる 
-電池室ふたを開ける 
- CF カードス□ットカ A " —を開ける 

• 撮像素子の表面は非菌にデI」ケートな部分です。細むの注意をもって清掃し 
てください。 

• ブ□アーは、ブラシの付いていないをのを使用してください。ブラシび撮像 
素子に軸れると、撮像素子の表面に傷び付くことびあります。 

• ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないで<ださい。電源び切れ 
ると、シャッターが閉じ、シャッター幕やミラーを破損ずる原因となります。 

• 高圧の空気やガスを吹き付けて清掃しないでください。圧力により撮像素子 
び破損したり、吹さ付けたガスが凍結することで、撮像素テの表面に傷が付 
<ことびおります。 
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カメラダイレクトプリント/ 
撮影画像の印刷指定 


カメラとプリンターを直接つないで、 CF カードに記録されてい 
る画像を印刷することができます。 

このカメラは、ダイレクトプリント標準規格の 
r が PictBrid 呂巨」に対応しています。 


また、 CF カードに記録されている画像の中から、印刷したい画 
像を、あ6かじめ指定することもできます。 （ P .141) 

DPOF (印刷指定）について 

DPOF (Digital Print Order Format ) は、印刷したい画儘とその 
枚数などの印刷指定情報を、 CF カードに記録するための規格です。複 
数の画徹をまとめて一度に印刷したいとをや、指定した画像の印刷を写 
真店に注文する際に使います。 

鮮社 PictBridge ホームぺージについて 

キヤノン製のカメラとプ U ンターを接続したとさに、どのよラ 
な用紙び使用でさるかなどを、下記の弊社ホームページで確認ず 
ることがでさます。 

http://canon.jp/pictbrid 旨 e/ 


印刷の準備をする 

ダイレクトプリントの操作は、 カメラの液晶モニターに表示される操作画 

面を見なび5、 ずべてカメラ側で行いまず。 


カメラとプリンターを接続する 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF > に 
する 


y プリンターの準備をする 

♦ 詳し<はプ U ンターの使用説明書を参 
照してください。 

3カメラとプリンターを接続する 

♦ カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

♦ カメラ側を接続するとさは、プラグの 
〈啥〉マークび、カメラの前面に向くよ 
ラにして、 : h 乂ラの くみ〉端子に差し 
みます。 

♦ プ U ンター側の接続方法については、プ 
U ンターの使用説明書を参照して < だ 
さい。 

4プリンターの電源を入れる 

C カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 

る 

吟プリンターの機種により、電子音び「ピ 
ピッ」と鳴ることびあります。 
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印刷の準備をずる 



画像を再生する 

♦ <囚> ボタンを押します。 

画像び表示され、画面左上にプ I 」ンター 
び接続されていることを示すマーク 
くが〉び表示されます。 

今〈な〜〉ボタンのランプび青色に点打し 
ます。 


W ♦ rCP ダイレクト」または 「Bubble Jet ダイレクト」のみに巧応したプリン 
ターは使用でさません。 

• カメラとプリンターの接続には、付属のインターフェースケーブル料外は使 
用しないで < ださい。 

• 手順己で電子音が「ピーピーピー」と長く鳴ったとさは、プ U ンターに問題び 
発生しています。どのよラな問題び発生しているかは、次の操作で確認でさ 
ます。 

〈囚〉ボタンを巧して画像を再生し、次の操作を巧ってください。 

1. <@>を巧す 

2. 印刷設定画面で[印刷]を選ぶ 

液晶モニターにエラーメッセージび表示されます。 （ P . 1 40) 



胃] • このカメラで撮影した RAW / sRAW 画像ち印刷でさます。 

♦ カメラの電源に電池を使用するときは、フル充電してから使用してください。 

フル充電した電池で約7時間印刷でさます。 

• ケーブルを取0外すとさは、力方ラとプリンターの電源を切ってから、プラ 
グの側面を持って引いてください。 

• ダイレクトプ U ントを行うときは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK - E 2 (別売）の使用をおずずめします。 
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が印刷する — « 

使用ずるプリンターによって表示される内容や、設定でをる内容が異なり 

まず。また、設定そのちのびでをないことびあります。詳しくは、プリン 
ターの使用説明書を参照して < ださい。 

巧刷する画像を選ぶ 

♦ 液晶モニターの左上にくが〉び表示さ 
れていることを確認します。 

♦ <〇>を回して印刷する画像を選びま 
す。 


〈@>を}甲す 

-► 印刷設定画面になります。 



印刷設定画面 




り JL 巧 
フォト 
巧フチなし 


0切 
曲1巧 

トリミンブー 

キヤン它ルー¬ 
巧田 


I 


設定されている巧紙のサイズ、 


印刷効果を設定します （ P .136) 

-曰付や画像番号を入れて印刷ずるかどラか 
- I を設定します 
何枚印刷するかを設定します 
-印刷範囲を設定します （ P .139) 

用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
します 

-手順1の画面に戻ります 
印刷を開始します 

タイプ、レイアウトの|睛報が表示されまず 


* プリンターの機種により、日付/画像番号 EP 刷やトリミングなど、一部の設定項目 
び選択でをないことがあ0ます。 



[用紙設定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して拥紙設定]を選び、〈毎)〉 
を押します。 

-► 用紙設定画面にな0ます。 
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r ( 印刷する 


の 用紙サイズの設定 



敷用紙タイプの設定 



♦ 〈憩〉を回してプリンターにセットされ 
ている用紙のサイズを選び、〈毎)〉を巧 
します。 

吟用紙タイプの設定画面になります。 


♦ 〈憩〉を回してプリンターにセットされ 
ている用紙のタイプを選び、〈@〉を巧 
しぶ 0 

♦ キヤノン製プリンターで、純正用紙を使 
ラとをは、プ1」ンターの使用説明書で使 
用でをる用紙を確認してください。 

-► レイアウトの設定画面になります。 


曠レイアウトの設定 


巧 A I 

フチあ y 

フチあり ti 

脱鮮 


レイアウト 


♦ 〈憩〉を回して印刷レイアウトを選び、 
〈毎)〉を巧します。 

今印刷設定画面に戻ります。 


フチあり 

巧紙のまわりにを白をつけて印刷します。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷できないプ 

U ンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチち 0 H 

L サイズな上の巧紙の余白に撮影情報*を印刷します。 

XX 面配置 

用紙1枚に画像をルさく、2/4/8/9/16/2日画面印刷します。 

吕〇面配置 H 
35面配置 H 

□POF で印刷指定した画像を2日画像、または3已画像単位で、 A 4 ヴ 
イズの用紙に縮小印刷します。 

-に0面配置 H ] では、画像の横に撮影情報*、画像の下に画像ま号と 
曰付**を印刷します。 

-に5面配置 H ] では、画像の下に画像ま号、日付**を印刷します。 

標準設定 

キヤノン製プ U ンターでは、「フチなし」で印刷されます。 


‘ Exif 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャッター速度、絞り数値、 
露出補正量、 ISO 感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 

‘*手順曰 （ P .137) の〈な〉曰付/画像番号印刷の設定によります。 
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r ( 印刷する 



巧刷効果を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。 

♦ <〇> を回して画面ち上の項目を選び、 
<@>を押します。 

♦ く HI 面！>の横に〈国> び表示されてい 
るとさは、印刷効果の調磬を巧ラことち 
でさます。 （ P .138) 

♦ 続けて〈〇> を回して印刷効果を選び、 
〈霞)〉を巧します。 


項目 

巧刷内容 

因切 

印刷特性は「入」と同じです。自動補正は行われません。 

因入 

プリンターの標準色で印刷されます。画像の Exif 情報を活用して、 
自動的に補正び巧われます。 

因 VIVID 

ミ毎や空の青、植物の緑などび、いっそラ色鮮やかに印刷されます。 

因 NR 

画像のノイズ1を減姐理び行われて印刷されます。 

B/W 白黒 

純黒調の白黒で印刷されます。 

B/W を黒調 

クールな印象の青っぽい（を黒調）白黒で印刷されます。 

B/W ミ晶黒調 

温かい印象の黄色っぽい（温黒調）白黒で印刷されます。 

〇ナチュラル 

画像本来の色やコントラストを生かした印刷び行われます。自動色 
調整は巧われません。 

〇ナチュラル M 

印刷特性は「ナチュラル」と同じです。「ナチュラル」よりち細か 
い印刷調整を巧ラことびできます。 

因標華設定 

プリンターの機種により印刷内容び異なります。プリンターの使用 
説明書を参照してください。 


表示される内容は、プリンターの機種により異なりまず。 

印刷効果を変えると、その内容が画面に反映されまず。なお、実際の印刷結果とは異 
なる場合がありますので、目をとしてご覽ください。13日ページの[日月るさ補正]と 
[レベル補正]ら同様です。 
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ベ 印刷する 




R フオト キ V ンたル 

0フチなし m 


R フオト キ1»ンむル 

苗フチなし m 


6 


曰付/画像番号が刷を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。 

♦ <〇> を回して〈を〉を選び、〈@〉を 
巧します。 

♦ <〇> を回して印刷内容を選び、〈@> 
を巧します。 


巧刷枚数を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。 

♦ <〇> を回して〈印〉を選び、〈@〉を 
押します。 

♦ <〇> を回して印刷枚数を選び、〈@> 
を巧しまず。 



巧刷する 

♦ <〇> を回して[印刷]を選び、〈@〉を 
押します。 

今くな〜〉ボタンの青いランプび点滅して、 
印刷び開始されます。 


胃 • 同じ設定で別の画像を印刷ずるときは、画像を選んで、青いランプび点灯し 
た〈な W〉 ボタンを巧すだけで「かんたん印刷」ができます。なお、1枚ず 
つの印刷で、トリ S ングの設定は反映されません。 

♦印刷効果などの選択肢にある[標華設定]は、プ U ンターメーカーが独自に設 
定する印刷巧容のことです。[標準設定]の内容については、プ U ンターの使用 
説明書を参照してください。 

♦ 印刷する画撒のファイルサイズや記録画質により、[巧刷]を選んでから実際 
に印刷び始まるまで、しばらく時間びかかることがあ0ます。 

• r 画像の角度補正」 （P.13 目）を行うと、印刷に時間びかかることびあります。 

♦ 印刷を途中で中止するとさは、[中止]が表示されている間に〈蟹)〉を巧して 
[0 K ] を選びます。 
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ベ 印刷する 


国印刷効果の調整について 



国 畑 枝 巧 

〇 ナチユラ n/u 

巧るご,ご D . .6..0 

レペル报 

切 

A 巧る く HUE 

切 

巧目《正 の 


136ページの手順4で項目を選び、 
〈IE 应1> の横に〈国〉び表示されていると 
さに、く INFO.〉 ボタンを押すと、印刷効果の 
調整を行ラことびでをます。調整でをる（表 
おされる）内容は、手順4の選択内容により 
異なります。 


• 明るさ補正 

画像の明るさを調整することびでさます。 

• レベル補正 

[手動]を選ぶと、ヒストグラムの分布を変更し 
て、画像の明るさとコントラストを調藍すること 
びでをまず。 

レベル補正画面でく INFO.〉 ボタンを巧すと、く咖> 

の位置び切り換わります。く韓〉を回すと、シャ 
ドウレベル（日〜127).；バライトレベルり28 
〜2日日）を任意に調藝することびでさます。 

♦ 击明るく補正 

逆光などで被写体の顔び暗くなった画像で効果的でず。[入]に設定す 
ると、顔び明るく印刷されます。 



• 赤目補正 

スト□ボ撮影で被写体の目び赤くなった（赤目現象び発生した）画像 
で効果的です。[入]に設定すると、目の赤みび緩和されて印刷されまず。 


SI • 明るく補正]と[赤目補正]の効果は、画面で確認できません。 

♦ [詳細設定]を選ぶと、[コントラスト]拒の薦さ][色あしリ[カラー A’ ランス]の調整 
を選ぶことびできます。なお、[カラーバランス]の調整は、〈酱〉で行います。 
B はブルー、 A はアンバー、 M はマゼンタ、白はグ U- ンの意味です。移動方 
向寄りの色に補正されます。 

♦ [初期化]を遇ぶと、設定した印刷効果の内容がずベて初期状態に戻ります。 
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ベ 印刷する 


卜 US ング（印刷節囲）の設定 



画像を部分的に拡大したり、構図を変え 
たよラな感じで印刷することびでさます。 
トリ S ングの設定は、印刷ずる直前に行っ 
てください。卜 U ミングを行ったあとで印 
刷設定の内容を変更すると、トリミングの 
再設定び必要になることびあります。 


1印刷設定画面で[トリミング]を選ぶ 

2 トリミング巧の大きさ、位置、縦横を設定する 

♦ 枠で囲まれた範囲び印刷されます。枠の形がは、[用紙設定]の設定で 
変わります。 

巧の大きさを変える 

〈み〉〈因•み〉ボタンを巧すと、巧の大きさび変わります。枠をル 
さくするほど拡大して印刷されます。 

巧を移動する 

くを〉を操作すると、枠び上下左ちに移動します。好みの構図にな 
るよラに枠を移動します。 

梓を回転する 

く INFO .〉 ボタンを押すと、枠び縦長、横長に変わ0ます。横位置で 
撮影した画像を、縦位置で撮影したよラに印刷することもでさます。 

画像の角度を補正する 

<〇> を回すと、0.已度単位±]日度の範囲で画像を回転させること 
びできます。回転を巧うと、〈簾な〉び青色に変わりまず。 

3 <贷)> を巧してトリミングを終了する 

-► 印刷設定画面に戻ります。 

♦ 印刷設定画面の左上で印刷範囲を確認することびできます。 
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が印刷する 


W ♦ プリンターの機種により、枠のとおりに印刷されないことがあります。 

♦ 枠をルさくするほど印刷の画質が粗くなります。画質が粗くなるとさは、枠 
び赤く表示されます。 

♦ トリミングは、液晶モニターを見ながら行ってください。画像をテレビに表 
示しなびら卜 U ミングを行ラと、枠び正しく表示されないことびあります。 

SI プリンターエラー発生時の操作について 

プI」ンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解決したあと、[続 
巧]を選んでち印刷が再開されないとさは、プ1」ンター側を操作して印刷を再開 
して<ださい。印刷の再開ちまについては、プI」ンターの使用説明書を参照して 
ください。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題び発をしたときは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージが表 
示されます。〈赁)> を巧して印刷を中止し、問題を解ましてから再度印刷してく 
ださい。プI」ンターの問題解決ちまについては、プI」ンターの使用説明書を参照 
して < ださい。 

用紙エラー： 

用紙び正しくセットされているかどラか確認してください。 

インクエラー； 

インク残量や、インク吸収体の状態を確認してください。 

A- ドウェアエラー: 

用紙、インクしがが D 問題が発をしていなしめ、確認してください。 

ファイルエラー： 

選択した画像は円 ctBrid 巨 e で印刷できません。別のカメラで撮影した画像や、 
パソコンに取り込んで加工した画像は、印刷できないことがあります。 
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A 画像を印刷指定する / DPOF — 

印刷タイプや日付、画像ま号の入/切といった印刷内容の設定を行し、ま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に対して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 


印刷内容を設定ずる 



[巧刷指定]を選ぶ 

[な]タブの刚刷指赶を選び、〈资)> 
を巧しまず。 



[設定]を選ぶ 

♦ 〈憩〉を回して閣赶を選び、〈愛)〉を 
巧します。 


3項目の内容を設定する 

♦ 脚刷タイプ]旧付]晒像番号]の内容を 
設定します。 

♦ 〈憩〉を回して項目を選び、<@〉を巧 
しま9 0 

♦ 続けて〈憩〉を回して内容を選び、 <©> 
を巧しまず。 


[印刷タイス 


旧优 [画像番号] 
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画像を印刷指定ずる/ DPOF 


印刷タイプ 

0 

スタンダード 

用紙 1 枚に1画像を印刷します。 

命 

インデックス 

用紙 1 枚に縮ル画像を複数印刷します。 

廚 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮霖画像に記録されている曰付情報を入 
れて印刷します。 

切 

画像ま号 

入 

[入]にすると、画像ま号を付けて印刷します。 

切 


4設定を終了する 

♦〈 MENLO ボタンを押します。 

-► 印刷指定画面に戻ります。 

♦ 次に印刷指定画面の[画像選 巧][を 画像] 
で、印刷する画像を指定します。 


W ♦ 旧优陋橡番号]を [入]にしても、印刷タイプの設定や、プ U ンターの機種 
にぶ0、印刷されないことがお0ます。 

• 印刷ずるときは、印刷指定を行った CF カードを使用してください。画像デー 
夕だけを CF カードから抜さ出して印刷すると、指定した内容で印刷できませ 
ん /。 

♦ DP 日 F 対応プ U ンターの機種や、写真店の機器により、指定内容び反映され 
ないことびあります。プリンターの場合は、プ U ンターの使用説明書を参照 
してください。写真店の場合は、事前にお店に確認してください。 

• ほかの力方ラで印刷指定した画撒を、このカメラに入れて再度印刷指定しな 
いでください。印刷指定されている内容が、意図せずにすベて書き換えられ 
ることがあります。また、画像の種類により、印刷指定でさないことがあり 
ます。 


胃] ♦ RAW/sRAW 画像は印刷指定でさません。 

♦ [インデックス] では、 旧巧] と [画像番号] を同時に [入] にできません。 
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画像を Ef ] 刷指定する/ DPOF 


印刷ずる画像を指定する 

画像を1枚ずつ選んで指定します。 

〈因 •み〉ボタンを押すと、3画像表示に 
なります。〈み〉ボタンを巧すと、元の表 
おに戻りまず。 

指定び終わった5、く MENU ) ボタンを巧 
すと、指定した内容び CF カードに保存され 
ふ9 0 


参画像選択 




指定枚数 総指定枚数 


[スタンダード][両方] 

〈毎)〉を巧すと、表示されている画像び 
1枚印刷指定されます。続けて〈〇〉を回 
すと、その画像の枚数指定を最大99枚にす 
ることびでさます。 


r • 巧 S 

チェックマ 


S 口、面1 

-夕1 


インデックス7—ク 


[インデジクス] 

〈毎)〉を押すと、表示されている画像び 
インデックス印刷用の画像として指定さ 
れ、画面左上に 〈 vO び付さます。 


♦ 全画像 

指定を選ぶと、 CF カードに記録されている すべての 画像び、 ] 画像] 
枚で印刷指定されます。なお、解除を選ぶと、カード内の印刷指定びず 
ベて 解除されます。 


W • 全画像指定を巧ってを、 RAW/sRAW 画撒は印刷指定されません。 

• 円 ctBrid 呂 e で印刷ずるときは、一度に印刷指定ずる画像の数を、4日日画像政 
下にしてください。それな上指定すると、ずべての画像を印刷でさないこと 
がおります。 
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け印刷指定画像のダイレクトプリント 



印刷指定した画像を、円 ct 日 rid 邑 e 対応の 
プ U ンターで簡単に印刷することびでさま 
す。 


1巧刷の準備をする 

♦ 132ページを参照してください。 

『カメラとプリンターを接続する』の手順日まで行いまず。 

1 [日’]タブの[巧刷指定]を選ぶ 

3 [印刷]を選ぶ 

♦ [印刷]は、カメラとプリンターび接続され、印刷でさる状態になって 
いないと表示されません。 

4 [用紙設定]の巧容を設定する （ P .134) 

♦ 印刷効果（口.13日）は必要に応じて設定します。 

5 [0 K ] を選ぶ 


W ♦ 印刷するとさは、必ず用紙ヴイズの設定を巧って<ださい。 

♦ プ U ンターの機種により、画像ま号び印刷できないことがあります。 

♦ [フチあ D] にすると、プ1」ンターの機種により、曰付がフチにかかることびあ 
0ます。 

♦ 日付の背景び明るいときや、背景びフチのとさは、プリンターの機種により、 
曰付び薄く印刷されることがあります。 

胃! ♦ [レベル補正]の[手動]は選択できません。 

♦ 印刷を中止したあとに、残りの画像を印刷するとさは、[再開]を選びます。た 
だし;欠のとさは、印刷の再開はでさません。 

-再開する前に印刷指定の内容を変更したり、指定した画像を削除したとさ/ 
インデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更したとき/印刷を中断し 
たときに、 CF カードの空さ容量びかなかったとき 
• 印刷中に問題び発生したとさは、14日ページを参照してください。 
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10 

撮影画像の 
パソコンへの面送 


CF カードに記録されている画像の中か6、パソコンに保存した 
い画像を選び、カメラを操作して画像をパソコンに直接乾送する 
ことがでさます。 


あ5かじめ付属のソフトウエア 

(EOS DIGITAL Solution Disk 
/CD-ROM) をパソコンにインス 
I -ールしておけば、パソコンを操 
作せずに、簡単に画像を乾送して 
保存することがでさます。 



参付属ソフトウェアのパソコンへのインストール方法については、別紙 
のに D-R0M ガイド」を参照してください。 

♦ バソコンを操作して、 CF カードに記録されている画像を取り込みたい 
ときは、 r ソフトウェア使用説明書」 （CD-ROM) を参照してください。 








展パソコンに画像を拓送する— 

( I カメラとパソコンを接続する前に、必ず付属のソフトウェアに 0 S 
DIGITAL SolutionDisk / CD - ROM ) をパソコンにインス I -- ルして 
<ださい。 


画像括送の準備 



2 


カメラとパソコンを接続する 

♦ カメラの電源を切0、力ラに付属のイ 
ンターフェースケーブルで接続します。 
♦ カメラ側を接続するとさはプラグの 
〈啥〉マークび、カメラの前面に向くよ 
うにして、カメラのく呼〉端子に差し 
込みます。 

♦ パソコンの US 己接続部にプラグを差し 
込みます。 

カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 


♦ パソコンに、プ□グラムを選択する画面 
び表示されたときは 、 [EOS Utility ] を選 
びます。 

カメラの機種を選択する画面び表おさ 
れたとをは、このカメラの名称を選びま 
す。 

吟パソコンに [EOS Utility ] の画面び表示 
され、カメラの液晶モニターにダイレク 
卜転送の画面び表示されます。 


W ダイレクト転送画面表示中は、撮影でさません。 


园 ♦ [EOS Utility] の画面が表示されないときは、「ソフトウェア使用説明書」に □- 
ROM) を参照してください。 

• ケープルを取り外ずときは、カメラの電源を切ってから、プラグの側面を持つ 
て引いてください。 
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恆*パソコンに画像を転送ずる 


パソコンに画像を送る 

パソコンに転送した画像は、撮影曰ごと 
に分けられて、[マイピクチャ]フオルダ 
( Windows ) 、 または[ピクチャ]フオルダ 
( Macintosh ) に保存されます。 

項目を選んでくな〜〉ボタンを巧すと、 
〈な〜;)ボタンの青いランプび点滅して画像 
転送を開始します。 

転送び終わると青いランプび点なします。〈なへ^>ボタンの代わりに〈@> 
を巧しても画像転送を行ラことびでさます。 


もタイレクト625 田 

を 面 It 
がを田！ 

巧 B 巧お M 
函 gtSil んでち巧 
バソコンの WR 


♦ 全画像 

CF カードに記録されているすべての画像を転送します。 


♦ 未転送画像 

パソコンに転送されていない画像をカメラび自動的に選んで転送し 
ふ9 〇 


♦ 送信指定画像 

パソコンに送る画像を指定して、まとめて転送します。 （ P .148) 


画像を]枚ずつ選んでパソコンに転送し 
ます。終了するとをは、 〈 MENU 〉 ボタンを 
巧します。 


■ 

♦ パソコンの背景 

画像を選んで転送すると、パソコンのデスクトップ画面の背景（壁紙） 
として表示されます。終了するとさは、く MENU > ボタンを押します。 



W • 画像転送中は、インターフェースケーブルを取り外さないでください。 
参 RAW/sRAW 画像は、壁紙として転送でさません。 
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恆*パソコンに画像を転送する 


晒四パソコンに送る画像を指定ずる 



[な]タブの瞄信指定]で、パソコンに 
転送する画像をあ5かじめ指定することび 
でさます。 

前ページで[送信指定画像]を選ぶと、送 
信指定した画像を転送することびでさま 
す。 


画儘を]枚ずつ選んで指定します。〈毎)〉 
を押すと、表示されている画像び指定され、 
画面左上にく^/>び付さます。 

指定び終わったら、く MENU 〉 ボタンを押 
すと、指定した内容び CF カードに保存され 
よ 9 〇 

• 全画像 

指定を選ぶと、 CF カードに記録されているすべての画像び送信指定さ 
れます。なお、解除を選ぶと、カード內の送信指定びすべて解除されます。 



W ほかのカメラで送信指定した画像を、このカメラに入れて再度送信指定しないで 
ください。送信指定されている内容び、意図せずにすベて書き換えられることが 
あります。また、画像の種類により、送 f 言指定でさないことがあります。 

SI • 記録画費 RAW+JPEG、 または sRAW+JPE 白で撮穀した画像を送信指定する 
と、 "1 枚"としてカウントされます。ダイレクト転送を巧うと、 RAW/sRAW 
画像、 JPEG 画像とわにバソコンに転をされます。 

♦ 9目日画像し：^1を一度に転送ずるときは、ダイレクト転送画面で[全画像]を選 
んでください。 
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カメラをカスタマイズする 


カスタム機能でカメラの機能を細かく変更することがでをま 
す。また、現在使用しているカメラの設定内容を、モードダイヤ 
ルの〈田〉、〈田>、〈困〉に登録することができます。 

なお、この章で説明する機能は、応用撮影ゾーンで設定、機能 
します。 



MENU 


カスタム機能の設定方法^ — 


Fnn；n 

C . 扣田:が • ドライフ 
じ PnW : 操巧•その巧 
カスタム WII ( C . Fn)—J 


2 


[な] を選ぶ 

♦ く巡〉を回して[な]を選びます。 

グループを選ぶ 

♦ <〇> を回して C.Fn I 〜 IV のいずれかを 
選び、〈@〉を巧します。 



カスタム機能番号を選ぶ 

♦ <〇>を回して設定ずる機能番号を選 
び、〈霞)> を巧します。 


設定を変更する 

♦ <〇> を回して設定内容谣哥を選び、 
<@>を巧します。 

♦ 手順2〜4を繰り返して、そのほかの力 
スタム機能を設定します。 

♦ 画面の下に並んでいる番号で、設定状態 


を確認することびでさます。 


5設定を終了する 

♦ く MENU ) ボタンを巧します。 
-► 手順2の画面に戻ります。 


カスタム機能の設定をずべて解除ずるときは 

手順2で访 スタム 機能 (C.Fn) -mm を選ぶと、設定されているカスタ 
ム機能びすべて解除されます。 


胃]カスタム機能の一括辭除を行っても、 C . FnIV - 已[フオーカシングスクリーン]の設 
定内容は保持されます。 
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mm カスタム機能の設定ちま 


カスタム機能一覧 


C.Fn I :露出 



麗出設定ステップ 

吕 

ISO 感度設定ステップ 

3 

ISO 感度拡張 

4 

プラケティング自動解除 

已 

ブラケティング順序 

6 

セイフティシフト 

7 

Av モード時のスト□ボ同調速度 


C.Fn II :画像 


1 

長秒時露光のノイズな減 

吕 

高感度撮影時のノイズ低減 


3 高禪度側-階調優先 


C.Fn ill : AF - ドライブ 



冉 F 測距不能時のレンズ動作 

2 

レンズ- AF ストッフボタンの機能 

3 

冉 F フレーム選択方法 

4 

スーパーインポーズの表示 

已 

冉 F 浦助光のお光 

6 

ライプビュー撮影中の AF 

7 

ミラーアップ撮影 


C.Fn IV : 操作.その他 


1 

シャッター/ AF - ON ボタン 

2 

冉 F - ON / AEa ックボタン入替 

3 

撮影時の SET ボタン 

4 

Tv / Av 値設定時のダイヤル回転 

已 

フオーカシングスクリーン 

已 

オリジナル画像判定用データの付加 

7 

ライブビュー露出シミュレーション 



S1 ま号に a び付いたカスタム機能は、ライブビュー撮露時は機能しません（設定 
が無効となります)。 C.Fn 川 -2 は、「2.己」のみ有効です。 
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MENU 


C.Fn I -3 旧 0 感度拡張 


しない 

ずる 

ISO 感度を設定するとさに、侶03200相当 「 H 」 び選択でさるよラにな 
0ます。 


カスタム機能で巧更でをる内容 ■ 

カスタム機能は、機能ごとに4つのグループ （「 C.Fn I :露出丄に . Fn II : 
画像」、に Fn III : AF ‘ドライブ」、に . Fn IV :操作-その他」）に分類され 
ています。 


C.Fn I :露出 


C.Fn 1-1 露出設定ステッフ 


0:1 /3段 
1:1/吕段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正、冉 EB などの設定ステップ 
を]/2段ステップにすることびできます。1/3段ステップの設定では細か 
すざるといラとをに有効です。 



0:1 /3段 
1:1段 


〇1 
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mm カスタム機能で変更でさる巧容 


C.Fn I -4 ブラケティング自動解除 


0 :ずる 

電源スイッチく OFF >、 カメラ設定初期化を行うと、冉 EB 、 WB - BKT の 
設定が解除されます。また、スト□ボ充電（完了）で AE 日の設定び觸除さ 
れます。 

1:しない 

電源スイッチく OFF > を行ってち、冉 EB 、 W 巨-日 KT の設定び解除されな 
いよラになります。（スト□ボ充電完了で AEB は一旦辭除されますび、設定 
した AEB レベルは記憶されています。） 


C.Fn I -5 ブラケティング順序 


AE 巨の撮影順序と、ホワイトバランスブラケティング摄款時の画像の記録順 
序を変更することびでをます。 

0 : 0一 一-► + 

1 : -- ► 0 - + 


AEB 

WB プラケティング 

B / A ち向設定時 

M / G ち向設定時 

己 

標準露出 

0 

基準ホワイトバランス 

0 

基準ホワイトバランス 

- 

マイナス補正 


ブルー寄りに補正 


マゼンタ寄りに補正 

+ 

プラス補正 

+ 

アンバー寄りに補正 

+ 

グ I 」ーン寄〇に補正 


C.Fn I -6 セイフティシフト 


0 :しなし、 

1:ずる （ Tv / Av 値） 

シトッター優先 AE ( Tv ) 、絞り優先冉 E CAv ) 撮影時に機能します。被 
写体のおるさび急に変化して、設定したシャッター速度、絞り数値び不適 
切になってを、設定値を自動的に変更して適正露出にします。 


C.Fn I -7 Av モード時のスト□ボ同調速度 


0 :自動 

1:1/2己0秒固定 

絞り優先冉 E モードでのスト□ボ撮影で、シャッター速度を1/2已〇砂に 
固定します。（夜景などを背景にした暗い場所で撮影すると、被写体の背景 
び暗 < なります。） 
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El 五のカスタム機能で変更でさる內容 I® 


C.Fn II -2 高感度撮影時のノイズ低減 


しない 

ずる 

画儘に発生するノイズを低減します。すべての ISO 感度で作動しますび、 
特に高 ISO 感度撮影時に効果的です。低侶0感度撮影時は、低輝度部（暗部) 
のノイズをさらに低減することびでをます。 


長秒時露光のノイズほ減 


しない 

自動 

麗光時間1砂し心上で撮影された画儘に巧し、長秒時露光特有のノイズび検 
出された場合に自動低減処理び行われます。通常は、この[自動]で十分な 
効果び得られます。 

ずる 

麗光時間1秒し U 上で撮影された画儘に巧し、常に低減処理び行われます。 
旧動]で検出、低減できないノイズびあったとさに [ずる] で撮影ずると、 
ノイズを低減できることびあります。 


W 2設定時、ライブビュー表示の状態から長秒時露光を行ラと、ノイズ低減処理中 
は、液晶モニターに何ち表示されません（ライブビュー表示は巧われません)。な 
お、低減処理中に;欠の撮影を行ラことはでさますが、液晶モニターやファイン 
ダーで、ピントや構図を確認することがでさないため、低減処理中の撮影はおす 
すめでさません。 

51し2設定時は、撮語後、低減赃理のために露光時間と同じ時間が必要となること 
があります。なお、お減処理中でち、ファインダー巧の連続撮影可能お数が「1」 
じ(上のとさは、続けて撮彰ずることができます。 


C.Fn II :画像 


W 1設定時は、連続撮影可能お数が大幅にかなくなります。 


〇1 


〇1 2 
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mm カスタム機能で変更でさる巧容 


C . Fnll -3 高輝度側-階調優巧 


0 :しなし、 

1:ずる 

高輝度（八イライト）側の階調表現性び向上します。適正露出（18%グ 
レー）から高輝度限界までの範囲び拡張され、グレーから八イライトまで 
の階調びより滑らかになります。 

W 1設定時は、通常撮影時よ0、お輝度部のノイズび若干増えることびあります。 

Bl 1設定時は、 旧 0感度の設定範囲が S 日 2 日日〜 16 日日になります。 

また、表をパネルと、ファインダー内に表をされるに日感嵐ま、「200」のように、 

0 (ゼ □) び通菌よりもルさく表示されます。なお、撮影情報表示 （ P .11 日）で 
再生したときも、同様に0 (ゼロ）びルさく表示されます。 


C . Fn 川 ： AF • ドライブ 


AF 測距不能時のレンズ動作 


AF を行って合焦でをないとさに、続けて AF 動作を行ラかどラかを設定するこ 
とびでをます。 

0:サーチ駆動ずる 
1:駆動しない 

再測距を巧って大ボケ状態になることを防止ずることびでさます。特に 
大ボケ状態になりやすい、超望遠レンズ使巧時に有効です。 
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El 五のカスタム機能で変更でさる內容 I ® 


C . Fn 川-2 レンズ- AFX トップボタンの機能 


0 : AF ストップ 

1: AF スタート 

押している間だけ冉 F び作動します。押している間は、カメラ側操作によ 
る冉 F 作動は行いません。 

吕： AE □ック 

押すと AE □ックします。ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとき 
に有効でず。 

3：測距点任意^自動/自動^中巧 

AF フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ AF フレーム自動選択 
になります。任意選択から自動選択へ瞬時に切り換わるので、 AI サーボ AF 
作動中に、任意選択した AF フレームで被写体に追従できなくなったときに 
有効です。 

冉 F フレーム自動選択時に押すと、押している間だけ中央の冉 F フレームび 
選択されまず。 

4;ワンショットご AI サーボ 

ワンショット冉 F 時に押すと、巧している間だけ AI ヴーボ AF になり 、 AI 
ヴーボ冉 F 時に押すと、巧している間だけワンショット冉 F になります。 

移動•停止を繰り返す被写体で、ワンショット冉 F 、 AI サーボ冉 F を交互に 
切り換えたいとをに有効です。 

已；手ブレ補正機能作動 

レンズの手プレ補正機能スイッチびく ON > のときに、 AF ストップボタン 
を押すと、手プレ補正機能び作動します。 


0 ♦ AF ストッフボタンは、手ブレ補正機能付さ超望遠レンズに装備されています。 
♦ 己設定時は、シャッターポタンを半巧ししてを、手ブレ補正機能は作動しませ 
ん /。 


156 





mm カスタム機能で変更でさる巧容 


C.Fn III -3 AF フレーム選択方法 


0 :通常 

〈回〉ボタンを押したあと、〈架> で AF フレームを選びます。 

1:マルチコント □ —ラーダイレクト 

最初にく回〉ボタンを押さずに、〈•■泉> で直接 AF フレームを選ぶことび 
できます。〈回〉ボタンを押すと自動選択になります。 

吕：サブ電子ダイヤルダイレクト 

最初に〈回〉ボタンを押さずに、〈〇〉で直接冉 F フレームを選ぶことび 
でさまず。〈回〉ボタンを押しながら〈巡!>を回すと、麗出補正を行ラこ 
とびでをます。 


C.Fn III -4 スーパーインポーズの表示 


0 :ずる 
1:しなし、 

ピントび合ったときにファインダー内の冉 F フレームの赤色点な表示を巧 
いません。点巧びわずらわしいとをに設定します。 

ただし、冉 F フレーム選択時は点 I なします。 


C.Fn III -5 AF 補助光の投光 


カメラの内蔵スト□ボによる AF 補助光、 EOS 巧列•部スト□ボの AF 補助光の 
お光を行ラかどラかを設定することびできます。 

0 :ずる 
1:しなし、 

AF 補助光をお光しません。 

吕：外部スト□ボ使用時のみお光ずる 

E 日 S 用が部ストロボ使用時は、必要に応じて AF 補助光封受光します。内 
蔵スト□ボによる AF 補助光はお光しません。 


S1 E 日 S 巧外部スト□ボのカスタム機能で、 [ AF 補巧光のお光]び[しなしリに設定さ 
れているときは、 C.Fn III - 已 -0.2 を設定してち、外部スト□ボから AF 補助光は 
巧光されません。 
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EMB カスタム機能で変更でさる內容 ® 


C.Fn III -6 ライプビュー撮該中の AF 


0 :しない 
1:ずる 

ライプビュー表お中にく AF - ON > ボタンを押すと、押している間だけラ 
イプビュー表示を中断してピント合わせを行います。 



S ラーアップ撮影 


望遠レンズを使用した撮影や、近接（マクロ）撮房で、 S ラーの作動による 
カメラブレを防止することびでをます。 S ラーアップ撮影については、96ペー 
ジを参照して < ださい。 

0 :しない 


1:する 


C.Fn IV :操作 • その他 



ツター/ AF - ON ボタン 


0 :測光. AF 開始 
1:測光. AF 開始/ AF ストップ 

冉 F 中に 〈 AF-ON> ボタンを押すと、測距を中止します。 

2 :測光開始/測光- AF 開始 

移動-停止を繰り返す被写体の撮影で有効です。 AI サーボ AF 時は、 
<AF-ON> ボタンで AI ヴーボ冉 F の作動/停止を繰り返すことびでをます。 
露出は撮影の瞬間にミ央まります。ピントと露出を常に最適な状態にして 
シャッター チャンスを待つことびでをます。 

3 : AE □ック/測光 • AF 開始 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。く AF-ON> ボ 
タンで測光 -AF 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック（露出決定）す 
ることびで走ます。 

4 :測光. AF 開始/無効 

<AF-ON> ボタンは機能しません。 
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mm カスタム機能で変更でさる巧容 


C.Fn IV -2 AF - ON / AE □ツクボタン入替 


0 :しなし、 

1:ずる 

〈 AF - ON 〉 ボタンと〈关/み> ボタンの機能が入れ曽わります。 

01 設定時に、再生画像をインデックス表示や縮ル表示にするときは、 〈 AF - ON > ボ 
タンで巧います。 


C.Fn IV -3 撮影時の SET ボタン 


よく使う機能を、〈@〉に割り当てることびできます。撮影準備状態で <魯)〉 
を押します。 

0 :通常（無効） 

1:記録画質選択 

く©〉を押したあと、表おパネルを見なびら、記録画質を〈鎮〉で直接 
設定することびでさるよラになります。 

2 :ピクチャースタイル選択 

<©> を押すと、液晶モニターにピクチャースタイルの選択画面び表示さ 
れます。〈鎮〉を回してスタイルを選び、〈©>を押します。 

3 : メニュー表示 

< MENU > ボタンと同じになります。 

4 :画像の再生 

〈囚〉ボタンと同じにな0ます。 



0 :通常 

1:設定ち向を反転 

シャッター速度、絞り数値設定時のダイヤルによる設定方向を反転させ 
ることがでをます。 

マニュアル露出時は〈盤^〉く货>、それながの撮影モードでは〈进 I 〉に 
よる設定方向び反輯します。マニュアル露出時と、露出補正時の〈〇> に 
よる設定方向び同じになります。 
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El 五のカスタム機能で変更でさる內容 I ® 


C.Fn IV -5 フォーカシングスクリーン 


このカメラは、フオーカシングスクリーンを撮影目的にあわせて交換するこ 
とがでさます。お使いになるフオーカシングスク I 」ーンのタイプに応じて、こ 
のカスタム機能で適正露出の基準設定を変更する必要びあります。 

0 : Ef-A 
1: Ef-D 
吕： Ef-S 


フオーカシングスクリーンの特性について 

Ef-A :標準フレシジョンマット 

購入時の力;><ラに組み込まれている標準フオーカシングスクリーン 
です。ファインダーの明るさと、手動ピント合わせのしやすさをパ 
ランスよ < 両立しています。 

Ef-D :方眼プレシジョンマット 

Ef - A に方眼線を引いたフオーカシングスク U —ンです。構図の重 
直 • 水平ミ央めを楽に行ラことびでをます。 





— D - 

f が 

□— 





Ef-S :スーパープレシジョンマット 

Ef - A よりちピントの山をつかみやすくしたフオーカシングスク U 
ーンです。手動ピント合わせを主にされているかたに有効です。 


なスーパープレシジョンマツト Ef-S とレンズの開放絞0数値について 

♦ F2.8 料上の明るいレンズに最適化されています。 

♦ F2.8 より暗いレンズを使用すると、標華スク U- ン Ef-A 装着時よりもフアイ 
ンダーび暗くなります。 

H • E 日 S 40D の標華フオーカシングスク U —ンは Ef-A ですので、購入時の状態 
は C.Fn IV -巳 -0 に設定されています。 

♦ フオーカシングスク U - ンの交換方法は、フオーカシングスクリーンの使巧 
説明書を参照して<ださい。 

♦ C.Fn IV-5 の設定は、カメラユーヴー設定の登録内容 （ P .163) に含まれま 
せん。 
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mm カスタム機能で変更でさる巧容 


C.Fn IV -6 オリジナル画像判定用データの付加 


0 :しなし、 

1:ずる 

撮影画像に、その画像び才 U ジナルであるか否かを判定するためのデー 
夕び自動的に付加されます。判定用データび付加された画儘を撮影情報表 
示 Cp .11 巳）で再生すると、く fl 〉 び表示されます。 

才 U ジナル画像の判定には、才 U ジナルデータセキュリティキット OSK - 
E 3 (別売）び必要でず。 


C.Fn 



0 :しない（適正表示） 

1:ずる（撮影露出イメージ表示） 

ライブビュー撮影時の U アルタイム映儘び、露出設定に応じた明るさで 
表示され、撮影前に麗出のイメージを巧握ずることびでをるよラになりま 
す。 


SI • 絞り込みボタンを巧すと、 C.Fn IV -7 の設定に関係なく撮穀露出イ方ージ表 
おを行ラことができます。なお、低輝度、高輝度条件下では、露出設定に応 
じた明るさで表示されない場合びありまず。 

• 1に設定してを、スト□ボ使巧時、およびバルブ撮穀時は、撮影露出イ文ージ 
表示は行われません。 
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MENU 


マイメニユーを登録する 


設定変更の頻度び高い^ニューとカスタム機能を選んで、日項目まで登録 
することびでさます。 



[マイメニユーの設定]を選ぶ i 

♦ [む] タブの [マイメニ: L - の設定] を選 

び、〈愛)〉を巧します。 

幢録]を選ぶ 

♦ <〇> を回して 搭録] を選び、く毎)〉を 
巧します。 


巧目8抑 m 

霉子 ft 

カードなしレ U — ス 

胳 S •の 


登録する 

♦ <〇> を回して項目を選び、〈资)> を巧 
し 9 〇 

♦ 確認画面で [0 K ] を選び、〈毎)〉を巧す 
と登録されます。 

♦ 操作を繰り返して6項目まで登録でさま 


す。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと手順2の画面 


に戻ります。 


マイメニューの設定について 

手順 2 で表おされる [並べ替え] などの内容は、似下のよラになっています。 


♦ 並べ替え 

登録したメニューの並び順を変えることびでをます。 [並べ曾え] を選 
び、並び順を変えるメニューを選んでく©>を巧します。[妻]び表示 
された状態で〈〇〉を回して並び順を変え、〈毎)〉を押します。 

♦ マイメニューか5表ち 

[ずる]に設定すると、メニューを表示したときに[む]タブか5表示 
しぶ; J 0 


• 削除、全項目削除 

登録したメニューを削除します。 [削 脱は]項目ずつ削除し、 [全項目 
削除] は一括して削除します。 
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MENU 


カメラユーザー設定の登録丽圓 

撮影モードや;><ニュー、カスタム機能など、今力;><ラに設定されているほ 
とんどの内容を、モードダイヤルのくの〉、く困〉、く函> にカメラユーヴー 
設定として登録することびでさます。 


1[カメラユーザー設定]を選ぶ i 

• "が] タブ® [カメラユーザー 設定] を選び、 

〈资>〉を巧します。 

2幢録]を選ぶ 
3登録する 

♦ <〇>を回して登録するポジションを選 
び、<@>を巧します。 

♦ 確認画面で [〇の を選び、〈受)〉を押し 
ます。 

時使用中のカメラの設定内容びモードダ 
イヤルの C * に登録されます。 

カメラユーザー設定の [解除] について 

手順2で [解除] を選ぶと、登録前の初期設定に戻すことびでさます。操 
作方法は手順3と同じです。 



W • マイメニューの設定内容は、登録されません。 

♦ モードダイヤルが 〈の>、〈困〉、〈西〉 のポジションのときは、メニューの 
[がカメラ設定初期化] と [冉.カスタム！能に Fn ) —括解除] は、巧うことができ 
ません。 

胃] • モードダイヤルが 〈の>、 〈困〉、 〈西 > のポジションのときも、ドライプモー 
ドやメニューなどの設定蜜更び可能です。 なお、その変更巧容を登録したい 
とさは、上記のカメラユーヴー設定の登録操作を行ってください。 

• 登録されている内容は、く INF 0.> ボタンを巧すと液晶モニターに表示されます。 
(P.166) 
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撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの 
紹介などを巧っています。また、章の最後には索引を設け、知り 
たいことが見つけやすいよラになっています。 




INFO . 設定が態の確認 

撮影準備状態で < INF 0.> ボタンを巧すと、「カメラ設定の内容」と「撮影 
機能の設定状態」び表示されます。 

「撮影機能の設定状態」を表おさせているとさは、侶日感度など撮影機能 
に関する設定を液晶モニターを見なび5行ラことびでさます。 



「カメラ設定の內容」と「撮影機能の 
設定状態」を表示する 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧します。 

ボタンを巧すたびに表示び変わります。 

どち6か1つだけを表示する 
♦ ；><ニュー [が INFO ボタン 表示！ で[カメラ 
設赶の内容か、[撮影機能]の設定状態の 
どちらか1つだけを表示させることびで 
さます。 


カメラ設定の内容 


ピクチヤースタイルスタングード 
詳細 03. C 0, 品 0, C 0 

を空 曲 SRGB 

WBffl 正/ BKT 巧を 0. 0/±0- 

61 巧 <S> 5200 巧 

C1:P !C2:P C3:P 
[巧を巧おかな]ささ容量 一 I 
£11[167] 630!, 1B 

< 占 •する 〇 ち . '07/06/24 13:10 


卜 （P. 巳目、 60) 

- ( P .72) 

- (P.68、69) 

-色温度 Cp .67) 

S- モードダイヤル团 、困、困に 
登綠されている撮影モード 
1- (P. 已已、2巨） 


曰付/時刻 （ P .39) 


—ホ目緩和 （P. 日扫） 

-縦位置画儘回転表示 （ P .124) 


—才ートパワーオフ ( p .40) 
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INFO . 設定状態の確認 


撮誘機能の設定げ態 


<*> AE □ック 
絞り数値 

シャッター速度一！ 

内蔵スト□ボ巧電中一 

( BUSY ) 


撮影モード 
露出レベル表示 
ピクチャースタイル 

記録画質 
ホワイトバランス 



I - 〈ち〉スト□ボ充電完了 
くド> FE □ック 
くち H > A イスピードシンクロ 


電池チ I ック 

ISO ■町 ll ~ に0感度 

■スト□ボ調光補正 

ドライブモード 
^撮影巧能枚数 
AF モード 


連続撮影可能枚数 


測光モードー ■ I —時刻 


く ISO •阻 >、く AF.DRIVEX く图 ‘WBX く回> ボタンを押すと、液晶モニター 
に設定画面び表示され、 〈魁^〉、または〈〇〉で設定を行ラことびでをま 
す。 AF フレームはく-去> で選択することもできます。 



がモード * 

_ P ンシヨットが 

[ONE SHOT ! Al FOCUS Al SERVO 


ドライプモ —K • 

1 巧 

臣 I w U & か 
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家庭用電源を使用する 

AC アダプターキット ACI <- E 2 (別売）を使ラと、家庭用電源を使巧して 
電池の残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 



DC カプラーの プラグを接続する 

♦ DC カプラーのプラグを、 AC アダプター 
のソケットに接続します。 



電源コードを接続する 

♦ 電源 コードを AC アダプターに 接続しま 
す。 

♦ プラグをコンセントに差し込みます。 

♦ 使い終わったら、プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 



コードを溝にはめ込む 

♦ DC カプラーのコードを傷つけないよラ 
に、ていねいにはめ込みます。 



C カプラーを入れる 

ふたを開け、 DC カプラーコード通し部 
のカバーを開さます。 

DC カプラーを□ック位置までしっかり 
と入れ、コードを通し部に入れます。 
ふたを閉じます。 


W カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 または〈一0にしたままで、電源コードの拖 
き差しを行わないでください。 
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曰付/時計機能用電池を交換する— 

曰付/時計磯能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約日年です。電 
池を交換したとさに、曰付/時刻び1」セットされるよラになった5、新しい 
CR 2016 U チウム電池を次の手順で交換してください。 

曰付/時刻が初期化されますので、必ず再設定してください。 


1電池スイッチを 〈 OFF > にする 




電池を取り出す 


電池ホルダーを取り外す 


(+)(-) 



4 




電池を入れ換える 

♦ +—を正し<をわせて入れます。 


電池ホルダーを入れる 

♦ そのあと、電池を入れて、ふたを閉じま 
ず。 



W 日付/時計機能用電池は、必ず CR 2 日 16 U チウム電池を使用してくださし、。 
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撮露機能の組み合わせ一質 

•:自動設定〇:選択可能 a ;選択不可 


モードダイヤル 

かんたん撮影ゾーン 

: 応用撮影ゾーン 

□ 

!み 

な 

’化 


因 

区) 

P 

Tv 

I Av 

M 

A-DEP 

記 

録 

画 

質 

JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW + JPEG 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

ISO 

感 

度 

自動設定 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

手動設定 








〇 

0 

〇 

〇 

〇 

ピ 

ク 

チ 

ヤ 

I 

ス 

夕 

イ 

ル 

スタンダード 

• 



• 

• 

• 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ポートレート 


• 






〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

風景 



• 





〇 

0 

〇 

〇 

〇 

ニュートラル 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

巧実設定 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

モノクロ 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ユーザー設定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色 

か 

富 

sRG 巨 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Adobe RGB 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

ホ 

フ 

イ 

バ 

フ 

ン 

ス 

才ート WB 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

プ I 」セット W 巨 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MW 巨 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色温度指定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

W 巨補正 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

抓日プラケティング 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

AF 

ワンショット 


• 

• 

• 


• 


〇 

〇 

〇 

〇 

• 

AI サーボ 





• 



〇 

〇 

〇 

〇 


A 口才ーカス 

• 






• 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF 

フレーム 

逞巧 

自動 








〇 

0 

〇 

〇 

• 

任意 








〇 

0 

〇 

0 


AF 補助光 

• 

• 


• 


• 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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撮影機能の組み合わせ一覧 


♦:自動設定〇:選択可能 a :選択不可 


モードダイヤル 

かんたん撮影ゾーン 

応用撮影ゾーン 

□ 

み 


化 


曰 

区 ) 

P 

Tv 

Av 

M 

A-DEP 

測 

光 

方 

式 

評価測光 








〇 

0 

〇 

0 

〇 

部分測光 








0 

0 

〇 

0 

0 

スポット測光 








0 

0 

〇 

0 

〇 

中巧部重点聊測光 








0 

0 

0 

0 

0 

露 

出 

プ□グラムシフト 








0 





露出補正 








0 

0 

0 


0 

AE 巨 








0 

0 

〇 

0 

0 

AE □ック 








0 

0 

〇 


〇 

被写界深度確認 








0 

0 

0 

0 

0 

卜" 

フ 

ィっ 

けな撮影 

• 


• 

• 


• 

• 

0 

0 

0 

0 

0 

高速連続撮影 





• 



0 

0 

0 

0 

0 

低速連続撮影 


• 






0 

0 

〇 

0 

0 

セルフタイマ— 1 哪 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 

0 

〇 

セルフタイ 7— 2 秒 








0 

0 

0 

0 

0 

巧 

蔵 

ス 

卜 

□ 

ボ 

自動発光 

• 

• 


• 


• 







手動発光 








0 

0 

0 

0 

0 

発光禁止 



棄 


• 


• 






ホ目媛和 

〇 

〇 


〇 


〇 


〇 

0 

0 

0 

0 

FE □ック 








0 

0 

0 

0 

0 

スト□ボ調光補正 








0 

0 

0 

0 

0 

ライブビュー撮影 








0 

0 

0 

0 

0 
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巧障かな？と考える前に 

「カメラが故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にして力;>< 
ラをチェックしてください。なお、チェックしてち状態び改善しないとさ 
は、別紙の修理受付窓□にご相談ください。 


電源 


付属の巧電器で電池が巧電でさない 

♦ バッテ U - パック巳 P - 已1 ] A 、 巳 P - 日14、巳 P - 已1]、目 P - 已12を使用 
して < ださい。 


電源スイッチを 〈 ON 〉 にしてもカメラが作動しない 

♦ 電池びカメラにさちんと入っているか確認して<ださい。（口ぶ 4) 

♦ 電池室ふたび閉じているか確認してくださし、 ( P .24) 

♦ CF 力ードス□ットカバーび閉じているか確認してください。（口ぶ目) 


電池の消耗が早い 

♦ フル充電した電池を使ってください。（口ぶ 2) 

♦ 何度も繰り返し使用した電池で消耗び早いときは、新しい電池をお買 
い求めください。 


電源び勝手に切れる 

♦ オートパワーオフ機能び働いています。自動的に電源び切れないよラ 
にしたいときは、メニユー [が才ートパワーオフ] を [切] にしてくださし、。 

表示パネルに〈亡コ> のみが点滅している 

♦ 電池を充電して<ださい。 ( P .22) 
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故障かな？と考える前に 


撮誇 


撮影-記録がでさない 

♦ CF 力ードび正しくセットされているか確認してください。（口.2目） 

♦ CF カードの空さ容量びない場をは、空を容量のあるカードに交換する 
か、不要な画像を消去してください。おぶ日、 122) 

♦ ワンショット AF でピント合わせしたときに、ファインダー内の合焦 
マークく ♦> び点滅するとさは撮影でさません。ちラー度シトッター 
ボタンを半押ししてピントををわせなおすか、手動でピントををわせ 
てください。 （ P .3 日、 78) 


液晶モニターの表示-画像が不鮮明になる 

♦ 液晶モニターにゴ S やほこりびついているとさは、眼鏡ふさや、やわ 
らかい巧などでふいて < ださい。 

♦ 低温下、または高温下では、液晶の特性上、表示反応が遅<なったり、 
表示び黒<なったりすることがありますび、常温に戻れば正常に表示 
されるよラにな0ます。 


画像びボケて写っている 

♦ レンズのフオーカスモードスイッチをく AF> にしてください。（口ぶ 8) 
♦ 手プレを起こさないように、シャッターボタンを静かに押してくださ 
し、。 （ P .3 日、 33) 


CF カードが使えない 

♦ CF カードのトラプルに関するメッセージび表示されたとさは、41 
ぺ一义または17已ページを参照してください。 


カメラを振ると音びずる 

♦ 内蔵スト□ボを上げるための機構びわずかに動<ためで、故障ではあ 
りません。 







故障かな？とちえる前に 


ライブビュー撮影ができない 

♦ ライブビュー撮影を行うときは、 CF カードを使用してください（マイ 
クロドライブなどの八ードディスクタイプの CF カードの使用はおす 
すめでさません)。八ードディスクタイプの CF カードは、 CF カードよ 
りも使用可能温度び低いため、八ードディスクを保護する機能び作動 
して、ライブビュー撮影び一時的にでをなくなることびあります。力 
メラ内部の温度び下びると、ライプビュー撮影びでさるよラになりま 
す。 ( P .105) 


内蔵スト□ボが発光しない 

♦ 内蔵スト□ボを短時間に連続発光させると、発光部を保護するため 
に、しばらくスト□ボ撮影びでさなくなることびあります。 


画像の確認-操作 


画像を消去でをない 

♦ 画像にプ□テクトびかかっていると消去でさません。 ( P .121) 

撮影年月曰/時刻び正しく表おされない 

♦ 曰付/時刻び正しく設定されているか確認してください。 （ P .39) 

テレビに画像が表示されない 

♦ ビデオケープルのプラグび根元までしっかりと差し込まれているか 
確認してください。 ( P .120) 

♦ ビデオ出力方式 ( NTSC / PAL ) をテレビと同じ方式に設定してくだ 
さい。 （ P .37) 

♦ カメラに付属のビデオケーブルを使用してください。 ( P .120) 
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エラー 表巧 



カメラに異常び発生すると、エラー画面び 
表示されます。表おされる内容に従って対応 
して < ださい。 

エラー状態から復帰させるとさは、電源ス 
イッチのく OFF > 一 く 0 N >、 または電池の出 
し入れを行ってください。 

なお、エラー日2 ( CF カードのトラブル） 
び表示されたとをは、カードの损さ差し、また 


は初期化で正常に戻ることびあります。 


頻繁にエラー画面が表示されるとをは故障でずので、エラー番号を控えて 
別紙の修理受付窓□にご相談ください。 
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システムマップ 
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システムマップ 



LJ 


タイ 7— U モート 
コント□— ラー 
TC-80N3 


U モート 
スイッチ 
RS-80N3 


ワイヤレス 
コント □— ラー 
LC- 己 


EF レンズ 


EF-S いズ 



EOSD に ITAL ソフトウェア 
Solution Disk 使用説巧書 


Eisti ~ 厂つ — j^=rTn _ "■ み ;I I 

インターフエースケー ブル 
IFC-200U 


テレビ/ビデオ 


■ 1**^ …り 

インターフエースケーブル IFC-500U 





L 

us 巨ポート 




fc 力ードス□ツト) 


パソコン 

Windows Vista 
Windows XP 
Windows 2000 
Mac OSX 


CF 力ード 


PC 力ードァタプター 




円な Bridge 対応プリンター 
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バッテリーグリップを巧う 

ここでは 、 EOS 20 D、EOS 3日 D 用のバッテ U — グ U ップ目 G - E 2 を、こ 
の力;><ラで使ラ隙の補足説明を行っています。ここに書かれている『電池室 
ふた着脱方法』と『撮影可能枚数の目ち』政外の説明は、バッテ U —グリッ 
プ日 G - E 2 の使用説明書を参照して < ださい。 

バッテリーグ U ップ巳 G - E 2 N をお使いの方は、日 G - E 2 N の使用説明書を 
参照してください。 


電池まふた着脱方法 



♦ 力:><ラを机の上などに置いて、落とさな 
いよラしっかり持ちます。 

♦ 電池室ふたを開け、斜め方向に引いて取 
り列します。 

♦ 取りがした電池室ふたは、バッテ1」ーグ 
1」ップに収納でさます。 

♦ 電池室ふたを取り付けるとさは、取り外 
したとをと同じ斜めの向をで、電池室ふ 
たのヒンジをカメラに差し込みます。 


撮誘可能枚数の目安 


常温 （ +23 で） / 惊昂ので） 齡 • 枚 ] 


電源 

スト□ボ 撮彰 なし 

已0%スト□ボ 撮影 

己 P- 已 11 AX2 

22 己 0/190 己 

1600/1400 

単 3 形アルカ U 乾電池 

400/200 

300/100 
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まな仕様- 


■型式 

型式 . スト n ボ内蔵、デジタル…眼レフレックス AF ■ AE カメラ 

記録媒体 .CF 力ード（タイプしII準拠） 

* マイクロドライブ、 2G 巨な上の CF 力ード使巧巧 
* ワイヤレスファイルトランスミッター WFT-E3 装着時、 
USB 外部文ディアに記録可能 
撮像画面サイズ .22.2 X1 4.8mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群 （EF-S レンズを含む） 

(有効撮影画ちは、表記焦点距離の約1.目倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 


■撮像素子 

お式 . 高感度-高解像度大型単板 CMOS センサー 

画素数 . カメラ部有効画素：約1010万画素 

総画素：約1日日0万画素 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルター方式 ......RG 日原色フィルター 

□ーパスフィルター . 固定式、撮像素子前面に配置 

ダスト除去機能 .(1) 自動センサーク U —ニング 

(2) 手動センサーク U —ニング 

(3) 撮影画像へのダストデ U —トデータ付加 


■記録形式 

記録フォーマット .DCF2.0 


画像タイプ . 

RAW+JPEG 同時記録 
ファイルサイズ . 


画像番号 . 

色空間 . 

ピクチャースタイル, 


JPEG、RAW (Mbit) 

可能 （sRAW+JPEG も巧能） 

(1) ラージ/ファイン：約3.已 MB (3888X2 已92画素） 

(2) ラージ/ノーマル：約 1.8M 己 （3888X2 已92画素） 

(3) ミドル/ファイン：約 2.1M 己 （281 目X1880画素） 

(4) ミドル/ノーマル：約 1.1MB (281 色X1880画素） 
(己）スモール/ファイン：約 1.2M 己 （193 目XI288画氧 
(目）スモール/ノーマル：約打 7M 己 （193 目X1288画素） 

(7) RAW (□ウ ） ：約 12.4M 己 （3888X2 已92画素） 

(8) sRAW (スモール□ウ）：約 7.1 MB (1936X 1288画素） 
* ファイルサイズは、被写体条件、 IS 日感度、ピクチャース 

タイルなどにより異なる 
通し番号、オート U セット、強制I」セット 
sRG 巨、 Adobe RGB 

スタンダード、ポートレート、風景、ニュートラル、忠実設 
定、モノク□、ユーヴー設定！〜3 
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をな 仕様 


記録機能 . WFT - E 3 装着時、カメラに装填した CF カードと、 WFT - E 3 

に接続した US 日外部メディアに下記の記録び可能 

(1) 標準 

(2) 記録メディア自動切り換え 

(3) 記録画質を指定して振り分け記録 

(4) 同ーサイスの画像を記録 


バックアップ . WFT - E 3 装着時に可能 

■ホワイトバランス 

種類 . オート、太陽光、曰陰、ぐちり、白熱電球、白色堂光打、ス 

卜 n ボ、マニュアル、色温度指定 

オートホワイトバランス..撮像素子を用いたオートホワイトバランス 

色温度補正 . ホワイトバランス巧正：1段ステップ±目段 

ホワイトバランスブラケティング：1段ステップ±3段 
* ブルー/アンバーち向、マゼンタ/グ U —ンち向に補正可能 
色温度情報通信 . 対応 

■ファインダー 

ち式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下左ちとち約目已％ 

倍率 . 約0.日日倍（巳 0 mm レンズ■の■一 Idpt ) 

アイポイント . 約 22 mm 

視度調整範囲 . 一 3.0〜+1 .Odpt 

フオーカシング 

スクリーン . 交換式（別売2種類)、 Ef - A 標準装備 

ミう一 . クイック U ターン式全面 A - フ S ラー 

(透過：反射二4日： 60、ミラー切れ： EF 日0日 mm F 4 L IS 
USM までなし） 

ファインダー情報 . AF 情報 （ AF フレーム、合焦マーク）、露出情報（シャッ 

ター速度、絞り数値、 AEn ック、露出レベル表示、 ISO 感 
度、露出警告)、スト n ボ情報（充電完了、 A イスピードシ 
ンク□、 FED ック、調光補正)、モノク n 撮影、ホワイトバ 
ランス補正、連続撮影可能枚数、 CF 力ード情報 
被写巧深度確認、 . 絞0込みポタンによる 

■才ートフオーカス 

方式 . TTL 二次結像位相差検出方式 

測距点 . 目点（ク□ス測距） 

輝度範囲 . EV —0. 巳〜18 (常温-に 日 1 日日） 

フオーカスモード . ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF 、 AI フオーカス AF 、 手動 

CMF ) 
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まな仕様 


AF フレーム選択 . 自動選択、任意選択 

AF フレーム選択表示 ........ ファインダー内スーパ ー- r ンポーズと表示ノ（ネルによる 

AF 補助光 . 内蔵スト n ボ間欠発光方式 

有効距離：中央部約 4 m / 周辺部約3.巳 m 

■露出制御 

測光方式 . 3己分割 TTL 開放測光 

■評価測光（すべての AF フレームに対応） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約9%) 

-スポット測光（中央部-ファインダー画面の約3.8%) 

-中央部重点平均測光 

測光範囲 . EV 1 〜20 (常温- EF 巳 0 mm F 1.4 USM 使用- IS 日1日日) 

露出制御ち式 . プログラム AE (全自動、ポートレート、風景、クローズ 

アップ、スポーツ、夜景ポートレート、スト□ボ発光禁止、 
プログラム）、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 、 自動深度 
優先 AE 、 マニュアル露出、 E - TTLII 自動調光 

に日感度 

(推奨露光指数) . かんたん撮影ゾーン： IS 日100〜8日日自動設定 

応用撮影ゾーン： IS 日100〜16日日任意設定 （1/3 段ス 
テップ)、自動設定、および ISO 3200の 
感度拡張び可能 

露出浦正 . 手動：1/3、1/2段ステップ±2段 （ AEB 併用可能） 

AE 巨：1/3、1/2段ステップ±2段 

AE □ック . 自動：ワンシヨット AF ■ 評価測光時、合焦と同時に AE 

□ック 

手動： AE □ックボタン巧しによる 

■シャッタ_ 

お式 . 電モ制御式、フオーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/8日00〜30秒（1/3、1/2段ステップ)、バルブ、 

X 二1/2已〇砂 

レ1」ーズち式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー . 10秒後/2砂後撮霖 

リモコン . N 3タイプ端子 U モコン対応 

■内蔵スト□ボ 

形式 . U トラクタブル式、オートポップアップスト□ボ 

調光方式 . E - TTLII 自動調光 

ガイドナンバー . 13 ( IS 日1日日- m ) 

充電時間 . 約3秒 

充電完了表示 . ファインダー内スト n ボ充電完了 マーク 点好 






















主な仕様 


照射ち . 焦点距離1 7 mm 相当の画角に対応 

スト n ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ±2段 

FE □ック . 巧能 

■パ部スト□ボ 

対応スト n ボ . EX シリーズスピードライト 

調光方式 . E - TTLII 自動調光 

スト n ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ±2段 

FED ック . 巧能 

外部スト n ボ設定機能 ...... スト□ボ機能設定、スト n ボカスタム機能設定可能 

シンク n 端子 . あり 

画面サイズ对応ズーム ...... 対応 

■ドライプ関係 

ドライブモード . 1枚撮影、高速連続撮影、低速連続撮影、セルフタイマー 

10秒/2秒 

連続撮影速度 . 高速：最高約6.日コマ/秒 

恆速：最高約3コマ/秒 

連続撮影可能枚数 . JPEG (ラージ/ファイン）：約7已枚、 RAW : 約17枚 

RAW + JPE 白（ラージ/ファイン）：約14枚 
* 当社試験基準1 G 日 CF カード使巧時、高速連続撮影、 

侶日1日日、ピクチャースタイル：スタンダード設定時 
* 被写体や CF カードの銘柄、記録画質、に日感度、ドライブ 
モード、ピクチャースタイルなどの設定により異なる 


■ライブビュー機能 

撮影方式 .(1) ライプビュー撮影 

(2) U モートライブビュー撮影 

(EOS Utility びインストールされたパソコン接続時) 

フォー カス . 手動ピント合わせ 

オートフォーカス（ライプビュー表示を中断して AF ) 

測光方式 . 撮像素モによる評価測光 

測光範囲 . EV 日〜2日（萬温- EF 已日 mm F 1.4 USM 使用- 

に010 0) 

拡大表示 . フォーカスフレーム巧を己倍/1日倍に拡大可能 

グリッド表示 . 可能 

露出シミ ュレーシヨ ン ...... 可能 

静音撮影 . 可能（モードしモード 2) 
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まな仕様 


■液晶モニター 

あ式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ . 3.日型 

画素数 . 約23万画素 

欄率 . 約100% 

輝度調整 . 7段階に調整可能 

表示言語 . 18言語 

■再生機能 

画像表示あ式 . 1枚、1お+記録画質、撮影情報、ヒストグラム、4め/9枚 

インデックス、拡大ズーム（約1.日〜1日倍)、画像回転、 

ジャンプ （1 枚/1日枚/1日日枚/1画面/撮影曰） 

从イライト表示 . 可能 （ A イライト部分を点滅表示） 

■記録画像のプ□テクト/消ま 

プロテクト . 1枚単位でプ n テクト、解除 

消去 . 1枚/チェックマーク付き画像/カード内全画像の単位で消 

去（プ n テクト画像を除く） 

■ダイレクトプリント機能 

対応プ U ンター . 円 ctBrk お e 対応プ U ンター 

印刷対応画像 . DCF に準拠した JPEG 画像 （ DP 日 F 指定画像の印刷わ可 

能)、および本機種で撮影した RAW / sRAW 画像 
菌単印刷機能 . あり 

■印刷指定機能 

DP 0 F . バージョン 1.1 華拠 

■ダイレクト画像乾送機能 

転送対応画像 . JPEG 画像、 RAW / sRAW 画像 

* パソ]ン画面の背景として転送する場合は JPEG 画像のみ 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 全24種 

カメラユーヴー設定 . モードダイヤルの C 1 〜 C 3 に登録 

マイメニュー登録 . 可能 

■インターフェース 

US 日端子 . パソコン通信/ダイレクトプ I 」ント用 （ US 巨2.日 Hi - 

Speed ) 

ビデオ出力端モ . NTSC / PAL 選択可能 I 

拡張システム端子 . WFT - E 3 接続用 
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主な仕様 


バッテ U - パック BP - 已11 A 、 BP -514. BP - 巳11、 BP - 
512. 1個使巧 

* AC アダプターキット ACK - E 2 使用により、 AC 駆動可能 
* バッテ U - グリップ目 G - E 2 N 、 BG - E 2 装着時、単3あ電池 
使用可能 


齡•糊 


温度 

I 撮影条件 I 

スト n ボ撮影なし 

已0%スト□ボ撮影 

常温 （+23 む） 

1100 

800 

低温ので） 

950 

700 


フル充電のバッテ U - パック BP - 已1 1 A 使用時 
CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準による 


* フル充電のバッテ U - パック BP - 已1 1 A 使用時 
* CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基華による 
電池チェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間（1/2/4/8/1已/3日分）経過で電源切 

曰付/時計機能用電池 ....... CR 3 日1邑リチウム電池、1個使用 

超動時間 . 約日.1已秒 

■大ささ-質量 

大きさ . 145.5 (幅） X 107.8 (高さ） X 73 .已（奥巧） mm 

質量 . 約74日呂（本体のみ） 

■動作環境 

使巧可能温度 . 日で〜+ 40む 

使用可能湿度 . 8日％政下 

■バッテリーパック BP - 已1 1 A 

あ式 . U チウムイオン電池 

公称電圧 . DC 7.4 V 

容量 . 1390 mAh 

大ささ . 38 (幅） X 21 (高さ） X 已已（奥巧 ） mm 

質量 . 約82邑 

■バッテリーチヤージヤー CG -580 

充電巧能電池 . バッテ U - パック巨 P - 巳11 A 、 曰 P - 己14、巨 P - 已11、巨 P - 

巳12 

充電時間 . 巨 P - 已 11 A 、 巨 P - 巳14:約1日白分 

曰 P - 己11、曰 P - 已12 :約90分 

定格人力 . AC 100 〜 240 V (已白/6日 Hz ) 

定格出力 . DC 8.4 V 

使巧可能温度 . 日で〜+ 40で 


■電源 
使用電池 


撮影可能枚数 
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まな仕様 


使用可能湿度 . 8己％け下 

大ささ . 目 1 ( 幅） X 67 (高さ） X 31 (奥行 ） mm 

質量 . 約11巳邑 

■ EF - S 18 -日日 mm F 3.5-5.6 IS 

画角 . 対角線： 74" 2日’〜27°已日’ 

か平： 6が30’ 〜吕3。 20' 

垂直： 4护 30' 〜1巳° 40' 

構成枚数 . 目群11枚 

最小絞り . F 22-36 

最短撮霖距離 .0.25 m 

最大撮霖倍率 .0.34 倍（已巳 mm 時） 

画界 . 2日7 X 134 mm 〜 67 X 4 己 mm (日.2巳 m 時） 

フィルター径 . 已 8 mm 

最大径 X 長さ . 68.已 X 70 mm 

質量 . 約200呂 

対応フード . EW -60 C 

対応ケース . LP 814 

■ EF - S 17-8 日 mm F 4-5.6 IS USM 

画角 . 対角線： 7が3日’〜1が2已’ 

か平：日が 40' 〜1巳。2巳’ 

き直： 48° 00'〜10° 2巳’ 

構成枚数 . 12群17枚 

最小絞り . F 22-32 

最短撮影距離 .0.35 m 

最大撮影倍率 .0.2 倍 （8 已 mm 時） 

画界 . 328 X 21 9 mm 〜112 X 7巳 mm (白.3已 m 時) 

フィルター径 .67 mm 

最大径 X 長さ . 78.已 X 92 mm 

質量 . 約47巳吕 

対応フード . EW -73 B 

対応ケース . LP 1 116 


参記載データはすべて当社試験基準によります。 

♦ 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 

♦ 他社製のレンズを使巧して不具合び生じた場合は、そのレンズ;一力一へお問い合 
わせください。 
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商標について 

参 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

参 CompactFlash (コンバクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

♦ Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 
登録商標でず。 

♦ MacOSX は、米国および他の国で登録された、米国アップルコンピュータ社の商標 

でず。 

♦ DCF # は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF ロコマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「 Desi 呂 n rule for Camera 円 le 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

参その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


* DCF は、主としてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあラことを目的 
として制定されに（社）電子情報技術産業協尝 （ J 曰 TA ) の規格の 「 Desi 旨 n rule for 
Camera File System 」 の略称です。 

* このデジタルカメラは 、 DCF 2.0と Ex け 2.2] (愛称 fExif PrintJ ) に対応していま 
す 。 Exif Print は、デジタルカメラとプ U ンターの連携を強化した規格です 。 Exit Print 
対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報をまかし、それを最適化し 
て、よりきれいな印刷出力結果を得ることびできます。 
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Canon 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式芸社 
干]日 8-80 11東を都港区港南 2-1 日-目 


お客様相談窓 □ 


製品の取り振い方法、修理については、機種名をご確認のラえ、お買い上げの販 
売店、または別紙のお客様ご巧 i 炎窓□、修理受付窓□にお問い合わせください。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となりまず。なお、運賃諸掛かりは、 
お客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、曰 
本国内において、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。したびって 
期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっ 
ては、期間中でち修理び困難な場合と、期間後でも修理び可能な場合びありま 
すので、その判定につをましてはお買い上げ店、または別紙の1彦理受付窓□に 
お問い合わせ < ださい。 

3. 修理品をごを付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理 
箇所を明確にご指示のラえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利巧の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式含社/キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
canon . jp / eos-d 


この使巧説明書は、2007年8月に作成したをのです。それ U (降に発売された 
アクセサリー、レンズとの組み合わせにつきましては、別祇のお客様相談セン 
ターにお問い合わせください。 



U チウムイオン電池の U サイクルにご協力ください。 


CT 1 - 5230- 000 
0000 NiO.O 


©CANON INC . 2007 
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